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面積…26.44k㎡

人口…119,458人（前月比-101）

　男…  57,329人

　女…  62,129人

世帯…  48,671　　

　（平成21年10月31日現在）
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　羽曳野市では、平成 22 年度より中学生の学校外における学習を、市職員（教
員免許所持者または塾等の講師経験者）および教員免許取得を目指している
方、教員免許を所持または塾等の講師経験のある方がサポートし、もって中
学生の学力向上に資することを目的とした「はびきの中学生 study-O( スタ
ディオ )」を実施する予定です。今回、本実施にさきがけプレ事業を実施します。

中学生諸君！市役所で
    一緒に勉強しませんか？
～市役所で働く職員と地域の先輩がサポートします！～

中学生諸君！市役所で
    一緒に勉強しませんか？

「study-O(スタディオ )」とは？
・「study」勉強、学習の意味
・「O」丸い形から人の輪・和を表す。また、「oneself（自分自身）」を表す。
・スタディオという読み方を「studio（スタジオ）」と掛ける。転じて各中
学生の生徒と指導・サポートする大人が集まる場所を表す。

対象は？ どんな内容？

羽曳野市内の中学１年生～３年生で
保護者の同意が得られる方を対象と
します。

数学・英語を中心とした「自学自習」
をサポートします。1 日 3 時間、各
生徒が問題集などの教材を市役所の
会議室に持ち込んで勉強し、わから
ないところや苦手部分を常駐のサポ
ートスタッフが指導・解説します。

どこでやるの？

羽曳野市役所内の会議室で実施しま
す。

いつからやるの？

今回プレ事業として、平成 22 年 1
月 17、23、24、30、31 日、2 月 6、7、
13、20、27日の計10回実施します。

費用は？

無料とします。（ただし、教材等の実
費負担はあります。）

教材は？

数学・英語の教材（教科書、テキスト、
問題集など）を各自で準備・持参し
てください。

申し込み方法は？

下記公共施設に設置された申込書に
必要事項を記入の上、下記事務局へ
郵送または直接持参して下さい。な
お、申込書は市ウェブサイトからも
ダウンロードできます。

�「はびきの中学生 study-O( スタディオ )」事業に協力していただけるサポートスタ
ッフ（有償ボランティア）を募集します。
活動内容：�市内中学の１～3年生の生徒に対し、数学・英語を中心とした自学自習

のサポート、個別指導を行います。
活動場所：羽曳野市役所内
応募資格：�①教職員を目指す方（注：当事業は学校サポート活動の対象ではありません）
　　　　　②教員免許をお持ちの方
　　　　　③塾講師または家庭教師経験のある方
　　　　　上記①～③のいずれかを満たしている18歳以上の方
活動形態：�平成22年 1月17、23、24、30、31日、2月6、7、13、20、27日

の計10回実施。1回の活動時間は9時00分～16時30分（休憩1時間）
とします。

　�（当事業は、平成22年 4月下旬頃より実施予定で、応募された方で本格実施後
も活動の継続を希望される場合は、後日改めてご案内します。）
応�募方法：下記公共施設に設置されたサポートスタッフ登録申請書に必要事項を記
入の上、下記事務局へ郵送または直接持参してください。
　なお、申請書は市ウェブサイトからもダウンロードできます。

サポートスタッフ募集

【各�申込書配布場所】　市役所、支所、ＭＯＭＯプラザ、丹治はやプラザ、石川プラザ、
ＬＩＣはびきの、陵南の森公民館、はびきのコロセアム

【お問合せ】政策推進課　特命プロジェクトチーム内
　「はびきの中学生 study-O(スタディオ )」事務局　（内線：3530・3531・3532）
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駒ヶ谷駅周辺のまちづくりについて
　駒ヶ谷地区においては、人の交流と地域の活性
化をめざし、本年８月にグレープヒルスポーツ公
園内に、ふれ愛広場（野外キャンプ場）を整備し、
親子ふれ愛キャンプや収穫祭を開催するなど、地
域の皆様方とともに、さまざまな事業に取り組ん
でいます。
　本地区、そして本市にとっての象徴である地場
産品の葡萄や豊かな自然、歴史資源を活用し、地
域の魅力を更に磨き輝かせるとともに、自然との
ふれあいや人との出会いを大切にした交流活動の
促進を図り、賑わいの場となるよう駒ヶ谷駅周辺
まちづくり構想を策定いたしました。
　今後、本構想に基づき、地域周辺の自然、歴史
資源を活用した地域の活性化に取り組むため、ス
ポーツ施設や野外活動施設などの既存施設のネッ
トワーク化を図るとともに、市有地の有効な土地
利用を図っていきます。

将来整備構想平面イメージ

市有地の活用イメージ

暫定整備構想平面イメージ

自然・歴史・人のふれあい交流の推進
～「駒ヶ谷まちづくりターミナル」の形成～

平成２２年４月から、駒ヶ谷幼稚園で『預かり保育事業』を開始します。

①預かり保育を実施する日は、原則として月曜日から金曜日までです（祝日・休日・年末年始等を除く）。

②�預かり保育を実施する時間は、午前８時から９時までの１時間と午後３時から６時までの３時間です。（午前９時から

午後３時までは通常の幼稚園教育の時間です）。

③夏季休業日、冬季休業日および春季休業日は、午前８時から午後６時まで実施します。

④対象となるのは、駒ヶ谷幼稚園の在園児のみです。

⑤利用料金は有料です。

⑥給食はありません。

平成22年度から駒ヶ谷幼稚園で『預かり保育事業』を始めます

なお、詳細につきましては、決定ししだいあらためてお知らせいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育総務課　（内）4110
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校教育課　（内）4250
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市　長　表　彰 教育委員会表彰・教育長特別表彰

市政の発展や文化の向上に尽くされた方々をたたえる

市民表彰式典市民表彰式典
☆有功者表彰
＜消防団副団長＞

塚 本 　 彰 宜

☆自治功労者表彰
<農業委員>

枩 倉 　 　 勝

<区長>

石 井 　 庄 藏

上 野 　 十 一

大 木 　 幸 雄

北 田 　 　 實

熊 野 　 　 實

小 松 　 富 子

塩 谷 　 友 輔

廣 田 　 　 周

外 薗 　 　 勲

前 田 　 　 勝

松 井 　 永 德

大和屋　幸隆

<消防団員>

塚 本 　 則 幸

仲 村 　 裕 三

<人権擁護委員>

杉 谷 　 義 文

<保護司>

池 田 　 　 明

上 田 　 　 茂

山 上 　 　 烈

<更生保護女性会役員>

塚本　喜代美

<学校医>

井 上 　 康 子

<スポーツ少年団軟式野球連盟指導者>

上林　留志次

鈴 木 　 生 実

〈ゲートボール協会会長〉

村 上 　 嘉 彦

<青少年指導員>

荒木　實千代

石 川 　 　 緑

内 田 　 喜 三

柏 樹 　 　 卓

桑 鶴 　 文 夫

杉 本 　 茂 樹

髙 崎 　 　 博

田 中 　 啓 造

筒 井 　 健 二

二 宮 　 博 直

松 浦 　 喜 一

☆善行者表彰
〈篤行・信望・模範〉

門 馬 　 悦 子

島津　スエ子

関 田 　 定 雄

横 山 　 新 平

<寄付>

貴 志 　 敏 夫

故 塩野　貞一

田 川 　 悦 子

ﾀﾞﾙﾋﾞｯｼｭ ｾﾌｧｯﾄ有

<地域奉仕>

尼 丁 　 末 可

尼丁　眞壽美

上野　カヤ子

<地域役員>

小谷川　淑子

田野邉たつ子

藤 原 　 一 子

☆都市緑化功労者表彰
田 中 　 　 榮

☆公園美化功労者表彰
井 口 　 平 治

坂 元 　 義 晴

羽曳山子ども会

☆学校教育活動功労者表彰
佐 々 木 　 繁
芝 池 　 　 隆
髙 橋 　 與 治
☆社会教育活動功労者表彰
<青少年指導員>
芋 縄 　 秀 央
内 本 　 令 子
大 石 　 孝 司
梶 　 　 正 人
木 本 　 義 之
田 中 　 秀 往
寺 本 　 和 人
松 島 　 信 行
宮 守 　 秀 人
<婦人団体協議会役員>
塚 本 　 美 幸
松尾　マサ子
<こども会育成連絡協議会役員>
間 部 　 則 子
<市民自主運営教室講師>
岩田　あや子
内田　八千代
貴田　八エコ
西 堂 　 貞 子
佐 藤 　 知 子
白 木 　 町 子
髙 橋 　 光 雄
田中　千恵子
多村　美代子
辻 内 　 鈴 江
中 野 　 真 弓
並 河 　 愛 子
増 田 　 愛 子
吉 松 　 由 美

☆社会体育活動功労者表彰
<ゲートボール協会役員>
小野　かほる
白 石 　 錦 治
宮 本 　 泰 子
<スポーツ少年団指導者>
堀 　 誠

第49回全国中学校水泳競技大会（女子４００ｍメドレーリレー）出場

☆クラブ活動優良者表彰

第23回全国男子中学生ウェイトリフティング競技選手権大会（62kｇ級）優勝

第21回全国男子中学生ウエイトリフティング競技選手権大会（48㎏級）優勝

第58回近畿中学校総合体育大会（陸上男子１００ｍ）出場

第23回全国男子中学生ウェイトリフティング競技選手権大会（56kｇ級）第３位

第49回全国中学校水泳競技大会（男子背泳１００ｍ・２００ｍ）出場

第49回全国中学校水泳競技大会（男子１００ｍ自由形）出場

第49回全国中学校水泳競技大会（女子４００ｍメドレーリレー）出場
第58回近畿中学校総合体育大会（女子背泳１００ｍ・２００ｍ）出場

教育長特別表彰

教育委員会表彰

　このたび、本市の政治、経済、教育 、文
化並びに社会の進展に貢献された方々、
また市民憲章を実践し、市民の模範とな
られた皆様、ご受章誠におめでとうござい
ます。今後も、益々のご活躍をお祈り申し上
げますとともに、希望に満ちた市政の推進
に、なお一層のご指導とご協力を賜わりま
すようお願い申し上げます。
　　　　　　羽曳野市長　北川嗣雄

　馥郁と菊薫る文化の日、LICはびきのホールMにおいて、平成21年度市民表彰式典が挙行されました。市政の発展や福祉の増進、
文化の向上、地域奉仕、緑化推進・公園美化活動に尽力された56人と1団体が市長表彰を、教育や文化・スポーツ活動に尽力され
た45人と3団体が教育委員会表彰、教育長特別表彰を受けられました。（敬称略・順不同・匿名の方を除く）

奏楽部

木 野 　 和 樹

橋 本 　 颯 斗

岡田　菜実穂

舟 橋 　 　 茜
後 田 　 京 香
呉 本 　 璃 紗
助島　穂乃佳

江 口 晋 史

白 草 　 翔 太

蕨 野 　 佳 大

羽曳野市子ども文庫連絡会
羽 曳 野 市 読 書 友 の 会
朗読ボランティアグループはびきの

市長表彰
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羽曳野市成人式
第52回羽曳野市成人式は平成22年1月11日（祝）に開催します。
　式典や第 2 部の「はたちのつどい」（立食パーティー）に出席して、懐かしい仲間とともに、成人した喜びを分か
ち合いましょう。さまざまな企画を用意しておりますので、ぜひご出席ください。

対象者　　平成元年 4 月 2 日から平成 2 年４月１日までに生まれ、
　　　　　羽曳野市に居住、住民登録されている方
場　所　　羽曳野市立総合スポーツセンター（はびきのコロセアム）
 　　　　　　（羽曳野市南恵我之荘４丁目 237 番地の４）
　　　　　◎近鉄・南大阪線「恵我ノ荘駅」南へ１キロ
時　間　　午前 11 時 00 分から（受付は 10 時 00 分から）

※ 当日、第 2 部の会場となるメインアリーナに着付け直しコーナーを
設置してます。

案内状：対象の方には、案内状を 12 月 10 日頃発送します。
　　　　案内状が届かない方は、社会教育課までご連絡ください。

成人式実行委員会では、当日のボランティアスタッフを募集しており
ます。
18歳～25歳の方で、成人式のお手伝いをしていただける方は社会教
育課までご連絡ください。

〔問い合わせ〕　社会教育課　
　　　　　　　☎958-1111内4451

近鉄南大阪線上ノ太子駅周辺を
　　　自転車等放置自転車禁止区域に指定します
近鉄南大阪線上ノ太子駅周辺を
　　　自転車等放置自転車禁止区域に指定します

お問い合わせ
土木部道路課　

（内）2241

12 月 1 日（火）より、近鉄南大阪線上ノ太子駅周辺を羽曳野市自転車等の
放置防止に関する条例第 7 条に基づき、自転車等放置自転車禁止区域を左記
の図のように指定しました。（緑地・河川管理通路も含みます。）

　また、この指定された区域内に放置されている自転車等は撤去・移動しますので、駐輪場をご利用ください。
　なお、保管場所につきましては、下記の図をご参照ください。（自転車等とは、自転車・原動機付自転車・自動二輪
車・小児用の車を指します。）

埴生撤去自転車置場

埴生撤去置場

起終点 起終点
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（４０歳以上の国民健康保険の加入者の方にお知らせします。）
特 定 健 診特 定 健 診

（協会けんぽの加入者の方にお知らせします。）
全国健康保険協会大阪支部より、生活習慣病予防健診および特定健康診査にかかる受診案内です。

�（保険年金課）

　寒くなってきましたが、皆様はいかがお過ごしでしょう
か、健康な身体で生活していますか？健康だと思っている方
も「あなたは今本当に健康ですか？」と聞かれてどれくらい
自信がありますか？。少し不安になった方は、10月広報と
一緒にお配りした健康まつりのチラシの裏面の「健診結果か
ら今後10年間のあなたの危険度を判定してみましょう」で
危険度の判定を行ってみませんか？チラシが手もとに無い方
は羽曳野市のホームページの「がんばれメタケルくん」の「健
診結果からあなたの未来を予想してみましょう！」からも判
定できますのでぜひ利用してください。
　判定するためには血糖値やLDLコレステロールや血圧の
値が必要ですので、まず特定健診（メタボ健診）を受けまし
ょう。「健診」は「検診」とは違い、何か一つの病気を見つ
けるためのものではありません。健診で高血圧や糖尿病など
が見つかりますが、これらは、通常、無症状で、すぐに命に
別状があるわけではありません。しかし高血圧や糖尿病をそ

のまま放置しておくと、その後10～ 20年にわたって、
異常がない人に比べて３～４倍も脳卒中や心筋梗塞にな
りやすくなります。脳卒中や心筋梗塞は、もし発症すれ
ば命の危険があり、入院で高額の医療費もかかります。
また後遺症が残ると外出などができなくなって生活も不
自由になります。したがって今、健康な人、何も症状が
ない人こそ、健診を受けるべきなのです。
　年に１度は特定健診を受けて自分の身体の状態を把握
しておきましょう。そして、健診結果でメタボリックシ
ンドロームが見つかれば特定保健指導を受けて生活習慣
を改善しましょう。
　特定健診を受けるためには特定健診受診券・保険証・
自己負担金（1000円）が必要です。
　特定健診受診券が手もとに無い方は再発行しますので
保険年金課で申請してください。

特定健診（メタボ健診）もう受診しましたか？

メタケル 検索

ホームページも展開しています。
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（協会けんぽの加入者の方にお知らせします。）
全国健康保険協会大阪支部より、生活習慣病予防健診および特定健康診査にかかる受診案内です。

　「人権」とは、誰もが生まれながらにして持っている“幸
せに生きるための権利”であり、なくてはならないもの
です。
　「人権」というと何か難しいものと考えてしまいがちで
すが、本当は誰にとっても大切なもので、相手の立場や
気持ちを思いやることで守られるものなのです。
　私たちは、誰もが幸せに暮らしたい、人間らしく生き
たいと願っています。
　人権週間をきっかけに、人を思いやる心について考え
てみたいものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　昭和 23（1948）年 12 月 10 日、国際連合の第３回総会
で ｢ 世界人権宣言 ｣ が採択されました。　　　　　　　　　
国際連合はその日を記念し、毎年 12 月 10 日を「人権デー」
と定めました。
　日本では、毎年12月4日～10日までを「人権週間」として、
さまざまな啓発活動を展開しています。
　本市も関係機関との連携・協力により、積極的な啓発活動
に取り組んでいます。

人権週間 12 月 4 日～ 10 日人権週間特集
『みんなで築こう 人権の世紀』

～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～
人権週間とは？

人権週間ニュース 〇特設人権相談を開設します
　１人で悩まないで。あなたの心に近づいて相
談に応じます。
日　時：12月18日㈮14：00～ 16：00
場　所：市役所別館３階�第３会議室
相談員：羽曳野市人権擁護委員　　　　　　　
問合せ：人権推進課（内線1053･1054）

〇市役所コミュニティスクエアにて人権展を開
催します
　人権週間�(12月 4日～ 10日 )に、人権に関
する展示を行います。
（土・日をのぞく9：00～ 17：30）
問合せ：人権推進課（内線1053･1054）

〇「とんぼりリバーウォーク」で啓発
　1日人権擁護委員 (オリックス�バッファロー
ズ選手 )や人権擁護委員などが「人権週間」を
呼びかけながら、啓発物品を配布します。
日　時：12月4日㈮　13：00～ 14：30
場　所：とんぼりリバーウォーク
　　　　(道頓堀川遊歩道 )　　
問合せ：大阪法務局人権擁護部
　　　　（℡06-6942-9492）

〇「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」
　　12月10日～16日
　12月 10日㈭～16日㈬は「北朝鮮人権侵害
問題啓発週間」です。人権侵害問題に対する関
心と認識を深めましょう。

　ハンセン病はらい菌の感染によっておこる感染症です。感染・
発病力は非常に弱く、早期発見と適切な治療で完治できる病気
です。
　しかし、平成8年に「らい予防法」が廃止されるまで、国に
よる隔離政策によって、ハンセン病の患者や家族は地域社会で
平穏に生活することを妨げられ、ハンセン病に対する周囲の偏
見や誤解から、人権上の制限や差別などの大きな被害を受けて
きました。
　平成21年4月、国の誤った隔離政策によるハンセン病回復者

−今年4月、『ハンセン病問題の解決の促進に関する法律』が施行されました−

※今月の「サラダボール」はお休みします。

の被害回復を目的として、「ハンセン病問題の解決の促進に
関する法律」が施行されました。ハンセン病患者であった人
たちに対する差別と偏見のない社会を実現するための大切
な法律です。
　ハンセン病について正しい知識と理解を持つことは、一人
ひとりが人権について考えていく上で、とても大切なことで
す。偏見や差別をなくす第一歩として、正しく理解しましょ
う。

「ハンセン病」のこと正しく理解しましょう！

〇きらりはびきの～男女共同参画フォーラム＆人権を考える市民の集い～
　今年は「出逢い」をテーマに、人とのつながりや人を思う気持ちが、
人権を大切にする心につながっていくことを、みなさんと一緒に考え
たいと思います。

【第１部】　羽曳野市立 高鷲北小学校 児童からの音楽の贈り物
【第２部】　 基調講演　「取材現場から～私の出逢った人たち～」
　  　　　  講　   師　 家田　荘子 ( いえだ　しょうこ ) さん

日本大学芸術学部放送学科卒業。現在、高野山大学大学院・文
学研究科密教学専攻生。
これまで光の当たっていなかった世界や人々にスポットを当て、
取材することによって社会問題を提起し続けている。女優業か
ら作家に転職するまでOLの他、10以上の職業を経験する。作
家になった頃から1日一人以上の取材をノルマにし、実行して
きたため、女性の生き方、恋愛、事件、結婚、裏世界などの「現
場の生の声」を膨大に蓄積している。常に弱者の立場にたって
描き続けたノンフィクション作品の他にコミックの原作や恋愛
エッセイ、小説にも定評があり、著作は123作品に及ぶ。

◆申し込み方法◆　しめきり 12 月 10 日 ( 木 ) 必着
電話・ファクス・ハガキ ( または封書 )・Ｅメールにて随時申込受付
します。
( 電話以外の場合は、①氏名②住所③連絡先④年齢⑤参加希望人数を
記載の上、　お申し込みください。後日参加券を郵送します。)　定員
400 人（先着順）
◆申し込み・問い合わせ先◆
　〒 583-8585　羽曳野市誉田 4-1-1　羽曳野市役所人権推進課
　☎ 072-958-1111【内線 1057】　FAX 072-958-8061
　E-mail　jinkensuishin@city.habikino.osaka.jp

平成 21 年 12 月 12 日㈯　午後 2 時 30 分～午後 5 時と　き

ところ ＬＩＣはびきの　ホールＭ

家田　荘子
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平成22年度　保育園入園申し込みの案内

受付日 受付場所 住　　　　　所 電話番号 受付時間

12 月 1 日㈫
四天王寺悲田院
保育園 学園前 6-1-1 956-2985

15：00 ～
　　　17：00

（この期間は、市
役所子育て支援
課では受付でき
ません）

郡戸保育園 郡戸 394-2 938-5280

12 月 2 日㈬
誉田保育園 誉田 3-2-30 958-2525
あおぞら保育園 古市 2-2-27 950-1105

12 月 3 日㈭
高鷲保育園 南恵我之荘 2-6-22 953-3883
陽気保育園 恵我之荘 2-9-4 954-9630

12 月 4 日㈮
坂門ヶ原保育園 東阪田 264 956-6246
高屋保育園 古市 7-4-1 957-1234

12 月 7 日㈪ ベビーハウス社協 高鷲 9-2-17 930-0240
12 月 8 日㈫

～
12 月 11 日㈮

市役所　
子育て支援課

誉田 4-1-1
（別館 1 階 5 番窓口）

958-1111
（内 1230 ～ 1233）

  9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 19：00

12 月 12 日㈯ 10：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

○申込の受付日および場所

※�受付時間について昨年までと時間帯が変わっていますので、
ご注意ください
※ご希望以外の保育園でも受付できます。� �
※�平成 21年 12月 14日㈪以降の申込者（平成21年 12月以
降の出産児は除く）は、原則的に「空き待ち申込」として取
り扱いさせていただきますのでご注意ください。� �
　�なお、受付にお越しの前に入園案内書をよくお読みいただき、�����
記入漏れ等がないようにお願いいたします。

【子育て支援課　保育担当】
☎ 958-1111　内線：1230 ～ 1233

１２月1日は世界エイズデー

教えて！消費生活教えて！消費生活

Q：突然、カナダから航空便が届き、１億４千万円の宝く
じに当選したという正式登録確認書が入っていました。受
け取るには、報告書作成料５千円を２週間以内に入金して
ほしいと書かれていますが、信用できますか？

Ａ：最近、事例のように高額賞金の当選もしくは、当選確
実をうたった海外宝くじの相談が増えています。
　日本では、宝くじは、許可を受けた特定の地方自治体だ
けが発売でき、それ以外は「富くじ」として、発売や取次
ぎや授受も刑法１８７条（富くじに関する罪）で禁止され
ています。海外宝くじを国内で購入することは、法律違反
とみなされます。
　元々、申し込んでもいないのに、海外宝くじが当たるわ
けはありません。業者のねらいは、手数料やクレジットカ
ード番号などの情報を入手することが目的のように思われ
ます。電話番号やクレジットカード
番号など、個人情報を知らせないよ
うに、うまい話には注意しましょう！

消費生活相談
毎週月・金曜日
午前 10 時～午後 3 時

（要電話予約　産業振興課　内線 2780）

保�育園とは　保護者や同居の親族が、共働きや病気などのために
昼間家庭で保育できない児童を、保護者に代わって保育する施
設です。
保�育園に入園できる子ども　生後２カ月以上の就学前児童で、家
庭内の保護者（父母および65歳未満の祖父母）が次のいずれ
かに該当する場合です。ただし、家庭で同居の親族やその他の
人が子どもの保育ができる場合は入園できません。
　�①家庭外労働②家庭内労働③病気や障害等④病人の介護⑤家庭
の災害
　�　上記の要件を満たし、平成22年 4月から入園を希望する人
（現在空き待ち申込中の人・育児休業中等で平成22年度中に入
園を希望する人を含む）は、申し込んでください。
申�込受付日程　12月 1日㈫～4日㈮と7日㈪～12日㈯に表の
日程で受け付けます。12月 14日㈪以降のお申し込み（平成
21年 12月以降に産まれた児童を除く）は、原則的に「空き待
�ち申込」となりますのでご注意ください。
　�※入園受付時に児童の面接を行いますので、お子さん同伴でお
越しください。（母子手帳もご持参ください）
申�込用紙の配布　各保育園・支所・子育て支援センターふるいち・
MOMOプラザ・丹治はやプラザ・石川プラザ・陵南の森総合セ
ンター・子育て支援課で配布（各施設の業務時間内）しています。
申�し込みに必要な書類　①入園申込書②保育に欠ける（就労等）
証明書③家庭状況確認票④児童健康問診票⑤源泉徴収票等の所
得税等証明書（申込時は必要ありませんが、平成22年 1～ 2
月に提出してください）⑥母親が加入している場合は社会保険
証・雇用保険証の写し（母親が不在の世帯の場合は主たる保育
者のもの）
入�園の決定　保育ができない程度が高いと判断される家庭から順

次決定します。ただし、定員に余裕がない場合は、待機となり
ます。結果については平成22年2月下旬に文書で通知します。
毎�月の費用　保育料・給食費・教材費・諸経費など。保育料は、
申し込む児童が属する世帯の所得税額・市民税額に基づき、市
保育料徴収基準額表により決定します。

◆ＨＩＶ抗原・抗体検査◆
受付時間：毎週水曜日（祝祭日除く）　
　　　　　13 時 30 分～ 15 時
費　　用：無料　　　
予　　約：不要　　匿名で受けられます。

（エイズ検査をされる方は希望により梅毒・クラ
ミジア抗体検査も併せて受検できます。）　　

レッドリボンは、エイズに対する理解
と支援の象徴です。

気になったらまず相談・検査を受けましょう。

◆お問い合わせ先◆
　　　　 大阪府藤井寺保健所地域保健課
　　　　 住所：藤井寺市藤井寺１－８－３６　
　　電話：０７２－９５５－４１８１

～いま、何をすれば良いのか聴かせて？～
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第15回大阪菊花会

花
大
会

受賞者の皆さん　　（敬称略）

総合優勝　上田　　力
　　(大菊 )【上】

総務大臣賞
増田　ひとみ

（福助）【上】

厚生労働大臣賞
　弓場　好子

（だるま）【上】財務大臣賞　林　保行
（特作花壇）【上】

農林水産大臣賞　　田中　茂
（盆栽）【上】

－深めませんか・・・介護の絆－　羽曳野市家族介護者教室　参加者募集
　あたたかい心が通う介護のために、介護を必要とする方、
介護をする方、それを見守る地域の方などが、それぞれ「介
護」について理解を深め、つながりあい、絆を深めていた
だく講座です。
　本講座は、市内の在宅介護支援センター・グループホー

ム事業者の企画提案に基づき、市と事業者が協働で開催
します。（今年度は約40回行う予定。順次お知らせし
ます。）お住まいの身近な地域での介護講座にふるって
ご参加ください。

【費　用】無料
【申込み】企画・申込先まで電話でお申し込みください。定員になりしだい締め切ります。
　　　　四天王寺悲田院在宅介護支援センター：TEL　957-3731（※ 問合せのみ）
　　　　グループホームみやび　　　　　　　：TEL　950-0382　　　　　　　　　　　　　　　【担当：高年介護課】

総合優勝
大会会長羽曳野市長賞
大阪菊花会会長賞

上田　　力 大 菊

財 務 大 臣 賞 林　　保行 特作花壇
農 林 水 産 大 臣 賞 田中　　茂 盆 栽
外 務 大 臣 賞 石橋　　豊 大 菊
文 部 科 学 大 臣 賞 平松　義治 大 菊
厚 生 労 働 大 臣 賞 弓場　好子 だ る ま
総 務 大 臣 賞 増田　ひとみ 福 助
国 土 交 通 大 臣 賞 弓場　好子 大 菊
環 境 大 臣 賞 尼丁　清行 特作花壇
民 主 党 代 表 賞 岡本　文子 盆 栽
民 主 党 幹 事 長 賞 花川　豊吉 だ る ま
大 阪 府 知 事 賞 花川　豊吉 福 助
国会議員賞　　（長尾）久門　末男 特作花壇
国会議員賞　　（長尾）芝田　博美 大 菊
国会議員賞　　（長尾）花川　美津江 福 助
国会議員賞　　（大谷）加川　靖紘 大 菊
国会議員賞　　（谷畑）西尾　　武 大 菊
国会議員賞　　（竹本）芝田　福恵 だ る ま
国会議員賞　　（谷川）西尾　光子 大菊 4 鉢
国会議員賞　　（北川）増田　勝也 福 助
藤 井 寺 市 長 賞 平井　勝馬 盆 栽
松 原 市 長 賞 山本　　貞 大 菊
大 阪 府 議 会 議 長 賞 林　　保行 大 菊
阪倉久晴大阪府議会議員賞 宮井　繁一 大 菊
阪倉久晴大阪府議会議員賞 田中　みよ子 盆 栽
阪倉久晴大阪府議会議員賞 上田　　力 だ る ま
阪倉久晴大阪府議会議員賞 上田　　力 福 助
阪倉久晴大阪府議会議員賞 西野　　晴 大 菊

狭霧勁大阪府議会議員賞 久門　末男 大 菊
狭霧勁大阪府議会議員賞 花川　豊吉 競 技 花
狭霧勁大阪府議会議員賞 田伏　三千代 大 菊
鈴木憲大阪府議会議員賞 加川　靖紘 だ る ま
鈴木憲大阪府議会議員賞 桝本　良平 大菊 4 鉢
鈴木憲大阪府議会議員賞 中村　喜代治 福 助
岩下学大阪府議会議員賞 髙橋　　明 大 菊
浦野靖人大阪府議会議員賞 宮井　八重子 大 菊
大 阪 府 教 育 委 員 会 賞 平井　勝馬 大 菊
羽 曳 野 市 議 会 議 長 賞 三谷　　清 盆 栽
羽 曳 野 市 議 会 議 長 賞 芝池　廣和 だ る ま
羽 曳 野 市 議 会 議 長 賞 上田　シゲ子 福 助
羽 曳 野 市 議 会 議 長 賞 髙橋　輝向 大菊 4 鉢
羽 曳 野 市 議 会 議 長 賞 芝田　福恵 大 菊
羽曳野市教育委員長賞 西村　幸雄 大 菊
羽曳野市教育委員長賞 西村　榮子 大 菊
羽曳野市教育委員長賞 上田　　力 競 技 花
羽 曳 野 市 教 育 長 賞 松本　正人 大菊 4 鉢
羽 曳 野 市 教 育 長 賞 平松　義治　 だ る ま
羽 曳 野 市 教 育 長 賞 芝田　福恵 福 助
松 原 市 議 会 議 長 賞 芝田　博美 だ る ま
松 原 市 教 育 長 賞 石井　利和 大菊 4 鉢
国 華 園 賞 上田　　力 大 菊
国 華 園 賞 弓場　好子 だ る ま
国 華 園 賞 増田　ひとみ 福 助
羽曳野ロータリークラブ会長賞 石井　利和 福 助
羽曳野ロータリークラブ会長賞 平松　悠紀子 だ る ま
羽曳野ロータリークラブ会長賞 芝池　廣和 大菊 4 鉢
羽曳野ライオンズクラブ会長賞 山本　輝子 だ る ま
羽曳野ライオンズクラブ会長賞 上田　　力 競 技 花

羽曳野ライオンズクラブ会長賞 山本　　貞 競 技 花
優 秀 賞 松本　正人 だ る ま
優 秀 賞 上田　シゲ子 だ る ま
優 秀 賞 西野　　晴 だ る ま
優 秀 賞 加川　桂子 だ る ま
優 秀 賞 西野　　晴 福 助
優 秀 賞 平井　勝馬 福 助
優 秀 賞 髙橋　　明 福 助
優 秀 賞 滝本　浩市 福 助
優 秀 賞 松本　正人 福 助
優 秀 賞 尾崎　光夫 福 助
優 秀 賞 尾崎　光夫 大 菊 4 鉢
優 秀 賞 西尾　　武 だ る ま
入 選 田中　利信 大 菊
入 選 尾崎　光夫 だ る ま
入 選 林　　保行 福 助
入 選 加川　靖紘 福 助
入 選 山本　　貞 福 助
入 選 今西　芳彦 福 助
入 選 芝池　廣和 福 助
入 選 宮井　八重子 福 助
入 選 山本　輝子 福 助
入 選 西尾　　武 福 助
入 選 中山　義雄 福 助
入 選 西内　伸和 大 菊 4 鉢
入 選 筒井　祥夫 大 菊 4 鉢
入 選 中山　義雄 大 菊 4 鉢
入 選 芝田　博美 競 技 花
入 選 松本　正人 競 技 花

日　時 テーマ 内　　　　容 場　　所 講　　師 企画・申込先
12 ／ 12（土）
14:00
　　～ 15:30

支え合う認知
症ケア

認知症ケア実践例の紹介や、ゲーム・トレーニング
の体験コーナーを設けています。
講義と体験を通して認知症への理解を深めましょう。

高年生きがいサ
ロン６号館

四天王寺悲田院
作業療法士
塩野美穂氏

四天王寺悲田院在宅
介護支援センター

（※申込不要）

12 ／ 15（火）
13:30
　　～ 16:30

認知症高齢者
に関する介護
相談会

認知症高齢者の介護にあたっての悩みや相談に応じ
ます。認知症の理解・適切な対応・介護保険やその
他の社会的資源の利用方法等について、専門的な立
場からご相談いたします。

市役所別館２階
　研修室３

グループホーム
みやび職員

グループホーム
みやび
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施設名 休館日
野外活動広場�☎957-6900

12/30～ 1/4
休憩情報案内施設
トイレ棟 無休

タ
ケ
ル
館

特産品売場�☎957-8180
12/31～ 1/4

軽食・喫茶�☎957-8800
はびきのうどん�☎ 958-2233 1/1～ 1/7

「あすかてくるで」☎957-8318 12/31～ 1/7

ごみ収集日程
〔一般家庭ごみ〕

○燃えるごみ（生ごみ）
　年末は12月 31日㈭まで、年始は1
　月4日㈪から平常どおり収集します。
○��燃える大きなごみ・資源ごみ
　年始は1月4日㈪から平常どおり収
　集します。なお、1月１日㈮、2日
　㈯が収集日にあたっている地域は、　
　下記の表のとおり第2週に変更とな
　ります。

〔犬・猫等の死獣の取扱い〕
　年末 12月 30日から年始 1月 4日ま
では、市役所または支所で預かります。

〔持ち込みごみ（有料）〕
　年末は 12 月 29 日㈫まで、年始は
1月 5日㈫から市役所２階環境衛生課
で午前 9時から午後 4時まで受付を
します。必ず処分されるものを車に積
み2人乗車の上来てください。ただし、
クリーンセンターで処理ができない物
もありますので不明な場合はお問い合
わせください。

〔臨時収集ごみ（有料）〕
　引越・大掃除・片付け等で出た臨時
ごみの収集業務は、年末が 12 月 29
日㈫まで、年始が 1月５日㈫から収集
します。
　受付は、羽曳野市環境衛生事業協同
組合（☎ 0120-01-9953）まで電話
で申し込んでください。

ごみの分別収集にご協力を
　羽曳野市では、ごみを４分別（もえ
るごみ・もえる大きなごみ・もえない
ごみ・資源ごみ）で収集していますが、
分別をしないで出されたごみが原因で
ごみ収集車輌や柏羽藤クリーンセンタ
で火災および爆発事故が発生していま
す。特にスプレー缶については、必ず
穴をあけて資源ごみの日に出してくだ
さい。
　また、もえるゴミにガラスやワレモ
ノが混入していたためで負傷事故が発
生しています。ごみは分別して出して
頂きますようご協力をお願いします。

○平常の汲み取り
年末は 12 月 30 日㈬まで、年始は�1
月 5日㈫から平常どおり収集します。
なお、年末年始は収集日・収集時間　
が前後する場合があります。

収　集　地　域 収集日
河原城（東除川から西側）、郡戸、
誉田 5丁目、誉田 6 丁目（旧 170
号線沿いを除く）

1 月 8 日㈮

碓井１～３丁目、誉田１丁目、島泉
１・２丁目、島泉９丁目、古市４丁
目１～５番、古市５丁目

1 月 9 日㈯

収　集　地　域 収集日
碓井１～３丁目、誉田１丁目、高鷲
４～６丁目、高鷲３丁目の春日丘公
団、古市４丁目１～５番

1 月 8 日㈮

野々上１・２・５丁目、白鳥２・３
丁目

1 月 9 日㈯

燃える大きなごみ（別表1）

資源ごみ（別表2）

し尿の汲み取り

道の駅しらとりの郷・羽曳野
年末年始の休館日のお知らせ

クリーンピア21年末年始の利用案内
休館日　
※ �12 月 28 日㈪までは平常どおり、
29日㈫は、最終入館時間が 16時、
閉館時間が 17時になります。

　�１月 5日㈫から平常どおり営業い
たします。
※ �12 月 29 日㈫は、2階フロア（大
広間、和室、多目的室等、風呂）
の利用はできません。

�����柏羽藤環境事業組合
�����余熱利用施設　クリーンピア 21
��������☎ 072-975-2580
��������http://www.kashihafuji.jp

※証明書自動交付機は、平日は9時から19時、土・日曜日は9時から17時、ただしLICはびきのは、12月 30日のみ9時から
　17時30分、古市郵便局は、平日は9時から17時30分、土曜日は9時から12時30分となっています。
※生活文化情報センター（LICはびきの）：12月30日、1月2日・3日の開館時間は、8時45分から17時30分となっています。
※休日急病診療所（保健センター内　℡ 956-1000）：10時～ 12時、13時～ 16時。内科・小児科・歯科〈健康保険証を持参してください。〉
　小児科夜間診療　受付：17時30分～21時 30分　診療：18時～22時
※閉庁期間中でも、婚姻届・出生届・離婚届・死亡届などは、宿直員が受付します。（本庁・支所のみ）
※青少年センターは12月28日㈪も休館です。

年 末 年 始 の 業 務

施　　設　　名
　　　休館する日・運行を停止する日、○印は開館する日・運行する日

12 月 1 月
29 日㈫ 30 日㈬ 31 日㈭ 1 日㈮ 2 日㈯ 3 日㈰ 4 日㈪ 5 日㈫

市役所（本庁）・支所 ○ ○
※
証
明
書
自
動
交
付
機

本庁・支所・生活文化情報センター（LIC はびきの） ○ ○ ○ ○
陵南の森総合センター・MOMO プラザ・丹治はやプ
ラザ・石川プラザ・古市郵便局・高鷲駅前サービス
ステーション

○ ○

公的個人認証サービス（12/25 ㈮ 17 時～ 1/4 ㈪まで手続きできません） ○
※生活文化情報センター（LIC はびきの） ○ ○ ○ ○ ○ ○
※休日急病診療所（保健センター内） ○ ○ ○ ○ ○
水道局 ○ ○
福
祉
・
保
健
・
文
化
施
設

陵南の森総合センター（公民館・老人福祉センター）・
市民会館・MOMO プラザ・丹治はやプラザ・石川プ
ラザ・市民大学

○ ○

子育て支援センター（ふるいち・むかいの）・保健セ
ンター ○ ○

人権文化センター・向野老人いこいの家・高年生き
がいサロン（１号館～６号館） ○ ○

社
会
教
育
施
設

青少年センター
青少年児童センター ○ ○
白鳥児童館 ○ ○
図書館 ○ ○

ス
ポ
ー
ツ
施
設

総合スポーツセンター（はびきのコロセアム）・市民
体育館・グレープヒルスポーツ公園・石川スポーツ
公園・陵南の森運動公園・テニスコート

○ ○

健康ふれあいの郷スポーツ公園 ○ ○
公共施設循環バス ○ ○

この間の水道の修理は、水道局へ連絡ください。（℡ 958-1111）
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10：00～11：30

10：00～12：00

28日㈯

12日㈯

9日㈬13：00～15：30

7日㈪

6日㈮

10：30～11：30

7月1日㈬

絵本のへや＜絵本・紙芝居＞

10：00～16：00

25日㈬

16日㈬

10：00～11：00

15：30～16：30

「第12回 クリスマスお楽しみ会」 
・こどもたちによる楽器演奏やペープサート
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　
などお楽しみいっぱい！みんな遊びにきてね！

*お知らせ*　12月30日～1月4日まで休館日です。

６月
14日㈪

毎週土曜日
10：30～11：30

9：30～11：30

31日㈯

14：00～15：00

＜トライルーム＞
めいろを作ってみよう (2回目)

9：30～11：30

10：00～16：00

10：30～12：00

「第10回児童館まつり」　6月7日（土）　13時～15時30分  
場所・・・児童館ひろば(雨天決行)　みんなあそびに来てね！

＜トライルーム＞
お正月飾り作り
1～3年生対象 定員先着15人
申込み受付 12/19～12/25 （電話のみ）

14：30～16：00

＜チャレンジルーム＞
お正月飾り作り
4～6年生対象 定員先着15人
申込み受付 12/19～12/25 （電話のみ）

『絵本のへやフェスティバル』
保護者による手作りの大型ペープサート、パ
ネルシアター、スポンジシアターなどができ
ました。楽しいお話しや手遊びがいっぱい！
みんな来てね！

9：30～11：30

14日㈪ 10：30～11：30

お茶の練習(1回目)

お茶の練習(3回目)

お茶の練習(4回目)

＜自由教室＞おもしろ年賀状
みんな作りに来てね！

10：00～16：00

14：00～16：00

＜健康スポーツ＞卓球であそぼう　
誰でも自由にあそべるよ～！

21日㈪

＜体験教室＞トールペイント
ゆきだるまのオーナメント作り
材料費：200円 (当日持参)
4～6年生対象　定員先着10人
申込み受付 11/21～11/27 （電話のみ）

＜健康スポーツ＞
卓球であそぼう
誰でも自由にあそべるよ～！

★12月の主な行事予定

「新春こま回し大会」
みんなでこまを回して遊ぼう！手のせ、つな
わたりなどできる方も大歓迎！

絵本のへや　
ふく話じゅつ師さんがやって来るよ！
みんな来てね！

絵本のへや　＜おはなし1.2.3＞

26日㈯

9：30～12：00

＜伝承あそび＞
将棋であそぼう  はじめての人もおいで～！

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

＜わくわく子育てひろば＞ 
みんなであそぼう
クリスマス飾りを作ります。みんな来てね！

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

第3回　春休みお楽しみ会
マリオネット鑑賞とビンゴゲームをします。
あそびに来てね！

●所 在 地
●開館時間
●休 館 日
●利用対象
●月～土曜

●申込受付

翠鳥園2-9-101　ＴＥＬ，ＦＡＸ 957-4900
９時～１７時３０分
日曜・祝日、１２月３０日～１月４日
小学生と保護者同伴の３歳以上の幼児
健康スポーツ・レクリエーション（室内・外）
を行っています。
電話での受付は、申込み日の朝９時からです。 第 11 回児童館まつり

読んでみませんか？読んでみませんか？ ～新刊案内～～新刊案内～

12月  6日㈰　陵南の森図書館　　　15時

12月  9日㈬　東部図書館　　　10時30分

12月13日㈰　陵南の森図書館   11時（乳幼児向き）

12月19日㈯　陵南の森図書館　　　15時

12月20日㈰　陵南の森図書館　　　

　　　11時（乳幼児向き）、11時３０分（大きい子向き）

12月26日㈯　羽曳が丘図書館　　　15時

12月27日㈰　陵南の森図書館　　　15時

12月6日、13日、20日、27日の各日曜日

　　　　　　中央図書館　　各15時

お は な し 会お は な し 会

サンダル奴隷、葬
儀の泣き女、告げ
口屋･･･古代ギリ
シア･ローマ時代
に本当にあった
150を超える「職
業」を、ユーモラ
スに紹介した本
です。

                     ヴィッキー・レオン／著　
木村　凌二／日本語版監修　原書房

                     なかがわ　ちひろ／文　
     コヨセ  ジュンジ／絵     徳間書店

夢を持ってはいけません　
 佐々木　宏／著　　国土社

おたすけこびとのクリスマス
      

古代仕事大全

11月30日㈰

※図書館は日曜・祝日も通常どおり開館しています。

夢」はそのままで
はいつまでたって
もかなわない。大
切なのは、そこに
「日付」を入れるこ
と。すると夢は「目
標」となり、実現に
向かって動き出す
のだ。

ハエトリグサやウ
ツボカヅラなどの
植物が、なぜ、どう
やって虫を捕まえ
て食べるのか知っ
ていますか？食虫
植物の不思議な
生態や、その育て
方がよくわかる一
冊です。

クリスマスの夜、
おたすけこびと
が一生懸命運ん
でいるのは、サン
タさんから預か
ったプレゼント。
クレーン車など
の働く車がたくさ
ん登場する、楽し
い絵本です。

食虫植物ふしぎ図鑑

年末年始の休館日年末年始の休館日

12月30日㈬・1月4日㈪

今月の休館日今月の休館日

※12月16日から29日までの期間中は、おひとり
10冊・３週間まで借りていただけます。（ＣＤ・ビデオ
は本とは別に１点ずつ・３週間の貸出となります）

6月30日㈪

今月の休館日今月の休館日

青少年センター図書室が６月４日オープンします
休館中の古市図書館の代替施設として、６月４日（水）より
青少年センター図書室がオープンします。
児童書約１万５千冊を所蔵しており、他の図書館資料のお取
り寄せもできますので、どうぞご利用ください。
開館時間　１０：００～１７：００
休館日　　月・火曜日　毎月末日

ブックステーション支所　☎937-7210(火・木・金曜日　13時30分～16時30分）　　ブックステーション野々上東　☎950-5501（月・水・金曜日　13時30分～16時30分）
ブックステーション青少年児童センター　☎952-0032（月～土曜日　9時～17時）　　青少年センター図書室　☎958-0050（水～日曜日　10時～17時）

秋の読書講演会
テーマ　「子どもの成長と学校図書館」
講　師　竹内悊（たけうちさとる）氏（日本図書館協会顧問）
日　時　11月14日（金）午後1時30分～3時30分
場　所　Ｌｉｃはびきの視聴覚室
定　員　70人（先着順）
　　参加される方は中央図書館までお申し込みください。
　　（電話可☎950-5501）

※12/16～29の期間中は、1人10冊・3週間の貸出
となります。
（ＣＤ・ビデオは図書とは別に1人各1点です）

クリスマス会
12/20㈯　午後２時～　丹治はやプラザ
12/21㈰　午後３時～　中央図書館
歌とおはなしがいっぱいの、図書館のクリスマ会。
サンタさんも登場予定です

11月30日㈪

ワン・ステップ／編
　　PHP研究所

ク リ ス マ ス 会ク リ ス マ ス 会
１２／１９（土）　１４時　丹比図書館

１２／２０（日）　１５時　陵南の森図書館
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市立休日急病診療所市立休日急病診療所

診療日時：日・祝日　年末年始(12月30日～１月３日）
　　　　 10時～16時（正午～13時休診）
診療科目：内科、小児科、歯科

　　      

　　　　　

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　

　　　　　　　
　　　　

藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181
大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　　　　　　☎955-4181　　　　
有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9時30分～12時
13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9時15分～12時15分
13時～16時月 水火

２ ４

水 予

有

予

6/27 13時30分～14時30分金

金

13時30分～15時HIV検査（エイズ・梅毒・クラミジア）

療育相談

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

11時～11時30分

予
医療機関に関する相談

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

肝炎ウイルス検査（無料）

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

小児科のみ上記日時に加え、土・日・祝・年末年始（12/30～1/3）の
１８時～２２時まで診察を行っております。　　　☎956-1000

■内科・小児科・歯科　
　診療日　：日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：10時～12時、午後1時～午後4時
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診療日　：土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：午後6時～午後10時（受付は午後5時30分～9時30分）

☎956-1000
（保健センター2階）（保健センター2階）

◆がん検診のお知らせ◆

日　時：12 月 17 日㈭　13：30 受付　14：00 開始　　　
講　師：羽曳野市医師会　　植田秀樹　医師　　
定　員：30 人　　会　場：保健センター 4 階
申込み：健康増進課

メタボ対策入門講座メタボ対策入門講座

●乳がん・子宮がん検診（個別）
・個別検診を希望される場合は、実施医療機関に直接お申し込み
ください。(要予約 )
※呼吸器アレルギー医療センターの乳がん検診は、年度内の予約
がいっぱいになっていますので、藤本病院、城山病院に予約をし
てください。
・受診の際は必ず受診はがきまたは無料クーポン券をご持参くだ
さい。実施期間は平成 22 年 3 月末日までです。
　もう検診はお済ですか？まだ間に合います。次は 2 年後対象
です。ぜひ、この機会に受けましょう。

※子宮がん検診の実施医療機関が増えました
期間：平成 21 年 10 月～平成 22 年 3 月
・船内クリニック（藤井寺市藤井寺 1-9-8　℡ 955-0678）
・ 平 松 産 婦 人 科 ク リ ニ ッ ク（ 藤 井 寺 市 藤 井 寺 1-6-1　 ℡

955-8881）

※すべて申し込みは、保健センターまで　電話もしくは来所にてお申し込みください。
　　　　　　　電話：９５６－１０００（FAX での申し込みはできません）

◆骨・歯セット健診のお知らせ◆

日時：12月18日㈮　10時～12時（９時30分から受付）　
場所：石川河川公園（集合場所：駒ヶ谷駅前）
対象：市民でｳｫｰｷﾝｸﾞに興味のある方。（※ただし運動制限のない方）
内容：ウォーキングの効果と歩き方・ウォーキングロードでの実技
持物：動きやすい服装・運動靴・水分
※雨の場合：雨・雪の場合および、暴風警報発令時は中止です。
申込み：健康増進課

ウォーキング講座

●胃がん・肺がん・大腸がんセット検診（集団）
●乳がん・子宮がん検診（集団）

◆定期健康相談・栄養相談のお知らせ◆ 12 月 14 日㈪午前中要予約
上記の日時以外でもご都合に合わせて随時対応します。健康増進課までご連絡ください。

骨密度測定と歯の健診が

無料で受けれます。

下記の対象の方は
ご参加ください。

骨・歯セット健診 (転倒予防コース )
対象：昭和 18 年生まれ
　　　昭和 13 年生まれ

骨・歯セット健診（成人コース）
対象：昭和 43 年生まれ
　　　昭和 38 年生まれ
　　　昭和 33 年生まれ
　　　昭和 28 年生まれ
　　　昭和 23 年生まれ

日　程 場　所
1 月 8 日（金） 保健センター
2 月 19 日（金） モモプラザ
3 月 15 日（月） 保健センター 日　程 場　所

12 月 21 日（月）
保健センター

2 月 18 日（木）
対象の方には通知をしています。
※ 5 年に 1 度のチャンスです！

◆教室のお知らせ◆

12・1 月実施分 2・3 月の実施分
11 月から受付中 1 月 14 日㈭ 9：00 から開始

※必ず事前の申し込みが必要です。

※ 2 月・3 月の日程については健康だよりをご覧ください。

～女性特有のがん検診の無料クーポン券対象の方へ～
償還払いの申請をされる方は 12月29日㈫までです。
お早めに申請をお願いします。

～楽にスタート、楽しく卒煙～
専門医への紹介、保健師・栄養士のスタッフも応援します。

みんな一緒にあかるくタバコをやめましょう！

会　場：保健センター４階大会議室
問合わせ・申込み：健康増進課へ　　　　　先着順です！！お早めにお申し込みください♪

日　　　時 テ　ー　マ 内　　　容

1 回目
平成 22 年１月 12 日（火）

13:30 ～ 15:30
「わかっちゃいるけど、やめられない」

・呼気一酸化炭素測定
・尿中ニコチン代謝物濃度測定
「健康チェックと二つの依存への対処」

2 回目
１月１９日（火）
13:30 ～ 15:30

「よくがんばったね」
・呼気一酸化炭素測定
「体調の変化と身近で深刻な喫煙の影響」

3 回目
２月９日（火）

13:30 ～ 15:30
「もう二度と自由を手放さないで」

・呼気一酸化炭素測定
・尿中ニコチン代謝物濃度測定
「再喫煙の防止と体重増加への対処」

妊婦さんへの思いやりを
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予防接種健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の2週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

保

M

陵

丹

M

　　　　　　　
　　　　

青

M

無料

青

　　　　　　☎955-4181　　　　 有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑
9時30分～12時

13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽

放流水・プール水・浴槽水検査
依頼の際は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 依頼の際は、お問い合わせください。

木
9時15分～12時15分

13時～16時
月 水火

9時45分～10時15分

２ ４

水 予

予

金

一般健康診断

循環器科検診

13時30分～15時

４

水 HIV抗原・抗体検査

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

9時30分～10時

医療機関に関する相談

9時15分～9時45分

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

保
陵

保
石

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　 藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181

大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　      
      
      
      
      

  

マタニティクッキング（先着15人）
日時：11月25日㈫　13時30分から15時
対象：妊婦（初めて出産される方優先）
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

定期健康・栄養相談
日時：１1月1２日(月)・２６日（月）午前
相談費：無料
持ち物：健診の結果表　など
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

種　類 日　程 対　象　児

平成21年8月1日～15日生まれ

平成21年8月16日～31日生まれ

平成21年  9月生まれ

平成20年  5月生まれ

平成20年  6月生まれ

平成19年  6月生まれ

平成19年  7月生まれ

平成18年  6月生まれ

平成18年  7月生まれ

12月15日、16日

1月26日、27日

12月8日、9日

1月19日、20日

12月1日、2日

1月12日、13日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

12月11日

12月25日

1月15日、29日

肝炎ウイルス検査（無料）

２ ４

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成21年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

（希望により梅毒、クラミジア検査が受けられます）

集団接種（受付時間：13 時 30 分～ 14 時 30 分）

個別接種【各医療機関に直接電話で予約】 

持ち物：母子健康手帳（必ず必要です）
　　　　予診票（お持ちでない方は、各会場に置いてあります。)

持ち物：母子健康手帳（必ず必要です）
　　　　予診票（お持ちでない方は、母子健康手帳を持って健康増
　　　　�進課まで取りに来てください。）

予防接種の種類：百日咳ジフテリア破傷風（DPT）第1期
　　　　　　　　ジフテリア破傷風混合（DT）第2期��
�����������������������麻しん風しん混合（MR）第1・2・3・4期
　　　　　　　　日本脳炎�������������������

予防接種健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の2週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

保

M

陵

丹

M

　　　　　　　
　　　　

青

M

無料

青

　　　　　　☎955-4181　　　　 有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑
9時30分～12時

13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽

放流水・プール水・浴槽水検査
依頼の際は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 依頼の際は、お問い合わせください。

木
9時15分～12時15分

13時～16時
月 水火

9時45分～10時15分

２ ４

水 予

予

金

一般健康診断

循環器科検診

13時30分～15時

４

水 HIV抗原・抗体検査

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

9時30分～10時

医療機関に関する相談

9時15分～9時45分

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

保
陵

保
石

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　 藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181

大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　      
      
      
      
      

  

マタニティクッキング（先着15人）
日時：11月25日㈫　13時30分から15時
対象：妊婦（初めて出産される方優先）
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

定期健康・栄養相談
日時：１1月1２日(月)・２６日（月）午前
相談費：無料
持ち物：健診の結果表　など
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

種　類 日　程 対　象　児

平成21年8月1日～15日生まれ

平成21年8月16日～31日生まれ

平成21年  9月生まれ

平成20年  5月生まれ

平成20年  6月生まれ

平成19年  6月生まれ

平成19年  7月生まれ

平成18年  6月生まれ

平成18年  7月生まれ

12月15日、16日

1月26日、27日

12月8日、9日

1月19日、20日

12月1日、2日

1月12日、13日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

12月11日

12月25日

1月15日、29日

肝炎ウイルス検査（無料）

２ ４

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成21年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

（希望により梅毒、クラミジア検査が受けられます）

予防接種 日　　時 場　所

ポリオ 12 月
18 日（金） 石川プラザ
21 日（月） 陵南の森
22 日（火） 保健センター

BCG
４カ月児健診
と同日実施

12 月
11 日（金）

保健センター３階
25 日（金）

BCG の予診票は４カ月児健康診査のご案内と一緒に送付して
います。4 カ月児健康診査をすでに受け、BCG を接種してい
ないお子さんは健康増進課（保健センター）に電話し予約の上、
受付時間 13 時 20 分にお越しください。

日本脳炎ワクチンについて（新ワクチンでの接種が可能になりました）
　接種供給量と安全性の確認における観点から、引き続き積極的
勧奨は差し控えていますので、個別通知はしていません。接種希
望の方は、健康増進課までお問い合わせください。なお、従来で
のワクチン接種の場合は同意書への署名が必要となります。
　詳しくは☞厚生労働省日本脳炎ワクチン接種に係るＱ＆Ａ
(http://www.mhlw.go.jp/qa/kenkou/nouen/index.html)

◆離乳食講習会 (保育あり　先着15人 )◆
　日時：12 月 18 日㈮・1 月 18 日㈪のいずれか 13 時～ 15 時
　対象：4 カ月健診受診後から 10 カ月までの乳児の保護者 ( 第 1 子優先 )
　費用：無料　　　　会場：保健センター　3 階栄養指導室
　申込み：電話で健康増進課 ( 保健センター ) へ
◆　幼児食講習会 (保育あり　先着15人 )　◆
　日時：12 月４日㈮ 13 時～ 15 時
　対象：就学前の幼児の保護者　　会場：保健センター　3 階栄養指導室
　費用：無料　　　申込み：電話で健康増進課 ( 保健センター ) へ　　
◆　マタニティクッキング（先着15人）　◆
　日時：12 月 10 日㈭ 13 時 30 分～ 15 時　対象：妊婦（初産婦優先）
　費用：無料　　会場：保健センター　3 階栄養指導室
◆ことばの相談（予約制）◆
　こどもの発音・吃音・言葉の遅れなどについて相談をお受けします。
　申込み：電話で健康増進課 ( 保健センター ) へ
◆マタニティスクール（定員30人）◆
　日時：<1 月コース >1 月 7 日㈭、14 日㈭、17 日㈰、28 日㈭
　　　13 時～ 15 時 30 分　※４日間で１コース　　　
　申込み：電話で健康増進課 ( 保健センター ) へ
◆妊娠・出産を迎える方へ　　◆
　～出産前小児保健指導事業のご案内～
　妊娠中・出産後に小児科による育児相談を受けることができます。
　あなたのいろいろな心配事に小児科医がお答えします。
　詳しくは、健康増進課 ( 保健センター ) まで。
　対象：妊娠後期から産後２カ月以内　　費用：無料 ( １回のみ )

～高齢者のインフルエンザ予防接種のご案内～
対象：�①羽曳野市民で接種時に65歳以上の方
②60歳以上65歳未満の羽曳野市民の方で心臓、腎臓、呼吸器の機能、
ヒト免疫不全ウィルスによる免疫の機能、以上のいずれかの障害を有
し、その障害が身体障害者手帳1級の方もしくはそれと同等であると
医師の診断がなされた方
期間：12月末日まで　　費用：自己負担金1,000円（生活保護を受けて
いる方は「生活保護受給証明書」があれば自己負担金の1,000円が免除されます）
持ち物：住所・年齢の確認できる物（健康保険証など）

注：この予防接種は季節性インフルエンザの予防接種です。新型イ
ンフルエンザの予防接種ではありません

申込み：医療機関へお問い合わせください
実施機関：市内の指定医療機関（平成21年度健康だよりをご覧ください）
※今年度は大阪府立呼吸器・アレルギー医療センターは実施しません。
　また、藤井寺市、松原市、富田林市、太子町の指定医療機関でも接
種していただけます。かかりつけ医が上記の市町にある方は医療機関
でお問い合わせください。

親子クッキング
冬休みの思い出に親子で料理をしてみませんか？
日時 :12 月 25 日㈮ 10：00 ～ 13：00
※健康だよりの日程から変更になっています。
対象：小学生とその保護者
費用：1 組 ( 親子 2 人で )500 円　（子ども 1 人追加につき +200 円 )
会場：保健センター　3 階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課（保健センター）へ
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西浦東小学校でエコ授業

　西浦東小学校3年生45人が、婦人団体協議会生活環境部

会の塚本美幸さん達の講演を聞きました。地球温暖化の話し

やマイバッグ運動の話

を聞いた子ども達から

は、「自分達ができるエ

コ活動を考えてしたい」

という意見がたくさん

出ました。

陵南の森総合センター第 2 回消防訓練
　陵南の森公民館、老人福祉センター利用者を対象に、春・

秋の年２回消防訓練を実施しています。

　11月４日、グラウンドで火をおこしての消火体験、消火

器の取り扱い方の説明などを通

じて、火災に遭遇したときの初

期消火と落ち着いた行動ができ

るように訓練しました。参加者

約 50人でした。

救急協力者に感謝状
　10月 26 日、柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部におい

て、救急協力者に対し感謝状の贈呈式が執り行われました。

　受賞されたのは、羽曳野市在住の和田義輝様、高橋正典様、

山田航様の３人で、7 月 26

日に羽曳が丘西２丁目のテニ

スコート内にて発生した心肺

停止の救急事案において、迅

速かつ的確な応急手当を実施

し救命された功績に対し贈ら

れたものです。

街かどから

羽曳野市ＰＴＡ連絡協議会
“おやじの会”ソフトボール大会

　10 月 25 日、石川グラウンド

において、羽曳野市ＰＴＡ連絡協

議会の小・中学校部会合同のソフ

トボール大会が盛大に開催されま

した。お父さんたちに混じって、

勇ましくお母さんたちの参加もあ

り、子どもたちの声援を受けながら、お手本となるような

フェアプレー、ハッスルプレーが繰り広げられました。

羽曳野市食生活改善推進協議会が
厚生労働大臣表彰
　10月 30日、羽曳野市食生活改善推進協議会（会長：森

田和子さん）が食育活動の功績が認められ、栄養関係功労

者として厚生労働大臣表彰をうけました。羽曳野市食生活

改善推進協議会（愛称�食改さん）は、健康はびきの 21計

画での栄養・食生活分野の取り組みを推進しておられ、よ

りよい食生活の実践者

の増加に著しく貢献さ

れています。「市民の

よりよい『食生活』実

現をめざし、会員一丸

となってボランティア

精神に徹して食育活動

を継続したい」と語っ

ておられました。

大発団地で消防演習を実施
　11月 1日、大発団地公園で大発子ども会 14人参加に

よる消防演習がおこなわれました。当日消防隊、救急隊

から各 3人来ていただき、消火器訓練、救命救急の処置

指導やAED説明等を受けました。防災予防知識の向上と

もしもの時に備え、町会をあげて演習をおこないました。

来年の干支「寅」の土鈴づくり
　誉田八幡宮では来年の干支「寅」の土鈴づくりを進めて

います。色づけや飾りひもかけなど仕上げの最中です。「寅」

の姿は力強く、鋭い眼光は見るものに畏怖の念を抱かせる

力を秘めています。日本の平和や豊かさに感謝すると共に、

さまざまな悲しい事件や事

故などへの漠然とした不安

が絶えない昨今、「寅」が

邪気を拭い爽やかな年とな

りますことを祈念し製作し

ました。

優　勝 羽曳が丘小学校 準優勝 白鳥小学校

３　位 丹比小学校 ４   位 埴生小学校
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優介ちゃん
　ゆうすけ

いつも笑顔です。可愛いいです。
見てるだけで幸せになります。
　　祖母の富美子さん撮影

 

平成20年7月15日生まれ

古市

南部 
なんぶ

咲翔ちゃん
　さくと

たくさんの笑顔を咲かせてね！！
　　母親の智子さん撮影
 　

平成21年4月9日生まれ

軽里

久保 
くぼ

望愛ちゃん
　のあ

パパとママの宝物、元気でかわいい
　女の子になってね。
　　父親の勝巳さん撮影

 　

平成21年4月22日生まれ

南古市

吉堂 
よしどう

　

凜咲ちゃん
　りさき
平成18年4月9日生まれ

街かどから

羽曳野市立健康ふれあいの郷スポーツ公園グラウンド・ゴルフ場オープン
第１回羽曳野市長杯グラウンド・ゴルフ大会　開催

優　勝  ガッツクラブ
準優勝  北宮若葉会（A）
第３位  陵南の森グラウンドゴルフ愛好会２組

団体の部

優　勝  光　川　久　司　（北宮若葉会（A））
準優勝  加　藤　幸　一　（東阪田 GT）
第３位  岩　佐　　明　　（ガッツクラブ）

個人の部

　11 月 7日、羽曳野市立健康ふれあいの郷グラウンド・

ゴルフ場がオープンしました。

　当日は、多数の来賓をお招きし、記念式典が執り行われ

るとともに、第１回羽曳野市長杯グラウンド・ゴルフ大会

が開催されました。45チーム・180 人が熱戦を繰り広げ

られました。　大会の結果は、次のとおりです。

　当日大阪ガス小さ
な灯運動南部支部よ
りグラウンド・ゴル
フ障害者用スティッ
ク 12 本を寄贈してい
ただきました。

～新酒ワイン祭 2009 ～
　10月25日。この日は駒ヶ谷で「新酒ワイン祭」が開
催され、さまざまなイベントが行われました。
　工場見学では歴史のある使いこまれた大樽と最新機器
のなか、ブドウの種類、育て方から収穫など興味深い話
とワインの試飲があり、ワイン館ではワインアドバイザー
金銅真代専務の講習会と試飲販売が開かれました。

　その他、蔵を改装した「サロン・ド・トロア」では、ラ
ジオ大阪の原田アナによる講演やライブが開催され、金
銅さんの自宅座敷では文楽三味線、浄瑠璃などの古典芸
能が行われていました。

　外では、多くの出店に、来場者の皆さんは、おいしい食
事とワインを囲んで、ゆったりした日曜日の午後を過ごし
ていました。

新
酒
ワ
イ
ン
祭
の
様
子
。

お
い
し
い
食
事
と
ワ
イ
ン
を
囲
ん
で

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

写
真
提
供　

ぶ
ど
う
の
家

　今回の開催は、12年ぶ
りのワイン祭で、会場には
地元、駒ヶ谷の方や羽曳野
市内の方、そして市外の方
など1000人を超える来場
者があり、河内ワインやブ
ドウ作りに係わる方、そして
地元在住の方が一つになり地元力を見せたイベントでした。
　最後に、金銅専務は、「地元から盛り上げて広くアピー
ルしていきたい。」「羽曳野市をPR・羽曳野市を応援しよ
う！」とおっしゃっていました。
　今から来年のワイン祭が待ち遠しいです。

　最新式の発酵機器。工場内には以前使用さ
れていた大樽などがあり、河内ワインの歴史
が感じられる空間です。
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街かどから

　１１月７日（土）に道の駅しらとりの郷・羽曳野におき

まして、第１回グリーンフェスタはびきのが盛大に開催さ

れました。

　会場では、都市緑化、公園美化功労者表彰・シダレザク

ラやアジサイの記念植樹のほか、羽曳が丘地区町会による

模擬店やフリーマーケットなどのさまざまなイベントが行

われ、約１，５００人の方々が来場されました。

第１回グリーンフェスタはびきの　開催

（都市緑化表彰者）｛敬称略｝
　　田中　榮
（公園美化表彰者）
　　羽曳山子ども会（代表　田野辺　たつ子）
　　坂元　義晴
　　井口　平治　

古市南小学校　関西フィルハーモニー管弦楽団公演　　10 月 29 日

　６月の『金管楽器ワークショップ』に続いて、

今回は指揮者：海老原　光さんをはじめ、楽団

員の方たち総勢 71人が、古市南小学校の体育館

において超素晴らし演奏を披露してくださいまし

た。1年生から 6年生の児童 440 人やＰＴＡの

役員の方、教職員は一流オーケストラの生演奏を

間近で体感し、いろいろな楽器そのものや音色に

興味関心を持ち、その調和の美しさに魅了されま

した。子どもたちは「指揮者体験コーナー」やオー

ケストラを伴奏に『ビリーブ合唱』や、『校歌』

を歌えたことにより、「心の体力」がぐっと強く

なり、自信もつきました。なかでも体育館が『優

しい心の響き』に包まれた「共演の時間」が最高

でした。さらに、「指揮者」にも好奇心をそそられ、

音楽の素晴らしさを楽しむ絶好の機会となりまし

た。

演奏曲：「舞踏会の美女」「クラップフェンの森にて」
「ヘンゼルとグレーテル」「四季」「忘れられた夢」
「威風堂々」等

（本物の舞台芸術体験事業　文化庁）目的『子どもたちの芸術を愛する心を育て、豊かな情操を養うこと』

児童の感想
　学校にオーケストラが来てくれると聞いてとても楽しみでした。
70人ぐらいの人がたった１人の指揮者と指揮棒を見て、息の合っ
た演奏をできることがすごいと思いました。今回はオーケストラ
と同じ床に座って聴いていたので、音や楽器の振動を感じること
ができました。耳や目だけでなく、体でオーケストラの音を感じ
ることができました。
　今回、本当にオーケストラの指揮ができる機会をもらって、と
てもうれしかったです。実際に振ってみると思った通りにオーケ
ストラの音が出ず、テンポもなかなかあげることができなかった
ので、ちょっと残念です。でも、最後に海老原さんと握手しても
らえ、それに指揮棒ももらえてとてもよかったです。



29−はびきの　2009.12.1−



30 −はびきの　2009.12.1−

制　度 市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.osaka.jp

�「子育て応援特別手当（平成21年度版）」の執行停止について　　　
　平成 21年度の「子育て応援特別手当」は、本年度において小学校就学前３
年間に属する子ども一人あたり36,000円を支給する、という内容で厚生労働省
で調整されていました。本市でも12月中旬に対象者全員に申請書類を送付する
予定で準備を進めていましたが、国において平成 21年度補正予算の見直しが
閣議決定され、子育て応援特別手当については事業予算の執行を停止すること
が決定されました。
　支給対象者の皆様には、大変ご迷惑をいたしますが、ご理解いただきますよ
うお願いします。
厚生労働省ウェブサイト（�http://www.mhlw.go.jp�）でもお知らせしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （子育て支援課）

 支給対象者のみなさまへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　平成 21 年 10 月 15 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚生労働大臣　長妻　昭
　　　　　　　　　　　　　　　　　 お詫び
　　　　　  子育て応援特別手当（平成 21 年度版）の執行停止について

　皆様に、お詫びを申し上げなければならないことがございます。
　子育て応援特別手当（平成 21 年度版）に関しまして、その趣旨を活かしつつ、よ
り充実した新しい「子ども手当」の創設など、子育て支援策を強力に推進するため、
執行を停止させていただくことといたしました。
　この子育て応援特別手当（平成 21 年度版）では、本年度において小学校就学前３
年間に属するお子様一人あたり、３万６千円を支給することとなっていました。
　支給対象者の皆様をはじめ、多くの方々に大変なご迷惑をおかけいたしましたこ
とを心よりお詫び申し上げます。
　私どもといたしましては、安心して子どもを育てられる社会の構築に向けて、よ
り一層の努力を続けてまいる所存でございます。
　今後ともご指導を賜りますよう何卒、宜しくお願い申し上げます。

国民健康保険・長寿医療夜間日曜窓口
　保険料の納付や届出など、国民健康
保険、長寿医療 (後期高齢者医療 )に
関する夜間日曜窓口を開設します。
　ぜひご利用ください。
夜間窓口　12月７日㈪～11日㈮
　　　　　18:00 ～20:00
日曜窓口　12月13日㈰
　　　　　10:00 ～12:00
　　　　　13:00 ～15:00
場所　保険年金課市役所本庁
　１階３番窓口　内線1750･1760･1711

　12月は下水道事業受益者負担
金の納付月です。
　12月は受益者負担金の分割納付、
第２期分の納付月です。
　今年の７月に送付しました第２期分
（分割納付用）の納付書により、納期
限（12月25日）までに、取扱い金
融機関（納付書裏面を参照）、市役所、
支所で納付をお願いします。
　　　  （下水道総務課　内線 2360）

　　　　　　　　　　　　

 　　　　    今月の納税

 　　　　　  
市・府民税　  第4期分

主な公共施設

支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）
人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

道の駅 しらとりの郷・
　　  羽曳野  総合棟
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防本部

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

☎955-0583　
℻930-2144
☎958-2311　
℻958-2312
☎950-5500　
℻950-5505
☎937-3123　
℻937-3124
☎958-2340　
℻958-3614
☎952-2751　
℻952-1303

☎931-1900　
℻931-2112
☎957-5553　
℻957-5580
☎937-2355　
℻937-2388
☎950-2002　
℻958-9110
☎956-1000　
℻956-1011
☎955-4556　
℻955-7042
☎952-0032　
℻937-8580
☎957-4900　
℻957-4900
☎958-0050　
℻958-0050
☎957-6900　
℻957-6910
☎958-3308　
℻958-3308
☎953-6361　
℻953-6361
☎958-2306　
℻958-1082
☎958-2315　
℻958-3853
☎959-0555　
℻959-0333
☎958-0119　
℻958-9900
☎952-1234　
℻952-2531
☎955-4181　
℻939-6479
☎954-2601　
℻938-8591
☎976-3333　
℻976-3331
☎975-2580　
℻975-2577

羽曳野市役所
☎958-1111　℻958-0212

（老人福祉センター・
　　公民館・図書館）

羽曳野市の宣言
○交通安全都市宣言
○非核平和都市宣言
○人権擁護都市宣言
○健康都市宣言
○青少年健全育成都市宣言
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製造業事業所の皆様へ
　平成 21年12月31日現在で、全
国一斉に工業統計調査が行われま
す。本年12月から来年1月にかけて
調査員がお伺いしますので、調査へ
の御協力をお願いします。
　経済産業省　大阪府総務部統計課
　羽曳野市総務部総務課
　内線 3910・3920

日本政策金融公庫から開業相談
および国の教育ローンのご案内
　日本政策金融公庫国民生活事業で
は、新しく事業を始められる方に向け
ての開業相談を実施しています。また、
教育資金を必要とされる皆様には教
育ローンのお取り扱いもしております。
どうぞご利用ください。
相談・問合せ
　日本政策金融公庫　阿倍野支店
　国民生活事業　（融資相談係）
　大阪市阿倍野区松崎町３丁目15-12
　☎ 06-6621-1453

小・中学校の就学通知書を送付
　平成22年４月から小学校に入学さ
れるお子さん（平成15 年４月２日～
平成16 年４月１日生まれ）と中学校
に入学されるお子さん（平成９年４月
２日～平成10 年４月１日生まれ）に
対し、就学通知書を12月下旬に発送
します。
　通知書が届かないとき、住所異動
したとき、国立・私立学校などに入学
されるときは、学校教育課へご連絡
ください。また、「健康」や「身体」
上の理由、「学校生活」上で特に配慮
が必要な場合などには、就学指定校
変更の申し立てができます。詳しくは
お問い合わせください。
問合せ　市教育委員会　学校教育課

行政書士無料相談（予約制）
　相続、遺言、成年後見、離婚、永住、
帰化および営業許可申請など法的な
申請手続について大阪府行政書士会
が相談に応じます。事前に予約してく
ださい。
日時　12月11日㈮　13:00～15:00
会場　市役所別館��２階研修室
問合せ　大阪府行政書士会南大阪支部
　平岡　☎ 930-5957

障害者生活介護事業所が開設
される予定です
　下記の事業所が、平成 22年４月
に生活介護事業を開設する予定で準
備を進めています。
＜利用できる方＞
　身体障害者手帳の交付を受けてい
る満18歳以上の方。
※別に障害程度区分の認定を受ける
　必要があります。
事業者名称　㈱三杉
事業所名称　障害者生活介護「みすぎ」
場所　羽曳野市向野１丁目45-４
　詳細は直接事業所にお問合せください。
問合せ　☎ 952-5957（担当�水谷）

新築・増築家屋の実地調査にご協力を
　平成 21年中に新築・増築した家
屋は、平成 22年度から固定資産税・
都市計画税の課税対象となります。
　家屋の評価額を算定するため、対
象家屋の実地調査に身分証を携帯し
た税務課の調査員がお伺いします。
　家屋の実地調査の際は、屋内に入
らせていただき、家屋全体の使用材
料および各部屋の仕上げなどを調査
しますので、ご協力をお願いします。
　場合により、図面などをお借りする
ことがあります。
　また、登記をされない新築・増築・
取壊し家屋は必ず税務課家屋担当ま
で連絡してください。
問合せ　税務課固定資産税家屋担当
　内線1550･1551

市税催告コールセンターの開設を予定しています。
　羽曳野市では、雇用情勢の悪化に対し、緊急に雇用の創出を図るため、「緊急
雇用創出基金事業費補助金」を活用し、民間委託による「市税催告コールセンター」
を市役所内に開設するための準備を進めています。
　センターの運営は民間業者への委託を予定しています。開設期間や業務時間な
どの詳細が決まりましたら、羽曳野市ウェブサイトなどでお知らせします。

　　　　　　　　　振り込め詐欺など不審電話にご注意！！

　

問合せ　総務部　税務課　納税相談担当　内線1440･1450

　「税務課」や「市税催告コールセンター（開設準備中）」から、還付
金の案内や納付のために ATM（現金自動預け払い機）の操作を求め
ることは一切ありません。

　　　　　＜不審と思われる電話にご注意ください。＞

市教育委員会　嘱託員の募集
　教育委員会が次の職種を募集しま
す。詳しくは募集要項をご覧ください。
職種　①幼稚園講師（予定）
　　　②留守家庭児童会（学童保育）
　　　　指導員
　　　③白鳥児童館児童厚生員
　　　④給食センター事務
　　　（※全て若干名募集）
募集要項　１月７日㈭から配布
　○教育総務課（別館３階）
　○総合案内カウンター（本館１階）
　○人事課（本館３階）
申込　１月12日㈫～１月18日㈪
試験日　１月24日㈰
　　　　  （教育総務課　内線 4111）
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e-Taxなどに利用する公的個人認
証サービスの一時停止のお知らせ
　㈶自治体衛星通信機構　公的個人
認証サービスセンターにおきまして、
システム機器更改のため、公的個人
認証サービスが一時停止します。
　これに伴い、市役所の窓口では、
年末年始の閉庁日を含む下記の期間、
電子証明書の発行・失効や更新等の
手続きを行うことができません。年始
は１月５日㈫から平常どおり手続きが
できます。
日時　12月25日㈮　17:00 ～
　平成 22年１月４日㈪
問合せ　市民課　内線1650　

大阪府からのお知らせです。
12月は「税収確保重点月間
　���（アタックス2009）」です。
　府では、12月を「税収確保重点月
間」と定め、滞納者に対する徹底し
た催告や財産の差し押さえなどを実
施し、納期内に納税された方との税
の公平性を確保します。
問合せ　大阪府南河内府税事務所
　☎ 0721-25-1131

産業別最低賃についての改正予定

※�｢自動車小売業」は、10月26日に、
「非金属製造関連産業」は、10月
27日に、「自動車・同附属品製造業」
は、10月28日に、「各種賞品小
売業は、10月29日に官報公示さ
れ、これにより確定いたします。

最低賃金の件名 時間額 発効年月日

大阪府最低賃金 762円 ９月30日

産 
業 
別 
最 
低 
賃 
金

塗 料 製 造 業 845円

10月31日機械・金属製品
製 造関連産 業

827円

電気機械器具
製造関連産業

806円 11月６日

鉄 鋼 業 841円

11月30日

非 鉄 金 属 製
造 関 連 産 業

798円

自 動 車・ 同 附
属 品 製 造 業

824円

各種商品小売業 768円

自動車小売業 813円

定期救命講習のお知らせ
　今話題のAED（自動体外式除細
動器）の使用方法を含めた応急手当
の講習会です。もしもの時のために、
あなたも救命講習を受講しませんか。

時間　各講習13:30 ～16:30
　費用は無料です。受講後に修了証
を発行いたします。人数に制限があり
ますので、必ず電話にて下記までお
問合せください。

（柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部
　　　　　　　　　  ☎ 958-0119）

日��時 場��所

12 月 12 日㈯
地域福祉センター　オアシス

地域交流ホール

12 月 27 日㈰
柏原羽曳野藤井寺消防組合

消防本部 ３階 視聴覚室

介護予防おてがる運動教室　足湯型
（カジュアルリハビリ教室　足湯型）
　足湯のウォーミングアップと専門職
による運動プログラムで介護予防を
学びましょう。
日時　平成 22年１月22日㈮～３月
　12日㈮　（毎週金曜日うち２回は
　月曜日�計８回）10:00 ～11:45頃
場所　陵南の森総合センター
対象　65歳以上の方で①と②の提
　出書類により参加の問題がないと
　判定された方
　①申込書
　②健診結果（今年度受診されたもの）
※参加の可否は、申込書・健診結果
　により判定します。
申込　陵南の森、高年介護課の窓口
※各保険者が実施する健診結果の写
　しが必要です。
締切　12月18日㈮
　定員10人（多数の場合は抽選）
費用　傷害保険料 800円（開催当日
　に徴収）
問合せ　高年介護課　内線1391

犬は正しく飼いましょう。
（飼い犬による事故の防止）
放し飼いはやめて！！
　普段は大変おとなしい犬でも、時
には飼主でも手に負えなくなることが
あります。ルールを守って正しく犬を
飼いましょう。
　また、途中で捨てたりせず、家族同
様に最後まで愛情もって飼いましょう。
�犬の糞は大変迷惑となりますので、
飼い主の方が責任を持って必ず持ち
帰ってください。

〈次のことを守って事故を防ぎましょう。〉
●しつけをしっかりとしましょう
●�散歩（運動）をするときは、犬を十
分制御できる人が丈夫な綱やリー
ドを付けてしましょう。

　また、糞は持帰るなど飼い主が責
　任をもって処理しましょう。

〈飼い犬が人を噛んだとき〉
●飼い主は保健所に咬傷届けをして
　ください。
問合せ　環境衛生課　内線 2840
　大阪府藤井寺保健所　☎952-6165

「拉致問題を考える
　　　　　�国民大集会 in大阪」
　一日も早い拉致被害者の帰国を目
指して、「拉致問題を考える国民大集
会ｉｎ大阪」を国、府、府内全市町
村と合同で開催します。
日時　平成 22年１月13日㈬
　開場13:00　開会14:00～閉会15:10
場所　大阪市中央公会堂（大阪市北
　区中之島1－1－27）
内容　家族会報告、拉致被害者家族
　からのメッセージ等
主催　政府拉致問題対策本部、
　大阪府、府内全市町村
申込　事前申込要（応募者多数の場
　合は抽選）
　はがき、ファクス、ウェブサイト
締切　12月18日㈮（当日必着）
問合せ　府民お問い合わせセンター
　☎ 06-6910-8001
　平日９:00～18:00
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お知らせ

羽曳野市民ウィンドオーケストラ
♪クリスマスコンサートのお知らせ♪
日時　12月20日㈰　
　　　13:30 開場　14:00 開演
場所　ＬＩＣはびきの　ホールＭ
プログラム　
　民衆を導く自由の女神、　
　おどるポンポコリン、愛燦燦、
　歌劇イーゴリー公より
　「ダッタン人の踊り」、他多数
問合せ　羽曳野市民ウィンドオーケストラ
　☎ 080-2447-2968　　
　E-mail：habikinowind@docomo.ne.jp

クリスマスヴァイオリンコンサート
廣澤大介
生のヴァイオリン演奏にふれる機会です。
日時　12月13日㈰　10:00 開場
　11:00 開演
会場　子育てサポートくるみ（壺井508-1）
費用　高校生以上　500円
　　　小・中学生　300円
駐車場　石川河川敷（会場まで送迎します）
問合せ　くるみ　☎ 957-3282

手をつなごう　心むすぼう～羽曳野市こころの健康パネル展～
　｢こころの病 ｣とは・・・わたしたちの身体に免疫の力があるように、こころにも
ストレスや悲しみを乗り越える免疫の力があります。しかし、仕事や家庭でのトラ
ブルなどで、こころに大きな傷がついたり、こころの傷が重なったりすると、その
力だけでは対応しきれず、こころが悲鳴をあげはじめることがあります。
　複雑化した現代社会では、だれもがこころを病む可能性があります。治療方法、
治療薬も進歩してきた現在、｢こころの病 ｣という障がいのある人の多くは、医療・
福祉・保健のサービスを利用しながら、地域で暮らしています。
　｢こころの病 ｣について知ってもらうために、パネル展を実施します。ぜひご来
場ください。
日　時　12月14日㈪　12:00 ～17:30
　　　　12月15日㈫～12月17日㈭　９:00～17:30
　　　　12月18日㈮　９:00～15:00
場　所　市役所本館1階ロビー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （福祉支援課）

「ちはや星と自然のミュージアム」
のイベントのご案内　

〔初冬の星座観察〕
日時　12月５日㈯　19:30～21:00
定員　30人　ちはや園地宿泊者対象
費用　１人500円（※宿泊費は別途）

〔自然素材で作るクリスマスリース〕
日時　12月12日㈯　13:00 ～15：00
定員　15人　費用　ひとり500円
問合せ�ちはや星と自然のミュージアム
　☎ 0721-74-0056
宿泊の問合せ　
　香楠荘　☎ 0721-74-0321

広 

告

南河内地域労働なんでもセミナー
を開催します！
日時　12月10日㈭　14:00 ～16:40
場所　河内長野市立市民交流センター
　（キックス）３階中会議室
　河内長野市昭栄町７-１　
　☎ 0721-54-0001
内容　① 14:00 ～15:30
　『活力ある明るい明日のために 
　　　　　 －メンタルヘルスとは－』
　　(独)大阪産業保健推進センター　
　　メンタルヘルス対策相談員　
　　大脇多美代
　② 15:40 ～16:40
　　『労働基準法の改正について』
　　羽曳野労働基準監督署職員
対象　企業の人事労務担当者、労働者等
定員　50人（申込先着順）
費用　無料
申込　大阪府総合労働事務所
　（南大阪センター）☎ 072-233-6821
　ＦＡＸ 072-233-6885
　E-mail:sogorodo-g05@sbox.pref.
���osaka.lg.jp

青少年センター教室生徒募集！！

申　込　随時受付　10:00 ～　先着順　　場　所　青少年センター
問合せ　社会教育課　内線 4460　　　　　　　　（月・火休館）　　　

曜日 教室名 期間 時間 回数 定員 対象者 受講費 実費

土
　  着付け・
 組紐・花結び・
    現代マナー

10 月   １月
11 月   ２月
12 月   ３月

14:00

16:00
17 回 10 人

高学生

35 歳までの
女性の方

2,000 円 / 年 　   組紐代等

日
華道

（未生流）

１月
２月
３月

10:00

12:00
10 回 10 人

中学生

35 歳
までの方

1,000 円 / 年
花代として

1,000 円程度
（１回あたり）

伝
統
文
化
教
室

～～
～ ～
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（財）羽曳野市施設管理公社

募講生講 受座 集

お料理できるかな？
創作ホットケーキ・カレンダー作り
日時　12月19日㈯　10:00～13:00
定員　20人 (小学生対象 )
費用　300円（材料費）
持物　エプロン・三角巾・タオル
申込　12月５日㈯　９:30
　１階受付カウンターにて
　（保護者の方がお申込ください）

料理教室①②③
日時　①第２・４土曜日
　　　②第１・３金曜日
　　　③第２・４金曜日
　　　10:00 ～12:00
講師　①波多野　三代子氏
　　　②山口　佳子氏
　　　③末吉　明美氏
定員　若干名（女性のみ）
費用　２カ月6,000円
申込　市民会館で随時受付

書道講座
日時　１月８日･15日･22日
　　　２月５日･12日･19日
　　　３月５日･12日･19日
　　　13:30 ～15:00
講師　内村　泉陽氏
定員　20人
費用　5,400円
受付　12月18日㈮　13:00

講座募集にあたって

   ○各講座とも申込み開始時間の時点で

　   定員を超えた場合は抽選となります。

   ○定員に満たない場合は先着順で、定員

      になりしだい締切りとさせていただきます。

   ○申込みは本人が直接講座開催館にて、

　　申込み願います。

　○受講料は講座を欠席されても返金

　　できません。

丹治はやプラザ��☎ 937-2355

 市民会館　☎ 958-2311

石川プラザ��☎ 950-2002

X’mas企画「父子チャレンジ」
～お父さんとクッキング～募集
　今年は、手作りゴハンでメリークリス
マス！父子でチャレンジしてみませんか？
メニュー　イタリアンドリア　
　ほっこりコーンスープ　イチゴのサンタ
日時　12月23日（水･祝）
　11:00 ～14:30
場所　丹治はやプラザ調理実習室
対象　小中学生と男性保護者（子ども
　は二人まで参加可）
費用　一組1,500円（子どもがひと
　り増えると500円増し）
その他　一時保育あり（無料）
講師　篠原明代（マクロビオティック
　料理講師／自然体験型キャンプ・
　ボランティアリーダー）
申込 ･ 問合せ　12月１日㈫　10:00 ～
　（電話のみ・先着６組）
　人権推進課　内線1057

平成22年大阪ろうあ者成人式
日時　平成 22年1月10日㈰　　
　13:00 ～16:00
会 場　谷町福祉センター（地下鉄谷
町六丁目駅下車⑥出口徒歩５分）

定員　100人 ( 新成人含む総参加者数 )
費用　新成人は無料
申 込　住所、氏名、生年月日、ファク
ス番号を、電話かファクスで下記へ

問 合せ　大阪聴力障害者協会・大阪
市聴言障害者協会（大阪聴力障害者
協会事務局宛��☎ 06-6761-1394

���ＦＡＸ 06-6768-3833）

陵南の森生きがい情報センター

　初心者の方大歓迎です。
　（ビスタにも対応）　
　受講者一人に対して一人の講師が専
属で親切丁寧に、指導します。
　パソコンに不安をお持ちの方でも受
講していただけます。

〔ワードの基礎から応用コース〕
　（文字入力・文書作成・はがき作成・
　�表作成・編集・その他）

〔エクセルの基礎から応用コース〕
　（文字入力・データ作成・グラフ作成・
　�表計算・関数・家計簿作成・文書作成・
　�その他）

〔デジカメコース〕
　（デジカメ写真で年賀状を作成する）
日程　週1�回２時間全５回
　（デジカメコースは全１回２時間）
費用　10,000�円テキスト込み
　（デジカメコースは2,000�円テキスト込み）
時間　各コース　①９:30～11:30
　②12:30～14:30�③15:00～17:00
　※金曜日は午前のみ
会場　陵南の森生きがい情報センター内
申込　随時（平日９:30�～�17:00）
問合せ　同センター内�河内飛鳥UNIC会
　☎�931-1900��ＦＡＸ�931-2112

マンツーマン・パソコンセミナー

留守家庭児童会児童募集
平成 22 年度の児童を募集します。
対 象　本市の区域内に存する小学校
に在籍し今春１・２・３年生になり
放課後保護者が労働などで家庭に
いない児童

開会場所　市内14小学校区内
開 会期間　平成 22年４月１日から平
成 23 年３月31日までの月曜日か
ら金曜日（祝日・年末年始など除く）

入 会受付日時　平成 22年２月６日
㈯・７日㈰　10:00 ～15:00

受付場所　市役所別館�３階会議室
問合せ　課外担当�内線 4510・4520

小児鍼灸体験会
伝統ある健康法で健やかに
日時　12月10日㈭　13:30～15:00
場所　保健センター�２階
申込　当日受付
問合せ　はびきの鍼灸マッサージ師協会
　☎ 958-5764

障害者サロンのお知らせ
マカロニでクリスマスリース作りと茶話会
日時　12月15日㈫　13:30～15:00
場所　障害者総合支援センターはる２階
費用　300円　�締切　12月７日㈮
定員　10人����対象　肢体障がい者
申込　障害者総合支援センターはる
　☎ 957-1607　ＦＡＸ 957-1604
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お知らせ

陵南の森公民館グループ連絡協議会

民森 公陵 の南 館

庚寅新春『書き初め大会』
日時　平成 22年１月９日㈯　　９:30～12:00
会場　陵南の森公民館２階　第１研修室
定員　先着100人 (ぜんざいと参加賞進呈 )
費用　無料　○半紙はひとり３枚用意します。(あれば書き慣れた筆 )
　　　　　　　○作品は１月末まで２階ロビーに展示します。
　　　　　　　○作品の保管は２月10日までです。
申込　当日会場で受付

新春『独楽回し大会』
日時　平成 22年１月９日㈯　　９:30～12:00
会場　陵南の森公民館　　　対象　子ども(独楽はこちらで用意します。)
費用　無料 ( 先着 50人にぜんざいと参加賞進呈 )
申込　当日会場で受付

羽曳野塾（移動公民館事業）～みつけよう楽しい仲間～
　あなたの街で気軽に楽しく手作り講座をしませんか？
　この講座開催を希望される地域の団体、グル－プ等は、陵南の森公民館に
申込みしてください。
　申込み多数の場合は、書類選考の上、順次開催いたします。� � �
内容　○身体の健康づくり（手軽にできるストレッチ体操）�
　　　○手作り講習会（パッチワ－ク、折り紙、フラワ－アレンジメント、　
　　　　料理、押し花他）� � � � � �
　　　○その他の講座(教養等）�� � � � �
　　　※申込は希望に応じて内容を協議して決定します。� � �
費用　○講師謝礼は、公民館が負担します。（10,000円以内）� �
　　　○材料費等は、受講者の実費負担とします。� � �
会場　○地域の集会場、社会教育施設、コミュニティ－センタ－等� �
募集団体数　
　○５団体　�平成 20年度までの交付団体は除く。ただし、�余裕があればこ

の限りではない。� � � 　�
��○参加者全員が在住または在勤する者で、おおむね 30人以上の団体であること。�
申込・問合せ　○陵南の森公民館（土・日・祝日を除く）� 　　　
　　　　　　　※詳細は、陵南の森公民館までお問合せください。

広 

告

第３回陵南の森新春カラオケ交流会
参加者募集について
日時　平成 22年１月30日㈯
　10:00 ～17:00
場所　陵南の森公民館研修室
申込　12月18日㈮　10:00 ～12:00
　陵南の森総合センター事務所前ホール
　先着45人
※定員になりしだい締切。翌日以降
　㈪～㈮（９:00～17:00）　
※なお、電話での申込はできません。
※申込書については、１人１枚です。
　曲名は、事務所備付けの通信カラ
　オケ一覧表よりお選びください。
費用　500円（軽食・ドリンク付）
問 合せ　陵南の森公民館グループ連
絡協議会および老人福祉センター
クラブ連絡協議会事務局　
　☎ 952-2751　　　　　　　

☎ 952-2751 　ＦＡＸ 952-1303

青少年センター冬の教室参加者募集
●手作り工作教室
 「みてうつくしくて、
　　　　 よくまわるコマをつくろう」
日時　12月12日㈯　10:00 ～12:00
費用　200円
持物　カラー油性マジック（あれば）
場所　青少年センター遊戯室
対象　市内小・中学生��20人
●おりがみ教室 「えとの色紙作り」　
日時　12月12日㈯　13:00 ～15:00
費用　500円
場所　青少年センタークラフト室
対象　市内小・中学生��20人

申込　12月２日㈬　10:00 ～　
　定員になりしだい締切ります。
　青少年センター（月・火休館日）受付
　☎ 958-0050
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はびきのコロセアム
12 月の主な行事予定

日 程 会 場・内 容

２日㈬ サブアリーナ
卓球連盟　ウーマンリー大会

４日㈮
・

５日㈯

サブアリーナ
関西学生ウエイトリフティング
選手権大会
・羽曳野市長杯兼大阪選手権大会

６日㈰

メインアリーナ
卓球連盟　クラブリーグ戦

サブアリーナ
関西学生ウエイトリフティング
選手権大会
･ 羽曳野市長杯兼大阪選手権大会

18 日㈮ サブアリーナ
卓球連盟　レイティング大会

20 日㈰ メインアリーナ
卓球連盟　冠杯混合チーム戦

第９回小学生フットサル大会　はびきのＣＵＰ
日時　平成 22年１月16日㈯（９:00開会式）　17日㈰
会場　はびきのコロセアム
対 象　�小学５・６年生の男女７～12人（規定人数に満たない場合、４年生以下の

若干名の参加可）と監督・コーチなど16人以内で構成されたチーム（各
チームから審判の協力をしていただきますので、監督・コーチなどはサッカー・
フットサルの経験者であることが条件です）

費用　1チーム5,000円（保険料含む）　　　定員　15チーム
申込　12月24日㈭までに市役所別館　３階スポーツ振興課、コロセアムへ　
　　　※参加費を持参
        　　　　　　　　　　　　　　　　　       （スポーツ振興課　内線 4412）

～ソフトテニスの利用について～
　はびきのコロセアムでは12月１日
から３月31日までの間、ソフトテニ
スが利用できます。
　利用日の２カ月前からお近くのスポ
ーツ施設予約端末で予約できます。
　ただし、予約できるのは団体登録
をされている方に限ります。

（はびきのコロセアム　☎ 937-3123・
　　　　スポーツ振興課　内線 4412）

　第 31 回羽曳野市民総合体育大会（羽曳野市・市教育委員会・市体
育協会・市中学校体育連盟主催）は、８月 30 日から平成 22 年３月
21 日まで 10 種目に分かれて、はびきのコロセアムや駒ヶ谷テニス
コート、石川スポーツ公園等で熱戦が繰り広げられます。８月から９
月中に行われた競技の入賞者の皆様を紹介します。（敬称略）

種目 部門 性別 優勝 準優勝 ３位 ３位

ソフトボール
一般男子 男子 球友クラブ 北青クラブ 羽曳山タートルズ キラーズ
一般女子 女子 たんぽぽ あおぞら ― ―

卓　球

中学生
（団体）

男子 高鷲南中学校Ａ 河原城中学校 峰塚中学校Ａ ―
女子 高鷲南中学校 高鷲中学校 河原城中学校 ―

中学２年生
（個人）

男子 吾妻　功樹 高安　裕也 上野　智也 高橋　一芳
女子 長谷川　楓子 小池　悠佳 林　千尋 中田　真悠子

中学１年生
（個人）

男子 矢野　達真 勝木　裕太 伊藤　淳 寺井　響也
女子 末永　史佳 奥村　茅実希 浅野　菜々 下田　真子

　    ソフトテニス　
 　   （ダブルス）

一般男子
１部

男子

内本　泰輔
山本　達也

金銅　弘明
高木　大明

松本　正則
河埜　吉治 ―

一般男子
２部

猪砂　正弘
藤井　一之

竹谷　利夫
松本　忠仁 ― ―

一般女子
１部

女子

渡辺　恵子
喜舎場　直子

河埜　美佐子
西川　しのぶ ― ―

一般女子
２部

森下　眞由
山本　幸子

高山　清美
西田　扶美代 ― ―

バレーボール 中学生 女子 峰塚中学校 高鷲中学校 羽曳野中学校 誉田中学校

 第３１回
 市民総合体育大会

  第 52 回 市民マラソン大会　12 月13 日㈰  ９時 45 分
　　　　　　  石川スポーツ公園（第１グラウンド）スタート！
　　�������������������������������������������������※中止の場合は、12月20日㈰に延期 会場　石川スポーツ公園、石川サイクルロード
 主催　羽曳野市、市教育委員会、市体育協会、市体育指導委員協議会、�市スポーツ少年団
�※�マラソン大会に参加できるのは、事前（11月25日まで）に申し込みをされ
�����た方に限りますので、ご了承ください。また、雨天等悪天候の場合は、開催
　��を中止（延期）することがありますので、市役所までお問い合わせください。

　　

　   　  精一杯のご声援を！
� �ウインターシーズン恒例の市民マラソン大
会を 12 月 13 日に石川スポーツ公園からサイ
クルロード利用のコースで開催。市内在住・
在勤・在学の子どもから高年者までの参加者
が健脚を競います。

（スポーツ振興課　内線 4412）

昨年の市民マラソンの様子。今年も市民ランナー
の熱い走りに声援を送ってください。
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ミニバスケットボール（冬季）�教室�
参加者募集
日時　平成 22年１月12日～３月16日
　毎週火曜日（全10回）
　18:30 ～20:00
会場　コロセアム　サブアリーナ
対象　市内在住の小学５・６年生
定 員　若干名（年間育成の考えから、
前秋季教室生を優先して募集しま
す。継続者多数の場合は募集を行
いませんので、申込日の前日にご
確認お願いします。）

費用　2,000円（保険料含む）
申込　12月15日㈫　18:00～18:15
　コロセアムで受付いたします。
　申込多数の場合は18:30 ～抽選
※参加費を持参（申込電話不可・代理可）

マタニティビクス教室�参加者募集
日時　平成22年１月18日～３月29日�
　毎週月曜日（全10回、３/22を除く）
　11:15～12:00
会場　コロセアム　サブアリーナ
　（都合によりメインアリーナに変更
　�の場合あり）
対象　平成 22年１月18日現在で、
　妊娠14週以降の正常な妊婦の方
　（市外の方でも参加可）
定員　30人
費用　3,000円（保険料含む）
持物　運動のできる服装と上靴
申込　12月11日㈮　14:00 ～15:00
　コロセアム２階会議室にて事前説
　明会（無料）を開催します。
　出席されないと、マタニティビクス
　を受講できません。（筆記用具持参）

リフレッシュ体操教室　参加者募集
　誰にでもできる軽い有酸素運動で
心身ともにリフレッシュ！
日時　平成 22年１月13日～３月24日
　毎週水曜日�（全10回、２/３を除く）
　13:45～14:45
会場　コロセアム　サブアリーナ
　（都合によりメインアリーナに変更
　�の場合あり）
対象　女性の方
定員　先着 60人
費用　4,000円（保険料含む）
申込　12月７日㈪　９:00～
　コロセアムで受付いたします。
※参加費を持参（電話不可・代理可）

しぇいぷup　Lesson�参加者募集
　楽しく動いて健康で美しい身体づく
りをしてみませんか。
日程（各曜日全10回）

〔月曜日クラス〕�（３/22除く）
　平成 22年１月18日～３月29日

〔火曜日クラス〕�（２/２除く）
　平成 22年１月12日～３月23日

〔水曜日クラス〕（２/３除く）��
　平成 22年１月13日～３月24日

〔木曜日クラス〕（２/11除く）�
　平成 22年１月７日～３月18日

〔金曜日クラス〕（２/12除く）
　平成 22年１月８日～３月19日
時間　各クラス10:00 ～11:00
　（木曜日クラスは13:45～14:45）
会場　コロセアム　サブアリーナ
　（都合によりメインアリーナに変更
　�の場合あり）
対象　女性の方
定員　各クラス�先着75人
費用　4,000円（保険料含む）
持物　運動のできる服装と上靴
申込　12月７日㈪　９:00～　　
　コロセアムで受付いたします
※参加費を持参（電話不可・代理可）

はびきのコロセアム　教室 参加者募集　☎ 937-3123

パパ・ママも一緒に楽しもう！
親と子のキッドビクス　参加者募集
　親子で簡単なエアロビクスを通じ、
運動神経の発達を促し、繰り返すこ
とを嫌がらない元気で明るい子どもの
育成を目指すと共に、親子のスキンシ
ップを図ることを目的とします。運動
不足のお父さん、お母さんに最適。
日時　平成 22年１月13日～３月17日
　毎週水曜日（合計10回）
　15:15～16:15
会場　コロセアム　サブアリーナ
　（都合によりメインアリーナに変更
　�の場合あり）
対 象　市内在住・在勤の親と平成15
年４月２日～平成19 年４月１日生
まれの子ども（対象年齢内であれば
子どもの複数参加可）
※妊婦の方はご参加できません。
定員　先着25組
参加費　4,000円（保険料含む）
※子ども複数参加の場合、１人ごとに
　2,000円加算
申込　12月９日㈬　９:00～
　コロセアムで受付します。
※参加費を持参（電話不可・代理可）

親子スポーツ教室　参加者募集
日時　平成 22年１月７日～３月18日
　毎週木曜日（全10回、２/11除く）
　Ａクラス　９:30～10:10
　Ｂクラス　10:15～10:55
　Ｃクラス　11:00 ～12:00
会場　コロセアム　サブアリーナ
　（都合によりメインアリーナに変更
　�の場合あり）
対象　〔Ａ・Ｂクラス〕
　　市内在住で平成18 年４月２日～
　平成19年４月１日生まれの未就園
　児１人とその親が対象。
　〔Ｃクラス〕
　　市内在住で平成18 年４月１日ま
　でに生まれた未就園児１人とその
　親が対象。
定員　各クラス35組70人
※ただし、妊婦の方はご参加できません。
費用　Ａ・Ｂクラス　4,000円
　Ｃクラス　5,000円（保険料含む）
申込　12月10日㈭　９:00～
　コロセアムへ直接申込をしてください。
　（電話不可）。定員になりしだい、
　受付を終了させていただきます。
※参加費を持参（電話不可・代理可）
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広 

告

はびきのコロセアム
   教室参加者募集　☎ 937-3123　

ダンベル体操教室�参加者募集
　ソフトダンベルを使って運動不足を
解消しましょう。
日時　平成 22年１月12日～３月23日
　毎週火曜日（全10回、２/２を除く）
　13:45～14:45
会場　コロセアム　サブアリーナ
対象　女性の方
定員　先着 60人
費用　4,000円（保険料含む）
申込　12月７日㈪　９:00～
　コロセアムで受付いたします。
※参加費を持参（電話不可・代理可）

バトントワリング教室�参加者募集
　パレード、競技、音楽にのり幅広い
分野に夢が広がります。基本的なトワ
ールから段階ごとに高度な技に挑戦。
日時　平成 22年１月12日～３月16日
　毎週火曜日（全10回）
　18:00 ～19:30
会場　コロセアム　メインアリーナ
対象　市内在住の小学生と中学生
定員　先着40人
費用　4,000円（保険料含む）。
　バトン代 4,400円別途必要
申込　12月８日㈫　17:30 ～
　コロセアムで受付いたします。
※参加費を持参（電話不可・代理可）

施設管理公社主催

寄せ植え講座受講生募集
日時　12月19日㈯　13:00～15:00
会場　グレープヒルスポーツ公園
対象　市内在住・在勤・在学の方
定員　20人（定員になりしだい締切）
費用　3,000円（材料費含む）
申込　12月５日㈯　10:00 ～
　　　電話での申込可
問合せ　グレープヒルスポーツ公園
　☎ 958-5511

親子ふれ愛（ふろ愛）

 12月6・13・20・27日㈰

　保護者同伴の
子ども（小学生以
下）の市内銭湯
無料入浴デー、
ふれあいを大切に…。
近所のおじさん、おばさんと同伴
でもいいよ。
※ただし、日曜日が休業の場合
   は前日の土曜日です。

   

高年者敬老入浴
　65歳以上の市民を対象に毎月１回、
市内の公衆浴場において敬老入浴を行
います。入浴時に対象年齢以上である
ことを申し出てから入浴してください。
　なお、本年４月から一人あたり100
円をご負担いただくこととなりました。
日時　12月15日㈫、
　　　平成 22年１月15日㈮
費用　100円
利用できる施設　
　古市温泉、羽曳野温泉、紅梅湯
　新高鷲温泉（12月のみ14日㈪）
問合せ　福祉支援課

気功教室�参加者募集
日時　平成22年１月６日～３月10日
　毎週水曜日（全10回）　
　13:45～14:45
会場　コロセアム　フリールーム3
対象　市内在住・在勤の方
定員　先着30人
費用　4,000円（保険料含む）
持物　運動できる服装と上靴
申込　12月９日㈬　13:00 ～
　コロセアムで受付いたします。
※参加費を持参（電話不可・代理可）

エアロビクス教室　参加者募集
　ゆっくりとウォーキングから簡単な
ステップワークにチャレンジ。
日時　平成 22年１月８日～３月12日
　毎週金曜日（全10回）　
　14:00 ～15:00
会場　コロセアム　フリールーム1
対象　市内在住・在勤の方
定員　先着30人
費用　4,000円（保険料含む）
申込　12月11日㈮　13:00 ～
　コロセアムで受付いたします。
※参加費を持参（電話不可・代理可）
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相　談 開　催　日 時　間 会　場 予　約�・�そ　の　他

法律相談

１日 ･ ８日
15 日 ･22 日㈫

平成 22 年１月５日㈫ 13:30 〜 16:30
市役所１階 市民相談室

開催日の前週の金曜日、９:00 〜専用電話にて予約を受付け
ます。専用電話（☎ 072‐957‐4000）
1 日あたり定員８人。相談時間は 20 分。
※１月５日㈫ ･ ７日㈭分の予約については、12 月 26 日㈮に受付ます。

３日 ･17 日㈭
平成 22 年１月７日㈭ 陵南の森総合センター

人権相談 18 日㈮ 14:00 〜 16:00 市役所別館３階　会議室 予約不要。直接お越しください。

女性相談
（第１・４水曜日）

２日㈬
13:30 〜 16:30

市役所１階 市民相談室 ( 電話・面接 ) 離婚、介護、子育ての悩み、女性の身体や性に関する悩みなど。
予約は随時受付けます。

（☎ 958‐1111　内線 1055）16 日㈬ 陵南の森総合センター（面接のみ）

行政相談 ９日㈬ 13:00 〜 15:00 市役所１階市民相談室
国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。

消費者相談
毎週㈪㈮

（㈷は除く）
10:00 〜 15:00 レディースセンター

当日の９:30 までに産業振興課へ予約してください。
（先着４人）（☎ 958‐1111　内線 2780）

心配ごと相談
６日㈰

13:00 〜 16:00
市役所別館１階　④番窓口前面談室 予約不要。直接お越しください。民生委員の皆様が、あらゆ

るご相談に応じます。（社会福祉協議会　☎ 958-2315）13 日㈰ 社会福祉協議会 西部事務所

障害者生活相談
毎日

（㈯㈰㈷は除く）

９:00 〜 17:30 障害者総合支援センターはる
身体または知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関
するご相談。（☎ 957‐1607・ ＦＡＸ 957‐1604）

８:45 〜 17:00 地域支援センターばんびーの
18 歳未満の障がい児の方のご相談。

（☎ 950‐1530･ ＦＡＸ 950‐1531）

９:00 〜 17:30 支援センターフレンドハウス
精神障がい者の方のご相談。

（☎ 953‐0519･ ＦＡＸ 953‐0567）

障害者雇用相談 17 日㈭ 13:00 〜 17:00 市役所別館１階　相談室 福祉支援課に予約。( ☎ 958‐1111　内線 1150･ ＦＡＸ 957‐1238）

育児相談 毎日
（㈯㈰㈷は除く） ９:00 〜 17:00 保健センター まずは電話でご相談ください。（☎ 956‐1000）

教育相談 ４日 ･18 日㈮ 10:00 〜 16:00 青少年児童センター 電話でも相談可能。（☎ 952‐0032）

育児・子育て・
児童相談

毎日
（㈯㈰㈷は除く）

９:00 〜 17:00
子育て支援センター
ふるいち ・ むかいの

直接お越しください（予約不要）。
電話でも相談可能。 （☎ 958‐3308）

家庭児童相談
毎日

（㈯㈰㈷は除く）
９:00 〜 17:00 市役所別館 子育て支援課

子育て支援課に予約してください。
（☎ 958‐1111　内線 1250）

母子家庭相談 毎週火・金曜日 ９:00 〜 17:00 市役所別館 子育て支援課
子育て支援課に予約してください。

（☎ 958‐1111　内線 1224）

教育相談 毎日
（㈯㈰㈷は除く） 10:00 〜 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） まずは電話でご相談ください。（☎ 958‐7867）

年金相談 21 日㈪
10:00 〜 12:00
13:00 〜 16:00

市役所１階
予約不要。年金手帳など持参してください。保険料の納付は
できません。 （☎ 958‐1111　内線 1720）

総合相談 １日 ･15 日㈫ 13:00 〜 16:00 人権文化センター
人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要。電話または
直接お越しください。開催日以外でも平日随時受付。

（☎ 937-0860）

若者自立の
ための無料相談

18 日㈮ 14:00 〜 17:00 羽曳野市市民会館３階５会議室
まずお電話でご相談ください。

（若者自立塾室生館：☎ 0745‐92‐5566)

介護相談 毎日
（㈯㈰㈷は除く） ９:00 〜 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所）
予約不要。直接お越しください。
電話でも相談可能。 （☎ 958‐2315）

ボランティア相談 毎日
（㈯㈰㈷は除く） ９:00 〜 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所）
予約不要。直接お越しください。
電話でも相談可能。 （☎ 958‐2315）

総合福祉相談
毎日

（㈯㈰㈷は除く）
９:00 〜 17:30

市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。
電話でも相談可能。 （☎ 958‐2315）

社会福祉協議会 西部事務所 まずは電話でご相談ください。 （☎ 953‐8067）

学習相談
毎日

（㈷は除く）
９:00 〜 17:00 LIC はびきの１階 市民大学

（☎ 950-5503･ ＦＡＸ 950‐5650)、市民大学ウェブサイトで
も受付。

農業相談 22 日㈫ 13:00 〜 16:00 市役所４階 農業委員会事務局 前日までに予約（先着３人）（☎ 958‐1111 内線 4710）

地域就労相談
毎日

（㈯㈰㈷は除く）
９:00 〜 17:00

地域就労支援センター

（人権文化センター内）

（☎ 937‐0860）または直接お越しください。
※市役所地域就労支援センターでは、ハローワークインター
　ネットサービスによる情報提供もしていますので、ご利用
　ください。

認知症高齢者に
関する介護相談会

15 日㈫ 13:30 〜 16:30 市役所別館２階　研修室３
電話でお申込ください。定員になりしだい締切ます。

（グループホームみやび　☎ 950-0382）

相　談 開　催　日 時　間 予　約��・��そ　の　他
青少年相談コーナー

（16〜おおむね25歳）

毎日

㈯㈰㈷は除く
９:00 〜 17:45

大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもり等）

を専門の担当者がお受けします。☎（0721-25-1172）

青少年本人専用相談
毎日

㈯㈰㈷は除く
16:00 〜 22:00

青少年本人からの相談を専門の担当者が☎（06‐6946‐0003）と E メール（ssl@yso.or.jp）で

お受けします。

12 月の相談の日程 お気軽にご相談ください（すべて無料です）
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ふ る さ と 納 税

��匿名　　              ¥10,000
��山中　文子 様     金額非公表

使い道、累計などについては市ウェブ
サイトをご覧ください。
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俳句・川柳などジャンルは問いません。なお、初めての方やしばらく掲載していな
い方を優先していますので、ご了承ください。また、投稿の際は、ふりがな、住所、電
話番号も添えてください。

（あて先）〒583-8585　羽曳野市役所　秘書課広報担当

市民の皆さんの趣味の欄です
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　大津神社南バス停は道幅が狭く、
循環バスをお待ちして頂く時に危険で
した。北へ150ｍ移動すると、府道
拡幅工事が終わり、歩道があり、安
心してお待ちしていただける所があり
ますので、高鷲駅南バス停と改名して
移動します。

平成23年１月５日から循環バス、
バス停が移動します。

高鷲駅

至
・
恵
我
ノ
荘

至
・
藤
井
寺

Ｎ

北宮中部
公 民 館

旧バス停

新バス停
高鷲駅南バス停

大津神社

ベ
ビ
ー
ハ
ウ
ス
社
協

感染予防のための手洗い講習会
内容　①インフルエンザの予防について
　②手洗いの基本と注意点について
日時　12月12日㈯　
　①午前の部　10:00 ～12:00
　②午後の部　13:30 ～15:30
場所　大阪府立大学羽曳野キャンパス
費用　無料（粗品進呈）
申込　ＦＡＸ 950-2121
　氏名、連絡先（住所・電話番号）１
　件につき２人以内でのお申込ください。
締 切　①②�12月４日㈮　17:00まで
（応募者多数の場合は抽選。当選
者のみに連絡いたします。

問合せ　大阪府立大学看護部　斉藤
　☎ 950-2786　　

●
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
●

平成 21年　秋の叙勲受章者（11月３日発令）
　　　○ 旭日小綬章

　　　　　　�田仲健郎（高鷲）　地方自治功労
　　　○ 瑞宝小綬章

　　　　　　�大賀猷二（羽曳が丘）　海上保安功労
　　　○ 瑞宝双光章

　　　　　　  片山喜久江（はびきの）　看護業務功労
　　　　　　松本市郎（古市）　更生保護功労

第 13 回　危険業務従事者叙勲受章者（11月３日発令）
　　　○ 瑞宝双光章

　　　　　　�福本惣一（古市）　海上保安功労
　　　○ 瑞宝単光章

　　　　　　�植田了一（はびきの）　警察功労
　　　　　　河本仁平（南古市）　警察功労　　　
　　　　　　正林照男（高鷲）　警察功労　　
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一
般
質
問
・
委
員
会
報
告
等

　

平
成
21
年
第
３
回
定
例
会
は
、
10
月
1
日
か
ら

11
月
２
日
ま
で
33
日
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
20
年
度
各
会
計
決
算
や

平
成
21
年
度
各
補
正
予
算
、
市
立
健
康
ふ
れ
あ
い

の
郷
ス
ポ
ー
ツ
公
園
条
例
な
ど
の
条
例
改
正
、
ま

た
改
正
貸
金
業
法
に
つ
い
て
の
意
見
書
案
、
羽
曳

が
丘
地
区
に
保
育
園
を
新
設
す
る
請
願
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
15
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
で
は
、
役
員
選
挙
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
結
果
に
つ
い
て
は
、
11
月
号
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

○
各
会
計
決
算
を
認
定

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
10
件
の
特
別
会

計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

○
平
成
21
年
度
各
補
正
予
算
を
可
決

　

一
般
会
計
で
は
、
補
正
予
算
第
５
号
、
６
号
に

よ
り
、
あ
わ
せ
て
63
億
2
千
5
万
２
千
円
を
増
額

補
正
し
、
総
額
4
1
3
億
2
千
4
7
0
万
5
千
円

と
し
ま
し
た
。

　

他
に
国
民
健
康
保
険
、
財
産
区
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
特
別
会
計
補
正
予
算
を
可
決

し
ま
し
た
。

○
条
例
・
意
見
書
を
可
決

　

３
件
の
条
例
お
よ
び
改
正
貸
金
業
法
に
つ
い
て

の
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
羽
曳
が
丘
地
区
に
保
育
園
を
新
設
す
る

請
願
に
つ
い
て
は
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

○
報
告
・
議
案
審
議
・
請
願
・
意
見
書
等
の
詳
細

は
次
頁
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
定
例
会

議
案
審
議

峰塚公園からみた峯ヶ塚古墳
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一
般
質
問

嶋
田
　
丘
（
日
本
共
産
党
）

財
産
区
で
の
住
民
訴
訟
判
決
を
尊
重
せ
よ

●
質
問　

財
産
区
財
産
を
め
ぐ
る
裁
判
は
審

議
を
終
え
、
判
決
が
確
定
し
た
。
判
決
は
、

羽
曳
野
市
が
不
法
占
有
し
て
い
た
関
係
者
に

「
約
5
9
0
0
万
円
の
損
害
賠
償
と
一
部
土
地

の
明
け
渡
し
を
請
求
せ
よ
」
と
い
う
も
の
。

そ
こ
で
こ
の
訴
訟
と
そ
れ
に
伴
う
判
決
に
つ

い
て
市
の
受
け
止
め
と
裁
判
は
何
を
問
う
た

の
か
。

●
答
弁　

本
事
件
は
原
告
の
み
な
さ
ん
が
真

相
究
明
の
た
め
の
裁
判
を
さ
れ
、
判
決
が
確

定
し
た
の
だ
か
ら
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た

と
思
う
。
司
法
が
判
断
さ
れ
た
内
容
は
真
摯

に
受
け
止
め
、
法
令
遵
守
の
も
と
に
適
切
に

処
理
を
行
っ
て
い
く
。

●
質
問　

判
決
が
確
定
し
た
以
上
、
市
は
直

ち
に
請
求
す
る
必
要
が
あ
る
が
現
在
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

判
決
の
内
容
を
精
査
し
、
10
月
６

日
、
一
審
被
告
人
ら
に
損
害
賠
償
請
求
及
び

土
地
の
明
け
渡
し
請
求
を
行
っ
た
。

●
質
問　

損
害
賠
償
を
請
求
し
た
と
い
う
こ

と
だ
が
、
そ
の
請
求
に
応
じ
な
い
場
合
は
、

ど
う
対
処
す
る
の
か
。

●
答
弁　

今
回
の
請
求
に
対
し
て
不
履
行
が

あ
っ
た
場
合
は
、
所
定
の
手
続
き
を
行
い
、

判
決
が
実
行
さ
れ
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

●
意
見　

こ
の
住
民
訴
訟
は
、
一
部
特
定
団

体
の
利
益
を
優
先
し
た
市
政
運
営
が
な
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
顕
著
に
物
語
っ
て
い
る
。
こ

の
本
質
を
き
っ
ち
り
見
極
め
る
こ
と
な
く
し

て
再
発
防
止
は
で
き
な
い
。

高
校
授
業
料
の
無
償
化
を
働
き
か
け
よ

●
質
問　

O
E
C
D
加
盟
30
カ
国
の
中
で
高

校
に
授
業
料
が
あ
る
の
は
日
本
含
め
4
カ
国

し
か
な
い
。
経
済
的
な
格
差
に
よ
り
教
育
に

格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
高
校
の
授
業

料
無
償
化
を
ど
う
思
う
の
か
。

●
答
弁　

奨
学
金
制
度
が
先
細
り
す
る
中
、

今
後
の
新
政
権
の
政
策
に
つ
い
て
注
視
し
て

い
く
。

●
質
問　

高
校
入
学
か
ら
大
学
卒
業
ま
で
か

か
る
教
育
費
は
、
平
均
１
人
当
た
り
一
千
万

を
超
え
て
い
る
。
貧
困
と
格
差
が
広
が
る
中
、

高
す
ぎ
る
学
費
の
た
め
中
退
せ
ざ
る
を
得
な

い
若
者
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
重
い
教
育
費

負
担
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

●
答
弁　

高
校
授
業
料
の
無
償
化
の
問
題
で

は
、
授
業
料
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
入
学

金
を
払
う
こ
と
が
で
き
ず
、
高
校
へ
の
道
が

閉
ざ
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
も
あ
る
。
そ
う
い

っ
た
課
題
も
踏
ま
え
て
、
他
の
教
育
長
と
も

考
え
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

●
意
見　

憲
法
26
条
は
、
国
民
に
等
し
く
教

育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
し
、
教
育
基
本
法

第
４
条
で
、
国
民
は
経
済
的
地
位
に
よ
っ
て

教
育
上
差
別
さ
れ
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い

る
。
こ
の
立
場
か
ら
高
校
授
業
料
の
無
償
化

を
国
に
働
き
か
け
て
い
く
べ
き
だ
。

学
校
施
設
の
改
善
を

●
質
問　

当
市
の
学
校
施
設
は
建
築
後
相
当

年
数
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

耐
震
化
を
最
優
先
し
て
い
る
た
め
、
改
善
が

後
景
に
追
い
や
ら
れ
て
い
な
い
か
。

●
答
弁　

全
体
的
な
学
校
施
設
の
整
備
は
、

国
の
教
育
施
設
の
耐
震
補
強
対
策
の
有
効
利

用
を
図
り
つ
つ
、
優
先
度
の
高
い
事
業
か
ら

実
施
す
る
な
ど
、
最
善
の
方
策
を
探
っ
て
い

き
た
い
。

●
要
望　

学
校
施
設
の
改
善
の
た
め
の
優
先

順
位
を
示
し
、
直
ち
に
改
善
へ
の
着
手
を
要

望
す
る
。

報                　      告議  　　　　　案 

案　
　
　
　
　

件

結　

果

報
告

承
認（
全
会
一
致
）

承
認（
全
会
一
致
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
全
会
一
致
）

認
定（
全
会
一
致
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
全
会
一
致
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
全
会
一
致
）

報
告

報
告

報
告

同
意（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
賛
成
多
数
）

可
決（
賛
成
多
数
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
賛
成
多
数
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
賛
成
多
数
）

可
決（
全
会
一
致
）

同
意（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

不
採
択（
賛
成
少
数
）

○
地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
の
規
定
に
よ
る
市
長
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

○
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
の
規
定
に
よ
る
市
長
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

○
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
の
規
定
に
よ
る
市
長
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
と
畜
場
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
土
地
取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
決
算
に
基
づ
く
羽
曳
野
市
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
決
算
に
基
づ
く
羽
曳
野
市
公
営
企
業
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

○
地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
の
規
定
に
よ
る
市
長
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
立
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
ス
ポ
ー
ツ
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
係
る
同
意
に
つ
い
て

○
広
域
行
政
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

○
駅
前
整
備
開
発
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

○
公
共
施
設
建
設
整
備
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

○
交
通
安
全
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

○
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

○
改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全
施
行
等
を
求
め
る
意
見
書

○
羽
曳
が
丘
地
区
に
保
育
園
を
新
設
す
る
請
願

議員提出議案

意見書
報告

議提

意見書請願

2
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吉
田
恭
輔
（
新
生
は
び
き
の
）

●
質
問　

民
主
党
の
勝
利
は
、「
ざ
ん
ぎ
り

頭
を
た
た
い
て
み
れ
ば
文
明
開
化
の
音
が
す

る
」
と
い
っ
た
、
明
治
維
新
始
ま
っ
て
以
来

の
大
き
な
出
来
事
で
あ
る
。
戸
惑
い
も
あ
ろ

う
か
と
思
う
が
、
今
回
の
政
権
交
代
へ
の
思

い
と
今
後
の
考
え
方
に
つ
い
て

●
答
弁　

今
回
の
衆
議
院
選
挙
で
は
政
権
選

択
が
大
き
な
争
点
の
一
つ
と
し
て
争
わ
れ
、

民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
、
と
り
わ
け
地
域

主
権
の
公
約
は
地
域
の
自
主
財
源
を
大
幅
に

増
し
、
自
治
体
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
適
切
に

応
え
ら
れ
る
。
今
後
国
の
施
策
の
変
更
に
伴

い
、
国
民
生
活
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
は

不
透
明
だ
が
、地
方
分
権
の
流
れ
は
加
速
し
、

地
方
自
治
体
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
重

要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問　

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
ダ
ル

ビ
ッ
シ
ュ
有
投
手
が
、
子
ど
も
福
祉
基
金
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ふ
る
さ
と
基
金
の
有

効
利
用
に
つ
い
て
、
ま
た
当
市
お
住
ま
い
の

ご
両
親
の
考
え
方
に
つ
い
て

●
答
弁　

市
内
の
児
童
養
護
施
設
の
子
供
た

ち
に
直
接
野
球
用
具
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
大
変

好
評
だ
っ
た
。
ま
た
中
央
図
書
館
に
ダ
ル
ビ

ッ
シ
ュ
有
文
庫
を
設
置
す
る
。
ま
た
基
金
の

活
用
に
つ
い
て
は
お
父
様
と
数
回
打
ち
合
わ

せ
を
し
て
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

●
質
問　

６
月
25
日
付
の
北
海
道
の
新
聞
に

ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
選
手
と
北
川
市
長
の
対
談
が

大
き
く
載
っ
て
い
た
。
自
分
を
育
て
て
く
れ

た
羽
曳
野
市
へ
の
恩
返
し
と
し
て
、
な
に
か

形
の
残
る
こ
と
を
し
た
い
。
資
金
は
私
が
出

す
の
で
、
野
球
専
用
の
硬
式
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
市
長
は
多
目
的
ス
ポ
ー

ツ
施
設
を
整
備
す
る
中
で
野
球
専
用
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
構
想
を
こ
の
４
、５
年
に
め
ど
を
つ

け
た
い
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

●
答
弁　

ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
選
手
か
ら
、
是
非

硬
式
の
野
球
が
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
作
っ

て
ほ
し
い
と
要
望
を
受
け
た
。
今
あ
る
施
設

を
有
効
に
活
用
し
、
そ
う
し
た
中
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
用
地
を
確
保
で
き
れ
ば
と
の
非
常
に
強

い
思
い
が
あ
る
。
彼
の
思
い
も
あ
る
の
で
市

民
の
皆
様
に
そ
の
よ
う
な
構
想
を
出
せ
る
よ

う
な
こ
の
一
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問　

高
鷲
の
高
之
羽
町
会
と
グ
リ
ー
ン

ハ
イ
ツ
の
間
に
大
き
な
空
っ
ぽ
の
中
池
が
あ

る
。
そ
こ
の
空
間
を
二
階
建
て
と
し
て
上
に

公
園
や
広
場
を
設
置
で
き
な
い
か
。
地
域
の

皆
さ
ん
は
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

●
答
弁　

中
池
は
遊
水
池
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
が
、
住
宅
地
の
中
の
大
き
な
空
間
で

あ
る
。
現
在
の
機
能
を
有
し
つ
つ
公
園
な
ど

の
用
地
と
し
て
利
用
し
て
い
く
に
は
多
く
の

問
題
が
あ
り
、
現
状
で
は
厳
し
い
面
も
あ
る

が
、諸
問
題
の
解
決
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

●
質
問　

伊
賀
３
丁
目
の
田
鶴
町
会
に
あ
る

夫
婦
池
で
こ
の
夏
に
た
び
た
び
悪
臭
が
発
生

し
た
が
、
そ
の
原
因
と
対
応
に
つ
い
て
。
ま

た
夫
婦
池
周
辺
の
下
水
道
計
画
に
つ
い
て

●
答
弁　

夫
婦
池
の
北
西
に
浮
き
草
等
が
滞

留
し
、
異
臭
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
。
バ
キ

ュ
ー
ム
で
の
処
理
、
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
の
取

り
か
え
や
浄
化
装
置
を
設
置
し
、
今
後
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
点
検
等
を
行
う
。

ま
た
周
辺
の
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
23

年
度
工
事
完
了
を
目
標
に
進
め
て
い
く
。

●
質
問　

峰
塚
公
園
に
つ
い
て

●
答
弁　

公
園
に
は
雨
や
ど
り
を
す
る
場
所

が
な
い
。
野
外
ス
テ
ー
ジ
の
上
に
テ
ン
ト
を

張
る
。
ま
た
多
く
の
市
民
に
樹
木
の
名
前
を

覚
え
て
い
た
だ
く
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
。

松
村
尚
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

●
質
問　

古
市
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ

い
て
、
現
在
の
状
況
及
び
計
画
は
。

●
答
弁　

基
本
構
想
の
中
で
盛
り
込
ん
で
い

る
。
施
設
管
理
者
が
事
業
計
画
を
策
定
し
実

施
。
駅
の
構
内
２
基
、
構
外
１
基
の
設
置
計

画
。
構
外
は
、
西
出
入
り
口
に
計
画
。

●
質
問　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
伴
い
周
辺

整
備
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
の
計
画
は
。

●
答
弁　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の
ほ
か
、
多

機
能
ト
イ
レ
、
階
段
へ
の
２
段
手
す
り
、
運

行
情
報
提
供
設
備
、
点
字
運
賃
表
・
案
内
板
、

階
段
・
改
札
口
へ
の
誘
導
、
視
覚
障
害
者
へ

の
誘
導
・
警
告
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
。
早
期
実

現
に
向
け
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
設
備
整
備
費

補
助
金
を
今
議
会
に
補
正
予
算
を
上
程
。

●
再
質
問　

東
側
出
入
り
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
設
置
、
踏
切
部
分
の
改
善
、
古
市
駅
西
歩

行
者
専
用
通
路
か
ら
駅
ま
で
の
通
路
改
善
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

●
答
弁　

西
側
を
先
行
す
る
が
、
駅
利
用
者

の
公
平
性
、
利
便
性
等
の
観
点
か
ら
、
東
側

の
構
外
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
あ
る
い
は
ス
ロ
ー
プ

整
備
を
近
鉄
に
要
望
。
踏
切
通
路
部
分
の
改

善
も
要
望
。
さ
ら
に
西
歩
行
者
専
用
通
路
か

ら
駅
ま
で
の
通
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
と
あ
わ
せ
要
望
。

●
要
望　

踏
切
部
分
の
整
備
に
も
積
極
的
に

努
め
、
安
全
安
心
し
て
通
行
で
き
る
整
備
を

要
望
。

●
質
問　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
利
用

状
況
、
駐
車
場
の
利
用
、
満
車
時
の
対
応
は
。

●
答
弁　

乳
幼
児
健
康
診
査
、
予
防
接
種
な

ど
、
毎
年
対
象
者
に
健
診
、
予
防
事
業
を
行

い
、
健
康
相
談
事
業
も
実
施
。
ま
た
休
日
急

病
診
療
所
や
３
市
で
準
夜
帯
の
小
児
急
病
診

療
事
業
を
実
施
。
各
種
健
診
事
業
は
、
１
日

60
名
か
ら
1
9
0
名
の
受
診
者
、
休
日
急
病

診
療
所
、
小
児
急
病
診
療
事
業
に
１
日
平
均

20
名
程
度
の
受
診
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
影
響
で
シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー
ク
に
は
、
61
名

の
受
診
者
で
込
み
合
う
。
来
館
者
用
と
し
て

24
台
の
駐
車
場
が
あ
る
が
、
健
診
医
師
用
の

車
両
分
の
確
保
に
よ
り
20
台
程
度
と
な
っ
て

お
り
、
健
診
受
付
時
間
を
ず
ら
す
な
ど
緩
和

策
を
講
じ
て
い
る
。
満
車
時
は
案
内
看
板
を

設
置
し
、
市
役
所
来
客
用
駐
車
場
を
利
用
。

●
要
望　

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
状
況

だ
が
、
で
き
る
だ
け
の
配
慮
を
。

●
質
問　

各
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
、
各
施

設
に
学
習
ス
ペ
ー
ス
は
あ
る
の
か
。
対
応
人

数
と
利
用
状
況
は
。

●
答
弁　

各
図
書
館
お
よ
び
石
川
プ
ラ
ザ
に

は
、
学
習
す
る
ス
ペ
ー
ス
席
は
な
い
。
モ
モ

プ
ラ
ザ
に
は
、
20
人
が
自
由
に
使
え
学
習
可

能
な
多
目
的
ロ
ビ
ー
を
設
け
て
お
り
、
１
日

15
人
程
度
が
学
習
利
用
。
ま
た
丹
治
は
や
プ

ラ
ザ
も
同
様
で
22
人
が
利
用
で
き
、
１
日
約

20
人
が
利
用
。特
に
時
間
等
の
制
限
は
な
く
、

土
日
祝
の
利
用
が
多
い
。

●
要
望　

学
習
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
強
く
要
望
。

●
質
問　

環
境
問
題
に
つ
い
て
、
現
在
お
よ

び
今
後
の
取
り
組
み
は

●
答
弁　

補
助
制
度
は
な
い
が
、
省
エ
ネ
リ

フ
ォ
ー
ム
減
税
制
度
が
あ
り
、
要
件
を
満
た

せ
ば
、
所
得
税
と
固
定
資
産
税
の
優
遇
制
度

が
受
け
ら
れ
る
。
要
件
は
、
平
成
20
年
～
平

成
22
年
に
行
わ
れ
た
、
二
重
サ
ッ
シ
化
、
複

層
ガ
ラ
ス
化
な
ど
断
熱
改
修
工
事
で
あ
り
、

改
修
し
た
部
位
が
新
た
な
省
エ
ネ
基
準
に
適

合
す
る
こ
と
。

●
要
望　

多
く
の
方
に
周
知
を
要
望
。
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広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

国
民
健
康
保
険
料
の
値
下
げ
に
つ
い
て

●
質
問　

平
成
20
年
度
の
国
保
決
算
で
は

５
億
円
の
基
金
が
積
み
立
て
ら
れ
、
別
に

７
億
円
が
繰
り
越
さ
れ
、
合
計
12
億
円
の
財

政
が
あ
る
。
年
間
１
世
帯
１
万
円
値
下
げ
し

市
民
の
負
担
を
減
ら
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

●
答
弁　

繰
り
越
し
を
確
保
し
、
健
全
財
政

を
保
つ
こ
と
に
よ
り
、
国
か
ら
手
厚
い
交
付

金
を
受
け
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
基
金
は
高

額
な
医
療
費
の
発
生
な
ど
、
偶
発
的
な
要
因

に
基
づ
く
保
険
財
政
の
変
動
に
対
応
す
る
場

合
に
取
り
崩
す
も
の
で
、
保
険
料
の
引
き
下

げ
に
充
て
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
。

●
要
望　

市
民
は
高
い
保
険
料
や
医
療
費
が

払
え
な
い
と
苦
し
ん
で
い
る
。
赤
字
で
も
値

下
げ
し
て
い
る
市
も
あ
る
。
財
政
が
12
億
円

も
あ
る
の
だ
か
ら
、
せ
め
て
２
億
円
を
使
い
、

年
間
１
世
帯
１
万
円
値
下
げ
す
べ
き
。
新
政

権
に
対
し
て
も
、
不
安
定
な
交
付
金
で
な
く
、

国
庫
負
担
金
の
大
幅
増
額
を
求
め
、
払
え
る

保
険
料
に
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
に
つ
い
て

●
質
問　

今
回
の
衆
議
院
選
挙
の
結
果
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
を
な
く
し
て
ほ
し
い
と

い
う
国
民
の
強
い
願
い
が
あ
ら
わ
れ
た
。
今

ま
で
市
長
や
理
事
者
は
、
議
会
の
中
で
一
貫

し
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
「
持
続
可

能
な
制
度
だ
」「
必
要
な
制
度
だ
」
と
答
え

て
こ
ら
れ
た
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

今
後
国
か
ら
新
た
な
制
度
改
正
の

方
針
等
の
提
示
が
あ
れ
ば
、
粛
々
と
市
町
村

が
行
う
べ
き
事
務
を
進
め
て
い
く
。
制
度
の

廃
止
や
新
た
な
制
度
の
枠
組
み
の
創
設
等
に

な
る
場
合
、
市
と
し
て
も
国
に
対
し
市
民
、

高
齢
者
に
と
っ
て
よ
り
良
い
制
度
と
な
る
よ

う
必
要
な
要
望
、
発
信
を
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

お
年
寄
り
に
重
い
負
担
と
差
別
医

療
を
押
し
付
け
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は

来
年
4
月
に
保
険
料
を
値
上
げ
す
る
予
定
。

直
ち
に
廃
止
し
、
一
旦
老
人
保
健
制
度
に
戻

し
、
負
担
が
増
え
る
場
合
は
国
が
手
当
て
す

る
よ
う
強
く
国
に
求
め
て
ほ
し
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

●
質
問　

感
染
を
抑
え
る
た
め
、
国
の
責
任

で
予
防
接
種
法
に
準
じ
て
公
費
で
の
助
成
を

求
め
る
と
と
も
に
、
羽
曳
野
市
で
も
補
助

を
出
し
、
優
先
接
種
の
対
象
者
す
べ
て
に
接

種
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。
ま
た
受
診
を
保

障
す
る
た
め
に
国
民
健
康
保
険
証
を
す
べ
て

の
対
象
者
に
早
急
に
送
付
す
べ
き
だ
が
ど
う

か
。

●
答
弁　

優
先
的
に
接
種
す
る
者
の
う
ち
、

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
費
用
を
助
成
す

る
国
の
基
本
方
針
に
従
っ
て
進
め
て
い
き
た

い
。
市
と
し
て
の
独
自
の
助
成
は
考
え
て
い

な
い
。
ま
た
、
11
月
か
ら
の
保
険
証
の
切
り

か
え
に
伴
い
、保
険
料
の
滞
納
世
帯
に
対
し
、

必
要
な
分
納
や
減
免
の
ご
相
談
を
し
て
保
険

証
の
交
付
を
し
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
は
11

月
を
超
え
て
も
納
付
相
談
に
来
ら
れ
な
い
場

合
、
12
月
上
旬
に
６
カ
月
間
有
効
の
短
期
被

保
険
者
証
を
郵
送
す
る
。

●
要
望　

せ
め
て
低
所
得
者
の
方
に
は
無
料

で
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
市
と
し

て
も
補
助
を
出
す
べ
き
。
国
に
対
し
て
も
強

く
全
額
公
費
負
担
を
求
め
て
ほ
し
い
。
ま
た

公
衆
衛
生
予
防
の
た
め
に
も
、
す
べ
て
の
市

民
に
保
険
証
を
発
行
し
て
ほ
し
い
。

　

恵
我
ノ
荘
駅
前
整
備
と
交
通
安
全
対
策

は
、
広
く
市
民
の
意
見
を
聞
き
１
日
も
早
く

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
要
望
。　

岩
田
賢
二
郎
（
新
生
は
び
き
の
）

●
質
問　

政
権
交
代
に
よ
る
影
響
に
つ
い

て
①
国
の
補
正
予
算
見
直
し
に
よ
る
当
市

へ
の
影
響
は
。
②
執
行
停
止
に
な
っ
た
場

合
の
対
応
は
。

●
答
弁　

①
現
況
で
は
具
体
的
な
通
知
と

し
て
は
届
い
て
い
な
い
。
今
後
ど
の
事
業

が
ど
れ
だ
け
削
減
さ
れ
る
の
か
、
情
報
収

集
を
通
じ
て
状
況
把
握
に
努
め
て
い
き
た

い
。
②
国
か
ら
の
補
助
金
が
内
示
に
よ
り

歳
入
が
確
実
視
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
事

業
の
執
行
を
図
る
が
、
万
一
執
行
停
止
に

な
れ
ば
、
本
市
の
財
政
運
営
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
事
業
自
体
を
一
旦

白
紙
に
戻
し
、
今
後
の
財
政
状
況
や
財
源

等
を
斟
酌
し
な
が
ら
再
検
討
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

●
質
問　

市
立
小
・
中
学
校
・
幼
稚
園
の

耐
震
化
事
業
の
今
後
の
計
画
は
。

●
答
弁　

小
・
中
学
校
の
耐
震
事
業
の
今

後
の
計
画
は
、
今
回
お
願
い
し
て
い
る
補

正
予
算
に
よ
り
、
今
年
度
に
耐
震
２
次
診

断
を
実
施
し
て
い
る
28
棟
に
つ
い
て
、
耐

震
補
強
工
事
の
実
施
設
計
お
よ
び
耐
震
補

強
工
事
、
ま
た
古
市
小
学
校
の
旧
屋
内
運

動
場
２
階
の
代
替
教
室
の
増
築
工
事
を
実

施
す
る
計
画
で
、
こ
れ
ら
の
工
事
が
完
了

す
る
と
、
1
0
7
棟
中
耐
震
性
能
を
満
た

す
建
物
は
72
棟
と
な
り
、
耐
震
化
率
は

67
.
3
%
と
な
る
見
込
み
。
耐
震
２
次
診

断
を
実
施
し
て
い
な
い
棟
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
中
に
２
次
診
断
を
早
期
に
実
施
で

き
る
よ
う
財
政
部
局
に
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
。
耐
震
２
次
診
断
の
必
要

な
小
・
中
学
校
の
内
、
西
浦
高
校
の
跡
地

利
用
の
可
能
性
を
探
り
な
が
ら
、
今
後
の

学
校
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
必

要
な
峰
塚
中
学
校
と
誉
田
中
学
校
お
よ
び

児
童
数
の
減
少
に
よ
り
課
題
と
な
っ
た
施

設
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
の
検
討
が
必
要

な
埴
生
小
学
校
を
除
き
、
原
則
と
し
て
簡
易

な
診
断
方
法
で
あ
る
耐
震
１
次
診
断
の
数
値

が
I
s
値
の
0
.
3
未
満
の
棟
に
対
し
実
施

し
て
い
る
。

●
要
望　

次
の
補
助
金
も
新
政
府
も
続
け
て

い
た
だ
き
、
そ
れ
に
伴
っ
た
耐
震
化
事
業
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
西
浦
高
校
跡
地
利

用
の
可
能
性
を
探
る
中
で
誉
田
中
学
校
と
峰

塚
中
学
校
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
も
見

逃
せ
な
い
。
羽
曳
野
市
で
一
番
早
く
建
て
か

え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
誉
田
中
学

校
の
円
型
校
舎
だ
。
築
が
昭
和
32
年
で
、
も

う
50
年
以
上
経
っ
て
い
る
。
峰
塚
中
学
校
の

体
育
館
も
早
く
や
ら
な
く
て
は
と
言
い
な
が

ら
、
ず
る
ず
る
来
て
い
る
。
保
護
者
に
不
安

感
を
増
す
だ
け
だ
。
保
護
者
の
方
へ
の
説
明

を
今
き
ち
ん
と
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い

し
、
子
ど
も
達
の
教
育
環
境
は
き
れ
い
に
、

安
全
性
も
確
保
し
て
あ
げ
た
い
。

●
質
問　

古
市
図
書
館
は
現
在
休
館
中
だ

が
、
今
後
の
方
向
性
は
。

●
市
長　

古
市
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
あ
る
と
判

断
し
て
い
る
。
ま
た
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
今
後
低
下
さ
せ
な
い
と
い
う
強

い
思
い
を
持
っ
て
い
る
。
古
市
図
書
館
を
そ

の
ま
ま
継
続
す
る
こ
と
が
、
決
し
て
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
の
新
し
い
、
魅
力
の
あ
る
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
現
状
維
持
で
は
進
歩
が
な
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
合
っ
た
図
書

館
あ
る
い
は
図
書
機
能
を
ど
う
発
揮
す
る
か

は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
。
全
体
的
な
構
想

は
12
月
ま
で
に
お
示
し
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
。

●
他
の
質
問　

①
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
に
つ

い
て
②
古
市
古
墳
群
世
界
遺
産
登
録
に
向
け

て
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笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

障
害
者
自
立
支
援
法
に
廃
止
に
つ
い
て

●
質
問　

新
政
権
が
障
害
者
自
立
支
援
法
の

廃
止
を
打
ち
出
す
中
、
市
と
し
て
一
日
も
早

く
法
案
を
廃
止
す
べ
き
と
声
を
上
げ
行
動
す

べ
き
だ
が
ど
う
か
。

●
市
長　

自
立
支
援
法
の
廃
止
に
つ
い
て
、

大
阪
府
ま
た
近
畿
市
長
会
で
も
国
へ
要
望
を

あ
げ
て
い
く
と
こ
ろ
。
今
す
ぐ
廃
止
を
し
て

ど
う
す
る
の
か
と
い
う
個
々
の
問
題
点
を
明

ら
か
に
し
、
市
町
村
の
意
見
を
十
分
聞
い
て

改
善
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で
あ
る
。

●
要
望　

ま
ず
障
害
者
自
立
支
援
法
の
即
時

廃
止
を
市
と
し
て
強
く
求
め
る
こ
と
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
充
実
に
つ
い
て

●
質
問　

子
ど
も
の
貧
困
が
広
が
る
中
、
子

ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
現
在
、
全
国
の
約
２
割
の
市
町
村
が
、
通

院
・
入
院
と
も
中
学
生
ま
で
医
療
費
助
成
を
し

て
い
る
。
市
は
近
隣
市
町
村
の
水
準
よ
り
も
低

く
、
ま
ず
は
小
学
校
３
年
生
ま
で
助
成
年
齢
を

引
き
上
げ
る
べ
き
だ
が
そ
の
考
え
は
。

●
市
長　

近
隣
市
で
は
、
小
学
校
３
年
、
６

年
生
ま
で
引
き
上
げ
た
所
も
あ
る
が
、
府
下

的
に
は
決
し
て
低
い
位
置
で
は
な
い
。
市
民

の
意
向
を
く
み
、
本
年
４
月
か
ら
就
学
前
ま

で
引
き
上
げ
た
の
で
理
解
し
て
ほ
し
い
。

●
要
望　

憲
法
25
条
に
の
っ
と
り
、
行
政
の

ト
ッ
プ
が
生
命
尊
重
の
姿
勢
を
明
確
に
し
、

新
政
権
に
医
療
費
無
料
化
制
度
の
創
設
を
強

く
働
き
か
け
、
羽
曳
野
で
は
小
学
校
３
年
生

ま
で
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

保
育
園
の
充
実
（
駒
ヶ
谷
保
育
園
の
統
廃
合

問
題
に
つ
い
て
）

●
質
問　

こ
の
間
公
立
保
育
園
が
２
園
廃
園

さ
れ
る
中
、
老
朽
化
を
理
由
に
突
然
駒
ヶ
谷

保
育
園
の
来
年
３
月
の
廃
園
計
画
が
出
さ
れ

た
。若
い
世
代
に
経
済
的
貧
困
が
広
が
る
中
、

待
機
児
も
増
え
て
い
る
。
①
保
育
園
の
廃
園

で
は
な
く
、
さ
ら
に
充
実
す
べ
き
だ
が
考
え

は
。
②
保
護
者
に
は
全
く
知
ら
さ
れ
て
い
な

い
こ
の
計
画
は
、
保
護
者
会
か
ら
の
廃
園
の

白
紙
撤
回
を
求
め
る
申
し
入
れ
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
ま
ず
廃
園
を
白
紙
に
戻
し
、
保
護

者
と
の
話
し
合
い
を
持
つ
べ
き
だ
が
市
長
の

考
え
は
。

●
市
長　

①
保
育
園
の
統
廃
合
は
、
市
の
総

合
基
本
計
画
に
載
せ
、
保
育
園
の
運
営
等
の

あ
り
方
の
答
申
も
受
け
、
財
政
健
全
化
計
画

で
下
開
、
駒
ヶ
谷
保
育
園
の
統
合
を
検
討
し

て
き
た
の
で
、
唐
突
で
は
な
い
。
老
朽
化
が

進
み
、万
が
一
の
事
故
も
考
え
て
判
断
し
た
。

②
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
地
区
長
さ
ん
を

通
じ
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を
通
じ
て
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

●
要
望　

今
回
の
廃
園
は
、
唐
突
以
外
の
何

物
で
も
な
い
。
駒
ヶ
谷
地
域
の
活
性
化
を
す

す
め
る
な
ら
、
保
育
園
を
充
実
し
、
待
機
児

を
な
く
し
て
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
す
す
め
る
べ
き
。
ま
ず
廃
園
問
題
は
白
紙

に
戻
し
、
保
護
者
と
の
話
し
合
い
を
早
急
に

す
べ
き
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

期
日
前
投
票
の
投
票
所
と
投
票
の
あ
り
方
に

つ
い
て

●
質
問　

①
期
日
前
投
票
の
場
所
が
変
更
さ

れ
た
が
、
改
善
内
容
と
問
題
点
は
。
②
入
所

施
設
や
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票
も
さ
ら

に
利
用
者
の
声
を
生
か
し
改
善
は
で
き
な
い

か
。

●
答
弁　

①
投
票
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
事
務

処
理
を
改
善
し
た
が
、
混
雑
も
あ
り
今
後
は

人
員
増
な
ど
検
討
し
て
い
く
。
②
情
報
提
示

す
る
よ
う
周
知
徹
底
し
、
問
題
解
決
に
向
け

対
応
し
た
い
。

●
要
望　

公
正
な
選
挙
の
た
め
、
ぜ
ひ
改
善

を
と
要
望
。　

田
仲
基
一
（
自
由
民
主
党
）

中
学
校
給
食
事
業
に
つ
い
て

●
質
問　

①
全
国
で
８
割
実
施
、
大
阪
府
と

神
奈
川
県
だ
け
10
％
前
後
の
低
い
実
施
率
。

こ
の
地
域
格
差
が
な
ぜ
続
い
て
い
る
の
か
。

②
現
状
を
憂
い
、
府
内
の
自
治
体
が
独
自
の

取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。
そ
の
状
況
を
聞

く
。

●
答
弁　

①
は
っ
き
り
し
た
原
因
は
明
確
に

答
え
ら
れ
な
い
が
、
中
学
校
給
食
に
つ
い
て

の
考
え
方
、
府
内
市
町
村
の
財
政
状
況
等
が

絡
み
合
っ
て
現
在
の
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

②
完
全
給
食
実
施
は
５
市
、
市
内
１
校
の
み

が
２
市
、
ミ
ル
ク
給
食
の
み
実
施
が
３
市
、

デ
リ
バ
リ
ー
給
食
を
実
施
し
て
い
る
市
が
２

市
。
近
隣
で
は
富
田
林
市
が
ス
ク
ー
ル
ラ
ン

チ
制
度
に
切
り
か
え
る
形
で
取
り
組
み
を
始

め
た
。
今
後
そ
の
動
向
を
見
守
り
た
い
。

●
要
望　

今
後
保
護
者
や
市
民
の
声
を
聞
く

場
づ
く
り
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
強
く
要
望
。

中
学
校
ク
ラ
ブ
活
動
の
現
状
に
つ
い
て

●
質
問　

例
え
ば
武
道
に
取
り
組
も
う
と
す

る
子
供
た
ち
の
多
く
は
私
学
を
選
択
す
る
し

か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
克
服
し
、
公

立
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
通
う
中
学
に
希
望
ク
ラ
ブ
が
な
い
生
徒

に
対
し
、
越
境
部
活
動
、
合
同
部
活
動
を
認

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
積
極
的
に
民

間
指
導
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
め
な
い
か
。

●
答
弁　

指
導
者
不
足
等
厳
し
い
状
況
に
あ

る
部
活
動
に
つ
い
て
、
地
域
指
導
者
の
活
用

あ
る
い
は
複
数
校
の
合
同
部
活
動
の
推
進

等
、
柔
軟
な
運
営
に
努
め
て
い
る
。
今
後
と

も
地
域
指
導
者
の
活
用
あ
る
い
は
複
数
校
の

合
同
部
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
。

●
要
望　

市
内
６
中
学
に
は
「
あ
る
ク
ラ

ブ
」、「
な
い
ク
ラ
ブ
」
の
ば
ら
つ
き
が
残
念

な
が
ら
存
在
す
る
。
例
え
ば
空
手
は
ゼ
ロ
、

柔
道
部
は
峰
塚
中
学
１
校
の
み
、
剣
道
部
は

羽
曳
野
中
学
、
高
鷲
南
中
学
に
な
い
。
高
鷲

中
学
に
は
陸
上
部
が
な
い
。
こ
れ
ら
校
区
の

子
供
た
ち
の
中
に
は
行
き
た
い
ク
ラ
ブ
が

な
い
か
ら
、
仕
方
な
く
私
学
を
選
ば
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
子
や
、
住
民
票
の
移
動
を
真
剣

に
考
え
て
い
る
保
護
者
も
い
る
。
市
内
ど
の

中
学
校
に
在
籍
し
て
い
て
も
平
等
に
部
活

動
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
頂
き
た
い

と
願
い
、
校
区
の
枠
を
超
え
た
部
活
動
の

自
由
選
択
と
小
学
校
の
先
生
方
と
の
連
携
、

民
間
指
導
者
の
積
極
的
活
用
を
要
望
。

減
少
す
る
水
利
用
、
給
水
量
の
対
策
に
つ

い
て

●
質
問　

当
市
独
自
の
施
策
と
し
て
、
農

地
、
緑
地
へ
の
給
水
に
限
定
し
た
「
新
規

負
担
金
減
額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。
蛇
口
の
数
が
増
え
れ
ば
、
水

使
用
の
促
進
と
な
り
、
農
業
振
興
・
市
内

緑
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
問

題
へ
の
啓
発
に
も
な
る
。

●
答
弁　

水
道
管
の
新
設
に
つ
い
て
の
負

担
金
の
軽
減
は
、
例
外
な
く
水
道
事
業
が
公

営
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
益
者
負
担
の

原
則
に
の
っ
と
る
こ
と
を
理
解
さ
れ
た
い
。

●
要
望　

国
で
す
ら
Ｅ
Ｔ
Ｃ
に
よ
る
高
速

道
路
料
金
の
値
引
き
、
無
料
化
に
ま
で
議

論
が
進
ん
で
い
る
。
水
道
事
業
は
蛇
口
が
つ

い
て
初
め
て
商
売
に
な
る
。
民
間
意
識
の

導
入
と
は
そ
う
い
う
も
の
。
ぜ
ひ
実
施
に

向
け
て
関
係
各
課
で
協
議
さ
れ
た
い
。
市

町
村
が
国
や
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
メ
ニ
ュ

ー
を
こ
な
す
だ
け
の
時
代
は
も
う
終
わ
る
。

職
員
の
皆
さ
ん
の
創
意
工
夫
な
く
し
て
市

は
決
し
て
よ
く
な
ら
な
い
。
22
年
度
予
算

編
成
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
と
ら
え
、
少
な
い
投
資
で
大
き
な
効

果
を
目
標
に
画
期
的
な
施
策
発
案
を
願
う
。
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今
井
利
三
（
新
生
は
び
き
の
）

　

こ
の
４
年
間
市
民
と
し
て
の
目
線
で
の

市
政
の
感
想
を
述
べ
た
い
。
市
民
に
対
し

て
説
明
不
足
が
か
な
り
あ
る
と
思
う
。
例

え
ば
コ
ロ
セ
ア
ム
駐
車
場
の
無
料
時
間
の

短
縮
、
値
上
げ
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

理
解
で
き
る
よ
う
周
知
期
間
を
設
け
る

か
、
実
験
期
間
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
広
報
に
頼
り
す
ぎ
で
あ
る
。

●
質
問　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
に

つ
い
て
、
低
所
得
者
の
方
の
軽
減
策
は
、

高
齢
者
の
方
、
小
・
中
学
生
の
対
策
は
、

ま
た
学
校
教
職
員
の
予
防
は
ど
の
様
に
行

っ
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

確
保
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
の
量
に

限
り
が
あ
り
、
国
の
基
本
方
針
に
基
づ
き

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
。
小
学
低
学
年
、
高
学
年
、
中
高
生
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
も
優
先
的
に
接
種
す

る
。
学
校
教
職
員
の
予
防
は
朝
の
検
温
、

マ
ス
ク
の
着
用
等
、
自
己
管
理
を
徹
底
す

る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
低
所
得
者
の
方

の
軽
減
策
は
、
予
防
接
種
法
に
準
じ
て
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
助
成
措
置
を
講
じ

る
。

●
質
問　

行
政
書
士
等
に
よ
る
戸
籍
謄
本

等
の
不
正
入
手
に
つ
い
て
、
本
人
通
知

や
情
報
開
示
に
つ
い
て
の
考
え
を
聞
き
た

い
。

●
答
弁　

本
人
通
知
の
登
録
を
し
て
い
た

だ
く
と
、
個
人
情
報
の
不
正
利
用
の
防
止

や
事
実
確
認
の
究
明
が
可
能
と
な
り
、
不

正
請
求
を
抑
止
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ

る
。
出
来
る
限
り
早
い
時
期
に
実
施
し
て

ま
い
り
た
い
。

●
質
問　

以
前
９
の
つ
く
日
に
当
市
に
お

い
て
は
就
労
相
談
窓
口
で
市
民
に
対
し
て

相
談
を
し
て
い
た
が
、
今
現
在
な
か
っ
た

と
思
う
。
就
労
支
援
相
談
窓
口
を
新
設
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

●
答
弁　

就
労
困
難
者
に
対
し
、
市
町
村

が
主
体
で
関
係
機
関
と
連
帯
し
な
が
ら
、

就
労
の
実
現
を
目
指
す
地
域
就
労
支
援
事

業
を
平
成
14
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
。
９
の
つ
く
相
談
日
は
、
平
成
16
年
４

月
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
藤
井
寺
の

新
設
に
よ
り
休
止
と
な
っ
た
が
、
今
後
も

雇
用
行
政
の
推
進
に
努
め
る
。

●
質
問　

市
道
向
野
伊
賀
線
の
道
路
の
拡

張
に
つ
い
て
、
現
状
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
聞
き

た
い
。

●
答
弁　

市
道
向
野
伊
賀
線
は
平
成
４
年

よ
り
拡
張
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
た

が
、
現
在
は
事
業
休
止
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
事
業
区
間
の
一
部
で
地
籍
混
乱
に

伴
う
地
図
訂
正
や
地
権
者
の
同
意
が
得
ら

れ
な
い
な
ど
、
測
量
分
筆
登
記
作
業
が
困

難
な
状
況
で
あ
る
た
め
で
あ
る
が
、
再
始

動
に
向
け
て
今
後
検
討
す
る
。

●
要
望　

市
道
向
野
伊
賀
線
は
現
在
歯
抜

け
状
態
の
よ
う
な
感
じ
で
あ
り
、
こ
の
間

の
道
路
拡
張
の
費
用
が
無
駄
に
な
っ
て
い

る
。
向
野
地
域
で
は
自
主
財
源
で
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
を
つ
く
り
子
供
た
ち
、
若
者

た
ち
が
帰
っ
て
来
る
よ
う
に
日
々
努
力
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
道
路
の
拡
張
が

必
要
で
、
課
題
を
一
つ
で
も
多
く
解
決
し

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
空
き
地
の
問
題

も
一
つ
で
も
多
く
解
決
す
る
の
が
市
の
責

務
だ
と
思
う
。

黒
川
　
実
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

●
質
問　

教
育
現
場
の
現
状
に
つ
い
て

①
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
生
徒
と
い
じ
め

た
側
の
対
応
は
。
②
幼
稚
園
の
耐
震
診
断

結
果
と
耐
用
年
数
は
。
③
今
年
度
耐
震
事
業

は
国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
す
る
が
、
政

権
が
代
わ
っ
た
今
見
直
し
は
。

●
答
弁　

①
各
教
科
、
道
徳
、
特
別
活
動

を
通
じ
て
徹
底
し
て
指
導
。
ア
ン
ケ
ー
ト

や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
週
間
等
で
子
供
の
思

い
に
寄
り
添
う
機
会
の
確
保
、
ま
た
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
専
門
家
の
協
力

や
適
応
指
導
教
室
と
の
連
携
に
よ
る
復
帰

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
不
登

校
予
防
策
と
し
て
、
家
庭
へ
の
連
絡
・
訪

問
に
よ
る
早
期
発
見
・
対
応
、
ま
た
、
担

当
者
を
明
確
に
し
、
早
い
段
階
か
ら
ケ
ー

ス
会
議
を
実
施
す
る
な
ど
組
織
的
、
計
画

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
②
現
在
耐
震
診

断
を
実
施
中
で
あ
り
、
今
年
度
中
に
結
果

が
出
る
と
考
え
て
い
る
。
多
く
幼
稚
園
の

建
物
は
軽
量
鉄
骨
づ
く
り
で
あ
り
、
お
お

む
ね
40
年
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
超
え

る
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
修
繕
、

修
復
等
を
行
っ
て
お
り
、
診
断
結
果
を
今
後

の
判
断
材
料
と
す
る
。
③
国
が
予
算
の
見
直

し
を
進
め
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
耐
震

事
業
に
つ
い
て
執
行
停
止
の
情
報
は
な
い
。

必
要
不
可
欠
な
事
業
で
あ
り
、
市
長
会
等

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
国
に
要
望
す
る
。

●
再
質
問　

①
生
徒
が
教
師
等
に
手
を
上

げ
た
場
合
の
対
応
は
。
②
現
在
持
ち
物
や
風

紀
検
査
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
③
小
学
校
敷

地
内
で
の
幼
稚
園
の
建
て
か
え
の
考
え
は
。

④
誉
田
中
学
校
は
古
く
、
問
題
が
生
じ
て

お
り
、
耐
震
問
題
を
一
番
に
考
え
る
べ
き

で
は
。

●
答
弁　

①
思
春
期
の
子
供
は
気
持
ち
が

抑
え
ら
れ
ず
カ
ッ
と
な
り
手
を
出
す
場
合

が
あ
る
。
突
発
的
な
場
合
は
自
ら
の
身
を

守
る
事
を
最
優
先
す
る
が
、
普
段
指
導
に
あ

た
る
場
合
は
複
数
で
対
応
し
、
落
ち
着
い
た

状
況
で
話
し
を
し
っ
か
り
聞
き
問
題
解
決
に

あ
た
っ
て
い
る
。②
現
在
は
行
っ
て
い
な
い
。

③
14
校
そ
れ
ぞ
れ
施
設
状
況
、
敷
地
規
模
が

違
う
た
め
、
個
別
の
検
証
と
地
域
・
学
校
・

保
護
者
の
理
解
が
必
要
。
厳
し
い
財
政
状
況

を
勘
案
す
れ
ば
、
今
後
の
教
育
施
設
整
備
の

選
択
肢
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
④
誉
田
・

峰
塚
中
学
校
は
、
一
番
耐
震
化
を
図
る
べ
き

中
学
校
で
、本
年
度
耐
震
2
次
診
断
の
予
定
。

府
に
西
浦
高
校
の
跡
地
を
譲
り
受
け
の
申
し

出
を
し
て
い
る
中
、
診
断
結
果
を
踏
ま
え
、

ベ
ス
ト
な
改
善
を
最
大
限
努
力
す
る
。

●
意
見　

先
生
が
手
を
上
げ
る
と
体
罰
と
か

教
育
委
員
会
に
言
う
と
生
徒
に
言
わ
れ
る
。

生
徒
に
手
を
上
げ
ら
れ
て
も
身
を
守
る
だ
け

と
聞
き
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
病
気
に
な
る
先
生

も
い
る
の
で
は
。
持
ち
物
や
風
紀
検
査
も
な

い
と
、
頭
髪
・
制
服
の
乱
れ
や
煙
草
も
許
さ

れ
る
と
思
い
、
外
見
で
判
断
さ
れ
る
子
ど
も

も
出
る
。
私
が
子
供
の
頃
悪
い
事
を
す
る
と

ゲ
ン
コ
ツ
、
ビ
ン
タ
と
今
で
い
う
体
罰
で
怒

ら
れ
る
の
が
普
通
で
、
痛
い
思
い
が
嫌
で
そ

れ
以
上
の
事
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
今
の
子

供
は
口
頭
の
注
意
だ
け
で
反
省
す
る
と
は
思

え
な
い
。
問
題
を
起
こ
す
生
徒
が
口
頭
注
意

で
聞
く
な
ら
同
じ
事
を
し
な
い
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
誉
田
中
学
校
で
は
危
険
な
状
態

で
授
業
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
な

対
応
を
要
望
。

●
他
の
質
問　

本
市
入
札
・
検
査
に
つ
い
て

①
施
工
出
来
な
い
最
低
制
限
価
格
を
公
表
す

る
の
は
。
②
積
算
に
つ
い
て
③
現
場
が
長
期

の
場
合
代
理
人
を
一
時
的
に
外
せ
な
い
か
等

　

古
市
府
営
住
宅
建
替
え
に
つ
い
て
①
ア
ク

セ
ス
道
路
②
買
収
地
で
残
っ
た
残
地
等

6
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新
岡
健
志
（
公
明
党
）

●
質
問　

21
世
紀
の
日
本
は
6
千
万
人
台

以
下
に
半
減
す
る
時
代
に
入
る
と
予
想
さ

れ
て
お
り
、
右
肩
上
が
り
か
ら
少
子
・
高
齢

化
の
時
代
を
迎
え
、
経
済
社
会
の
構
造
変
化

に
対
応
し
た
新
た
な
国
の
枠
組
み
を
示
す

義
務
が
政
治
に
は
あ
る
。
あ
る
べ
き
地
方

分
権
に
つ
い
て
、
そ
し
て
本
市
の
課
題
は
。

●
答
弁　

地
方
分
権
は
地
方
の
自
己
決
定
、

自
己
責
任
を
拡
大
し
、
自
由
で
個
性
的
な
地

域
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
方
自
治
の

確
立
に
向
け
た
改
革
が
進
め
ら
れ
る
べ
き

も
の
。
対
等
、
協
力
の
関
係
の
上
に
国
と
地

方
の
役
割
分
担
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
ま
で
と
か
く
国
と
地
方
自
治

体
の
権
限
争
い
財
源
争
い
と
見
ら
れ
て
い

た
地
方
分
権
は
、
真
に
主
権
者
で
あ
る
住

民
の
暮
ら
し
を
変
え
る
改
革
、
地
域
主
権

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
財
政
状
況
の
厳

し
い
本
市
に
お
い
て
は
、
行
財
政
改
革
に

よ
る
経
営
の
健
全
化
や
新
た
な
財
源
確
保

な
ど
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
都
市
魅
力
の
創
出

や
地
域
の
活
性
化
が
図
れ
る
よ
う
な
様
々

な
施
策
を
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
よ
り
高
度
で
専
門
的

な
か
つ
多
様
な
能
力
が
職
員
に
求
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
広
域

行
政
や
広
域
連
携
の
可
能
性
も
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
は
、
市
民
参
加
、

市
民
協
働
の
も
と
、
知
恵
と
工
夫
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
本
市
と
し
て
は
、
住
民
に
最
も

近
い
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
地
域
の
実
情

や
ニ
ー
ズ
に
適
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
担

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
地
方
分
権
型
社

会
の
発
展
を
目
指
し
、
自
主
的
、
総
合
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
た
め
に
、
国
、

府
と
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
権
限
と

財
源
の
移
譲
を
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

●
再
質
問　

今
後
の
国
の
流
れ
か
ら
、
地

方
主
権
の
方
向
へ
と
さ
ら
に
進
ん
で
い
く

も
の
と
考
え
る
が
、
こ
の
地
域
主
権
、
さ

ら
に
今
議
論
が
表
に
出
て
き
て
い
る
道
州

制
、
ま
た
今
後
の
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

の
市
長
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

●
市
長　

地
方
分
権
に
つ
い
て
は
、
今
現

在
中
央
が
権
限
や
財
源
を
持
っ
た
ま
ま
地

方
に
事
務
的
な
も
の
だ
け
を
押
し
つ
け
て

い
る
の
が
現
状
と
理
解
し
て
い
る
。
真
に

財
源
や
、
権
限
が
移
譲
さ
れ
て
も
、
そ
れ

を
実
行
し
て
い
く
職
員
の
資
質
を
高
め
る

こ
と
が
大
事
だ
。
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
を
無
理
、
む
ら
、
無
駄
を
省
く
と
い

っ
た
意
味
か
ら
共
通
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
近
隣
の
市
町
村
が
と
も
に
情
報
を
密
に

し
な
が
ら
広
域
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

●
要
望　

今
後
地
方
分
権
が
進
む
と
、
地

域
住
民
の
生
活
と
基
礎
自
治
体
の
行
政
と

が
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
、
よ
り
身
近

な
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
そ
の
到
来
に
向

け
て
地
域
住
民
の
自
治
意
識
と
連
帯
意
識

の
高
揚
、
地
域
の
教
育
力
の
強
化
、
人
材

の
糾
合
な
ど
、
重
要
な
課
題
が
山
積
し
て

い
る
。
一
つ
一
つ
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

っ
て
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
長
に
、
ま
す
ま
す
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
、
市
民
が
誇
り
に
思
う
羽
曳

野
市
の
構
築
へ
と
ご
尽
力
を
お
願
い
す
る
。

●
他
の
質
問　

自
治
会
の
役
割
と
そ
の
支

援
に
つ
い
て
。

秋
田
栄
一
（
公
明
党
）

保
育
行
政
に
つ
い
て

●
質
問　

駒
ヶ
谷
保
育
園
を
廃
園
に
し
、

下
開
保
育
園
に
統
合
す
る
と
い
う
計
画
が

本
年
9
月
に
明
ら
か
に
な
り
、
保
護
者
の

皆
様
か
ら
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

駒
ヶ
谷
保
育
園
の
現
状
、
下
開
保
育
園
の

受
け
入
れ
態
勢
、
統
廃
合
に
際
し
て
保
護

者
の
個
々
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
対
応
が
可

能
か
ど
う
か
。
保
育
行
政
と
し
て
の
統
廃

合
の
方
針
に
つ
い
て

●
答
弁　

駒
ヶ
谷
保
育
園
は
昭
和
32
年
５

月
開
設
、
築
約
50
年
を
超
え
る
木
造
平
屋

建
て
で
あ
る
。
現
在
定
員
60
名
に
対
し
て

３
歳
児
９
名
、
４
歳
児
９
名
、
５
歳
児
13
名
、

合
計
31
名
が
入
所
し
、
３
歳
児
と
４
歳
児

は
合
同
保
育
を
実
施
。
下
開
保
育
園
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
は
４
歳
児
、
５
歳
児
ク

ラ
ス
で
の
受
け
入
れ
が
可
能
で
あ
り
、
近

隣
の
民
間
保
育
園
も
含
め
、
希
望
が
あ
れ

ば
受
け
入
れ
も
可
能
で
あ
る
。
現
在
、
保

護
者
や
地
域
の
皆
様
、
職
場
に
統
合
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
説
明

に
際
し
て
は
保
護
者
や
地
域
の
個
々
ケ
ー

ス
に
応
じ
た
丁
寧
な
対
応
で
進
め
て
い
き

た
い
。
保
育
行
政
に
対
す
る
市
の
展
望
に

つ
い
て
は
、「
第
５
次
総
合
基
本
計
画
」
に

お
い
て
保
育
園
へ
の
入
園
需
要
に
見
合
っ

た
入
園
児
童
枠
の
確
保
に
努
め
、
待
機
児

童
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し

た
施
設
の
改
修
や
不
法
侵
入
に
対
す
る
対

策
な
ど
を
行
い
、
よ
り
安
全
な
保
育
園
を

目
指
す
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
平
成
17
年

３
月
「
羽
曳
野
市
保
育
園
の
運
営
等
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
答
申
」
に
、
今
後
、
公

立
保
育
所
に
お
い
て
は
、
統
廃
合
に
よ
る

適
正
配
置
を
図
り
、
人
的
、
物
的
資
源
の

再
編
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
を
継
承
し
な
が
ら
、
そ
の
特
性
を

生
か
し
た
多
機
能
化
を
推
進
す
る
こ
と
、

そ
し
て
公
立
保
育
所
の
役
割
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
、
と
い
う

答
申
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
本
市
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
計
画
、
答
申
に
基
づ
き
、
子
育

て
支
援
策
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
効

率
的
な
運
営
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

市
の
保
育
行
政
は
、
少
子
化
の

進
行
の
中
、
待
機
児
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
公

立
保
育
園
の
統
廃
合
や
民
営
化
、
幼
・
保

一
元
化
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
議
論
、
検

討
し
な
が
ら
多
様
な
市
民
要
望
に
こ
た
え

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
保
育
行
政
の
し

っ
か
り
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
計
画

的
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

●
質
問　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は
、
危

機
管
理
の
問
題
で
あ
り
、
国
の
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。
一
方
、我
々

地
方
自
治
体
に
と
っ
て
は
市
民
へ
の
迅
速
、

正
確
な
情
報
提
供
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

市
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し
て
、
情

報
提
供
と
病
院
の
対
応
、
相
談
体
制
に
つ

い
て
問
う
。

●
答
弁　

市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
は
、
４
月
30
日
に
対
策
本
部
を
設
置
し
、

国
・
府
の
対
応
方
針
の
も
と
に
藤
井
寺
保

健
所
と
連
絡
を
密
に
と
り
な
が
ら
進
め
て

き
た
。
国
・
府
の
方
針
変
更
に
よ
り
、
７

月
14
日
以
降
は
一
般
医
療
機
関
で
受
診
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
市
内
の
感
染
状
況

に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
、
市
内
の
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
の
休

業
等
の
状
況
を
掲
載
し
て
い
る
。
相
談
体

制
に
つ
い
て
は
、
以
前
は
発
熱
相
談
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
一
般
の

健
康
相
談
と
同
様
、
大
阪
府
藤
井
寺
保
健

所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
対
応
。
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乙
宗
孝
衞
（
新
生
は
び
き
の
）

羽
曳
が
丘
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

●
質
問　

西
３
丁
目
の
バ
ス
タ
ー
ン
地
に

つ
い
て

●
答
弁　

土
地
所
有
者
は
羽
曳
野
市
。
路

線
バ
ス
の
待
機
場
所
及
び
転
回
地
と
し
て

近
鉄
バ
ス
に
使
用
許
可
。
許
可
は
毎
年
更

新
。

●
質
問　

第
二
集
会
所
に
つ
い
て

●
答
弁　

土
地
所
有
者
は
羽
曳
野
市
。
町
会

連
合
会
が
昭
和
55
年
に
建
築
。
築
29
年
。

●
質
問　

地
域
の
防
災
倉
庫
に
つ
い
て

●
答
弁　

市
内
の
町
会
が
保
有
す
る
防
災

倉
庫
は
５
カ
所
、
他
に
公
民
館
や
集
会
所

の
一
部
を
使
用
。

●
質
問　

幼
稚
園
の
耐
震
化
に
つ
い
て

●
答
弁　

昭
和
46
年
建
築
。
老
巧
化
し
た

園
舎
の
ほ
か
、
基
礎
や
擁
壁
等
に
亀
裂
が

あ
る
現
状
は
十
分
に
認
識
。
今
後
は
建
て

か
え
等
の
同
等
規
模
の
改
修
が
必
要
。
擁

壁
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
や
石
積
み
擁
壁

等
の
経
年
劣
化
。
雑
排
水
や
周
辺
環
境
の

変
化
に
伴
い
地
盤
沈
下
し
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
耐
震
診
断
結
果
が
判
明
し

た
ら
実
施
す
る
。
補
修
で
済
む
な
ら
来
年

実
施
す
る
。

●
質
問　

西
中
公
園
の
移
転
に
つ
い
て

●
答
弁　

西
中
公
園
に
替
わ
る
都
市
公
園

が
付
近
に
設
置
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
法

的
に
問
題
は
な
い
。

●
質
問　

西
７
丁
目
道
路
予
定
地
に
つ
い

て●
答
弁　

羽
曳
野
市
土
地
開
発
公
社
が
道

路
用
地
と
し
て
先
行
買
収
。
フ
ジ
住
宅
の

開
発
で
代
替
道
路
機
能
が
整
備
。
道
路
の

役
割
は
終
わ
る
。
道
路
の
代
替
用
地
と
し

て
利
用
を
第
一
に
。
売
却
も
検
討
。

●
質
問　

保
育
園
設
置
に
つ
い
て

●
答
弁　

統
廃
合
は
進
め
る
。
建
替
え
の

時
期
と
あ
わ
せ
て
検
討
。
地
区
や
校
区
等

の
区
切
り
が
な
く
、
ど
の
保
育
園
に
も
申

し
込
め
る
の
で
平
等
性
に
欠
け
な
い
。

●
質
問　

南
河
内
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
の

開
発
に
伴
っ
て
、
必
要
な
公
共
施
設
の
補

充
、
建
設
の
代
替
と
し
て
、
公
社
か
ら
山

林
４
ha
の
譲
渡
を
受
け
た
。
子
育
て
支
援

や
教
育
施
設
の
充
実
に
は
十
分
の
対
価
で

あ
る
か
。

●
答
弁　

将
来
的
に
保
育
園
あ
る
い
は
幼

稚
園
も
全
部
含
め
た
形
で
、
大
き
く
考
え

て
い
き
た
い
。

●
意
見　

こ
れ
ら
の
質
問
は
今
議
会
の
民

生
産
業
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請

願
の
提
案
内
容
に
も
関
連
し
て
お
り
、
委

員
会
で
の
懸
命
な
ご
判
断
を
お
願
い
し
た

い
。

●
質
問　

南
河
内
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
ス

ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
北
地
区
に
つ
い
て

●
答
弁　

昨
年
事
業
コ
ン
ペ
は
不
成
立
。

今
回
の
計
画
案
で
は
約
6
・
5
ha
中
ス
ポ

ー
ツ
施
設
用
地
が
1
・
5
ha
で
、
親
水
広

場
と
現
在
整
備
中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
は
公
社
が
、
さ
ら
に
追
加
の
８
ホ
ー
ル

に
つ
い
て
は
羽
曳
野
市
が
整
備
。
戸
建
住

宅
用
地
は
約
５
ha
、
約
2
0
0
戸
、
集
会

所
は
計
画
戸
数
×
0
・
9
㎡
を
計
画
。
既

存
住
宅
と
の
隣
接
部
分
へ
の
配
慮
、
99
号

線
沿
い
の
歩
道
整
備
、
南
阪
奈
側
道
か
ら

の
土
砂
搬
出
な
ど
公
社
と
調
整
中
。
今
回

の
事
業
主
体
は
造
成
工
事
か
ら
建
築
工
事

ま
で
、
一
体
的
に
民
間
業
者
に
コ
ン
ペ
に

出
す
。

●
意
見　

事
業
主
体
が
公
社
か
ら
民
間
に

な
る
。
細
か
く
つ
め
て
納
得
の
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。

若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

生
活
保
護
事
業
に
つ
い
て

●
質
問　

憲
法
25
条
の
理
念
に
基
づ
き
、
す

べ
て
の
国
民
に
対
し
、
困
窮
の
程
度
に
応
じ
、

必
要
な
保
護
を
行
い
、
最
低
限
度
の
生
活
を

保
障
し
、
自
立
を
助
長
す
る
観
点
で
質
問
。

市
の
生
活
保
護
の
実
態
、
申
請
や
受
理
手
続

き
の
改
善
、
職
員
の
研
修
、
職
員
体
制
の
充

実
、
母
子
加
算
と
老
齢
加
算
の
復
活
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

21
年
９
月
末
現
在
、
1
5
6
9
世

帯
2
5
2
6
人
で
相
談
件
数
・
申
請
件
数
・

開
始
件
数
は
、
す
べ
て
増
加
傾
向
。
受
理
手

続
き
は
申
請
か
ら
14
日
以
内
の
法
期
間
内
に

実
施
し
て
い
る
。
住
居
の
な
い
方
、
及
び
若

年
層
に
つ
い
て
も
、
適
切
に
保
護
を
開
始
し

て
い
る
。
法
律
の
趣
旨
に
沿
う
よ
う
適
切
な

人
員
配
置
に
努
め
て
い
く
。
国
の
通
知
等
に

基
づ
き
早
急
に
対
応
し
、
加
算
対
象
の
方
に

支
給
で
き
る
よ
う
準
備
を
整
え
る
。

●
要
望　

生
活
保
護
は
市
民
の
命
と
生
活
を

守
る
最
も
大
切
な
仕
事
。
憲
法
25
条
の
生
存

権
を
保
障
す
る
観
点
で
の
研
修
の
充
実
と
、

職
員
を
増
や
し
十
分
な
対
応
と
仕
事
が
で
き

る
よ
う
要
望
。

雇
用
の
充
実
と
確
保
に
つ
い
て

●
質
問　

日
本
共
産
党
は
、
総
選
挙
で
人
間

ら
し
く
働
け
る
ル
ー
ル
つ
く
る
こ
と
を
訴
え

て
き
た
。
雇
用
の
充
実
と
確
保
は
、
市
内
の

業
者
や
労
働
者
の
模
範
と
し
て
進
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
役
所
で
の
労
働
者

の
比
率
、
新
た
な
雇
用
確
保
の
対
策
、
最
低

賃
金
制
の
確
保
、
市
の
発
注
業
務
で
生
活
で

き
る
賃
金
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改
正
に

つ
い
て
質
問
。

●
答
弁　

正
規
・
非
正
規
職
員
の
比
率
は
お

お
む
ね
７
対
３
。
補
正
予
算
で
雇
用
対
策
事

業
を
活
用
。
す
べ
て
の
職
で
大
阪
府
最
低
賃

金
時
給
7
6
2
円
を
上
回
っ
て
い
る
。
分
離
・

分
割
発
注
は
事
務
量
等
を
考
慮
し
可
能
性
を

探
る
。
雇
用
の
充
実
と
確
保
は
、
雇
用
を
生

み
出
す
こ
と
が
先
決
。
労
働
者
派
遣
法
が
改

正
さ
れ
て
非
正
規
労
働
者
の
長
期
的
か
つ
安

定
的
な
雇
用
を
図
れ
る
こ
と
は
よ
い
こ
と
。

●
要
望　

市
独
自
の
雇
用
対
策
の
具
体
化
を

要
望
。
最
低
賃
金
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
働
く
人
た
ち
に
も
確
保
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
。
市
の
発
注
業
務
で
生
活
で
き
る

賃
金
は
、
働
く
貧
困
層
を
な
く
し
、
公
共
サ

ー
ビ
ス
を
守
る
た
め
に
具
体
化
を
要
望
。

古
市
府
営
住
宅
の
建
て
か
え
に
つ
い
て

●
質
問　

過
去
４
回
の
質
疑
を
踏
ま
え
質
問
。

２
年
先
に
は
住
宅
の
大
半
で
法
定
耐
用
年
数

が
切
れ
る
。
建
て
か
え
の
進
捗
状
況
と
、
今

後
の
計
画
並
び
に
年
次
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
２
年
前
の
市
の
要
望
書
に
対
す

る
大
阪
府
の
回
答
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
住

宅
の
市
民
の
声
は
ど
う
把
握
し
て
き
た
の
か
。

●
答
弁　

平
成
19
年
度
に
大
阪
府
で
基
本
計

画
が
策
定
さ
れ
、
現
在
は
工
事
用
進
入
路
と

し
て
も
使
わ
れ
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の
市
道
の

整
備
に
向
け
た
準
備
を
行
っ
て
お
り
、
平
成

23
年
度
か
ら
事
業
実
施
を
予
定
。
道
路
整
備

の
完
成
時
期
や
、
第
１
期
の
入
居
開
始
時
期

は
未
定
。
大
阪
府
か
ら
文
書
の
回
答
は
い
た

だ
い
て
な
い
。

　

文
書
回
答
は
重
き
に
置
い
て
い
な
い
。
住

民
へ
の
説
明
は
大
阪
府
で
行
わ
れ
る
と
聞
い

て
い
る
が
詳
細
ま
で
把
握
し
て
い
な
い
。

●
要
望　

大
阪
府
と
は
口
約
束
は
だ
め
だ
と

い
う
の
は
前
市
長
の
例
で
あ
き
ら
か
。
府
へ

の
要
望
書
は
、
口
約
束
で
な
く
文
書
回
答
を

も
ら
い
地
元
関
係
者
や
住
民
の
人
た
ち
に
説

明
を
す
る
こ
と
が
大
切
。大
阪
府
に
対
し
て
、

説
明
会
を
開
く
よ
う
働
き
か
け
、
市
と
し
て

も
事
業
の
説
明
を
行
う
よ
う
要
望
。
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松
井
康
夫
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

都
市
計
画
、
都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て

●
質
問　

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
果
的
効
率
的
に
、
よ

い
環
境
の
も
と
で
子
育
て
支
援
や
教
育
を

ど
う
図
っ
て
い
け
る
の
か
が
今
後
の
地
域

の
活
性
化
や
施
設
の
あ
り
方
を
考
え
る
う

え
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
る
。
駒
ヶ
谷

地
区
と
西
浦
地
区
は
、
ほ
と
ん
ど
が
市
街
化

調
整
区
域
で
、
人
口
減
少
が
予
想
さ
れ
、
今

後
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
農
業
を
振

興
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
南
阪
奈
道
路
側
道

沿
道
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
望
し
て

い
く
の
か
、
今
後
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
質

問
す
る
。

●
答
弁　

市
域
を
地
域
別
に
区
分
す
る
と

年
齢
別
人
口
比
率
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
特

性
や
課
題
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
特
性
に
合

わ
せ
鉄
道
駅
や
幹
線
道
路
が
隣
接
す
る
地

域
で
は
そ
の
利
便
性
を
生
か
し
、
歴
史
遺
産

の
豊
富
な
地
域
で
は
そ
の
た
た
ず
ま
い
を

生
か
し
、
丘
陵
部
で
あ
れ
ば
そ
の
自
然
を
生

か
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

駒
ヶ
谷
地
区
は
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
と
土
地
利
用
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て

い
る
。
土
地
所
有
者
や
開
発
事
業
者
等
が
一

定
の
条
件
を
満
た
し
た
上
で
、
都
市
計
画
の

提
案
が
で
き
る
制
度
の
活
用
な
ど
も
考
え

た
い
。

少
子
化
に
伴
う
、
地
域
が
抱
え
る
問
題
に
つ

い
て

●
質
問　

駒
ヶ
谷
地
区
に
お
い
て
は
市
街

化
調
整
区
域
で
あ
り
人
口
増
が
見
込
め
ず
、

都
市
基
盤
整
備
も
期
待
さ
れ
な
い
。
ま
た
、

児
童
・
園
児
数
等
の
減
少
は
以
前
か
ら
想
定

さ
れ
た
課
題
で
も
あ
っ
た
。
南
阪
奈
側
道

の
整
備
に
伴
い
、
一
定
の
利
便
性
は
図
ら

れ
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
だ
。
将
来
展
望
を
踏
ま
え

て
構
想
を
聞
き
た
い
。

●
市
長　

駒
ヶ
谷
地
域
は
自
然
が
残
り
、

構
想
を
生
か
し
た
開
発
が
で
き
る
可
能
性

の
高
い
地
域
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

市
街
化
調
整
区
域
で
あ
り
制
限
も
あ
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
こ
の
駒
ヶ
谷
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
か
、
一
番
大
き

な
課
題
で
も
あ
り
今
後
精
一
杯
努
力
す
る
。

駒
ヶ
谷
駅
に
お
い
て
は
南
側
に
改
札
口
を

設
け
る
な
ど
、
朝
の
混
雑
の
解
消
を
図
り
、

当
市
が
所
有
す
る
近
鉄
線
南
側
の
都
市
計

画
道
路
を
含
め
た
２
０
０
０
坪
の
土
地
の

有
効
利
用
を
考
え
た
い
。
ま
た
、
地
域
の

特
産
物
で
あ
る
ブ
ド
ウ
の
栽
培
を
大
き
く

育
て
て
い
く
必
要
が
あ
り
行
政
の
お
手
伝

い
は
積
極
的
に
し
て
い
き
た
い
。
少
子
化

が
進
む
中
で
の
保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
施

設
の
あ
り
方
の
問
題
を
含
め
解
決
し
て
い

き
た
い
。
そ
し
て
、
将
来
は
地
域
の
皆
さ

ん
が
望
ん
で
お
ら
れ
る
用
途
変
更
に
つ
い

て
ま
で
た
ど
り
つ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

行
政
改
革
に
つ
い
て

●
質
問　

行
政
改
革
に
つ
い
て
、
今
回
の

政
権
交
代
に
よ
り
地
方
分
権
の
道
筋
が
早

ま
っ
て
お
り
自
治
体
の
力
が
問
わ
れ
て
い

る
が
、
市
民
か
ら
の
連
絡
や
要
望
に
迅
速

な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
組
織
の
一
元
化
を

図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

●
答
弁　

機
動
的
で
柔
軟
性
に
富
ん
だ
行

政
組
織
ま
た
市
民
か
ら
の
連
絡
や
要
望
等

は
、
責
任
を
持
っ
た
職
員
対
応
が
必
要
で

あ
る
。
縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
な
く
し
職

員
の
対
応
研
修
の
実
施
や
組
織
体
制
の
見

直
し
を
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

女
性
の
が
ん
対
策
に
つ
い
て

●
質
問　

市
実
施
の
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
検

診
の
状
況
と
受
診
率
の
推
移
。
ま
た
本
年
度

補
正
予
算
に
お
け
る
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
取
り
組
み
状
況
と
進

捗
状
況
に
つ
い
て
。
が
ん
対
策
を
計
画
的
に

進
め
る
受
診
率
の
目
標
と
受
診
率
向
上
へ
の

計
画
は
ど
う
か
。

●
答
弁　

乳
が
ん
検
診
は
40
歳
以
上
を
対
象

に
３
医
療
機
関
で
実
施
。
子
宮
が
ん
検
診
20

歳
以
上
を
対
象
に
５
医
療
機
関
で
実
施
。
平

成
20
年
度
か
ら
受
診
勧
奨
通
知
や
受
診
期

間
を
１
年
間
に
延
長
。
20
年
度
乳
が
ん
は

10
・
2
％
、
子
宮
が
ん
は
12
・
5
％
と
受
診

率
は
少
し
ず
つ
増
加
。
国
の
緊
急
経
済
対
策

推
進
事
業
の
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事

業
で
子
宮
頸
が
ん
及
び
乳
が
ん
に
関
す
る
検

診
手
帳
と
無
料
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
乳
が
ん

4
千
3
7
9
名
、
子
宮
が
ん
3
千
8
9
1
名

に
送
付
。
受
診
状
況
は
増
加
と
の
情
報
が
あ

る
。
検
診
率
目
標
は
50
％
以
上
と
示
さ
れ
目

標
達
成
に
向
け
、
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
広
報
等
で
啓
発
。
保
健
師
が

健
康
教
育
で
が
ん
検
診
の
大
切
さ
を
直
接
説

明
す
る
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

●
要
望　

無
料
ク
ー
ポ
ン
は
21
年
度
補
正
予

算
で
経
済
危
機
対
策
の
未
来
へ
の
投
資
・
子

育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
。

市
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
は
、
他
市
よ

り
も
早
い
取
り
組
み
は
あ
り
が
た
い
。
今
後

無
料
ク
ー
ポ
ン
が
継
続
か
分
か
ら
な
い
が
、

今
回
検
診
し
た
方
が
継
続
で
き
る
よ
う
要

望
。

支
所
の
設
備
に
つ
い
て

●
質
問　

２
階
使
用
時
に
収
容
出
来
る
げ
た

箱
の
設
置
と
ト
イ
レ
の
段
差
の
解
消
が
で
き

な
い
か
を
質
問
。

●
答
弁　

げ
た
箱
の
改
修
は
職
員
で
早
急

に
対
応
す
る
。
ト
イ
レ
の
段
差
改
修
は
ス

ペ
ー
ス
が
非
常
に
狭
隘
で
あ
る
が
、
関
係

課
と
協
議
し
地
域
住
民
が
身
近
に
利
用
で

き
る
支
所
機
能
の
充
実
を
図
る
。

●
要
望　

西
地
域
に
と
っ
て
は
、
本
庁
と

同
様
に
大
切
な
と
こ
ろ
で
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
の
支
所
の
改
築
、
建
て
か
え
等
の

計
画
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
事
を
要
望
。

ス
ポ
ー
ツ
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

●
質
問　

ス
ポ
ー
ツ
予
約
シ
ス
テ
ム
機
の

利
用
状
況
・
耐
久
性
・
故
障
・
改
修
と
対
応
・

ト
ラ
ブ
ル
の
休
日
対
応
は
。
今
後
シ
ス
テ

ム
の
改
修
に
よ
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯

電
話
か
ら
の
予
約
が
可
能
に
な
る
が
、
支

所
が
今
回
の
予
約
端
末
機
の
設
置
の
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
の
は
ど
う
い
う
事
か
。

●
答
弁　

99
％
以
上
が
予
約
端
末
機
利
用
。

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
更
新
後
７
年
を
経
過
し
、
熱

が
筐
体
に
こ
も
る
等
、
耐
久
は
限
界
に
来

て
い
る
。
ま
た
予
約
集
中
に
よ
る
エ
ラ
ー

が
発
生
。
改
修
と
対
応
に
は
、
本
年
度
予

算
計
上
し
新
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
。
ト

ラ
ブ
ル
発
生
時
は
、
委
託
業
者
が
復
旧
の

対
応
を
し
て
い
る
。
新
シ
ス
テ
ム
は
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
、
街
頭
端
末
機
か
ら
簡
単

に
施
設
の
空
き
状
況
検
索
や
予
約
が
で
き
、

利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
。
支
所
に

も
端
末
機
設
置
の
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　

ス
ポ
ー
ツ
予
約
シ
ス
テ
ム
は
、
支

所
で
問
題
が
多
く
、
支
所
全
体
の
問
題
と
重

ね
て
申
し
上
げ
た
。
老
朽
化
で
バ
リ
ア
フ

リ
ー
で
も
な
い
。
周
辺
整
備
は
完
了
し
環

境
も
良
く
な
っ
た
が
、
支
所
自
体
は
手
を

打
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
。
厳
し
い
財
政

状
況
は
認
識
し
て
い
る
が
、
少
し
で
も
利

便
性
の
向
上
に
向
け
て
取
り
組
み
を
要
望
。
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委
員
長　

新
岡
健
志　
　
　
　
（
公
明
党
）

　

付
託
を
受
け
た
６
件
の
案
件
に
つ
い
て
審

査
を
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

登
録
料
等
の
料
金
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
受
益
者
負
担
と
団
体
把
握
を
徹
底

す
る
と
い
う
意
味
で
良
い
と
す
る
意
見
も
あ

り
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
立
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
ス
ポ
ー

ツ
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
】

　

高
齢
者
を
一
般
料
金
の
区
分
と
す
る
の
で

は
な
く
、
従
来
の
料
金
区
分
同
様
、
小
人
と

同
じ
料
金
区
分
に
す
べ
き
と
し
て
反
対
す
る

者
１
名
。
一
方
、
今
回
、
す
ば
ら
し
い
環
境

の
施
設
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
施
設
内

容
に
応
じ
た
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
理
解

で
き
る
と
し
、
賛
成
す
る
者
５
名
に
よ
り
、

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

【
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）】

　

こ
れ
ま
で
も
問
題
提
起
し
て
い
る
向
野
財

産
区
財
産
の
土
地
を
当
事
者
に
売
却
し
、
そ

の
売
却
代
金
の
一
部
が
本
補
正
予
算
に
繰
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
者

１
名
。
一
方
、
本
補
正
予
算
は
国
の
補
正
予

算
を
受
け
て
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
、
市
と

総
務
文
教
常
任
委
員
会

し
て
も
っ
と
も
大
事
な
学
校
の
耐
震
化
を
初

め
、
長
年
の
市
民
の
強
い
要
望
で
あ
る
古
市

駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
等
が
あ
が
っ
て

お
り
、
特
に
問
題
も
な
く
、
賛
成
す
る
者
５

名
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
削
減
す
る
よ
う
な
財
政

健
全
化
の
方
向
性
が
疑
問
等
と
し
て
不
認
定

と
す
る
者
1
名
。
一
方
、
創
意
工
夫
に
よ
る

税
収
の
増
加
並
び
に
健
康
で
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
を
要
望
し
、
認
定
す
る
者
５
名
に
よ
り
、

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

向
野
財
産
区
の
賃
貸
借
契
約
に
つ
い
て
、

20
年
度
決
算
に
お
い
て
も
月
１
万
円
の
財
産

運
用
収
入
が
入
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
問
題

を
解
明
す
る
、
調
査
を
す
る
と
い
う
姿
勢
が

市
に
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
不

認
定
と
す
る
者
１
名
。
一
方
、
財
産
区
財
産

に
関
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
財
産
区
で
協
議
・

決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
市
は
監
督
責
任

と
い
う
立
場
で
管
理
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

特
に
問
題
と
す
る
点
も
な
く
認
定
と
す
る
者

５
名
に
よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

【
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
土
地
取
得
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

本
決
算
に
何
ら
問
題
と
す
る
点
も
な
く
全

員
一
致
に
よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

民
生
産
業
常
任
委
員
会

委
員
長　

花
川
雅
昭

　
　
　
　
　
　
（
は
び
き
の
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

付
託
を
受
け
た
６
件
の
案
件
及
び
１
件
の

請
願
に
つ
い
て
審
査
を
し
ま
し
た
。

【
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

20
年
度
の
国
保
財
政
が
７
億
を
超
え
る
黒

字
、
５
億
の
積
立
金
が
あ
る
な
か
で
、
保
険

料
を
引
き
下
げ
る
、
ま
た
、
短
期
保
険
証
や

資
格
証
明
書
の
発
行
は
や
め
る
べ
き
と
し
て

不
認
定
と
す
る
者
１
名
。
一
方
、
医
療
制
度

の
改
正
や
、
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
負
担
増

及
び
医
療
費
の
増
加
等
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
る
が
、
健
全
運
営
に
努
め
、
特
定
健
診
に

お
い
て
は
目
標
受
診
率
35
％
達
成
さ
れ
て
い

る
と
し
て
、
認
定
と
す
る
者
５
名
に
よ
り
、

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
と
畜
場
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

処
理
頭
数
が
年
々
減
少
し
、
見
通
し
の
甘

さ
、
ま
た
、
今
後
の
運
営
の
見
通
し
も
あ
い

ま
い
で
あ
り
、
特
定
グ
ル
ー
プ
が
独
占
し
て

い
る
な
ど
と
し
て
不
認
定
と
す
る
者
1
名
。

一
方
、
経
済
不
況
等
の
影
響
に
よ
り
消
費
の

低
迷
が
続
く
中
、
雇
用
対
策
と
な
っ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
安
定
供
給
に
努
め
な
が
ら
頭

数
の
確
保
を
行
い
、
引
き
続
き
管
理
運
営
の

健
全
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
元
の
地
場

産
業
と
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
盛
り
上
げ
て
い

く
こ
と
を
要
望
し
、
認
定
と
す
る
者
５
名
に

よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
老
人
保
健
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

本
決
算
に
特
に
問
題
と
な
る
箇
所
も
な

く
、
全
員
一
致
に
よ
り
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

【
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

高
い
保
険
料
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
サ
ー

ビ
ス
が
削
ら
れ
利
用
し
た
く
て
も
利
用
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
制
度
で
あ
る
と
し
て
不
認

定
と
す
る
者
1
名
。
一
方
、
急
速
な
高
齢
化

が
進
む
中
、
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
こ
の
事
業
を
よ
り
良
く
進

め
る
こ
と
を
要
望
し
、
認
定
と
す
る
者
５
名

に
よ
り
、認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
健
康
ふ
れ
あ
い
の

郷
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て
】

　

平
成
22
年
度
か
ら
約
6
,
0
0
0
万
の
償

還
と
維
持
費
が
か
か
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

中
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
安
定
的
に
運
営
し

て
い
く
の
か
の
見
通
し
が
あ
い
ま
い
だ
と
し

10
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編
集
後
記

　

今
月
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、
11
月

号
で
お
伝
え
で
き
な
か
っ
た
第
３
回
定
例

会
の
議
案
審
議
内
容
と
一
般
質
問
及
び
各

常
任
委
員
会
の
報
告
で
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
影
響
に

よ
り
、
多
く
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
ま

た
は
延
期
と
な
り
、
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

た
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
残
念
な
行
楽

の
秋
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
寒
さ
が

本
格
化
す
る
と
と
も
に
、
風
邪
の
ウ
イ
ル

ス
は
活
性
化
し
て
い
き
ま
す
。
マ
ス
ク
、

手
洗
い
等
の
予
防
対
策
に
心
が
け
て
い
た

だ
き
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　

田
仲　

基
一　
　

花
川　

雅
昭　

　

秋
田　

栄
一　
　

松
村　

尚
子　

　

嶋
田　
　

丘　
　

笹
井
喜
世
子

　

岩
田
賢
二
郎

第
４
回
定
例
会
日
程

第
４
回
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催

す
る
予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か
ら
。

11
月
30
日
（
月
）	

本
会
議
（
議
案
審
議
）

12
月
８
日
（
火
）	

本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
９
日
（
水
）	

本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
10
日
（
木
）	

予
備
日

12
月
14
日
（
月
）	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

12
月
15
日
（
火
）	

民
生
産
業
常
任
委
員
会

12
月
16
日
（
水
）	

建
設
企
業
常
任
委
員
会

12
月
22
日
（
火
）	

本
会
議
（
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　

 

等
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
都
合
に
よ
り
一
部

変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

定
例
会
の
あ
ゆ
み

て
反
対
す
る
者
１
名
。
一
方
、
本
来
の
道

の
駅
の
機
能
と
し
て
、
休
憩
機
能
、
情
報

発
信
機
能
、
地
域
連
携
機
能
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
べ
く
改
善
を
図
り
、
車
の
停
滞

に
つ
い
て
は
側
道
の
４
車
線
化
の
実
現
も

視
野
に
入
れ
た
上
で
さ
ら
に
大
都
会
で
の

混
雑
地
域
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
利
用

を
見
習
う
な
ど
、
混
雑
時
の
駐
車
場
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
こ
と
を
今
後
期
待
す
る

と
し
て
、
認
定
す
べ
き
と
す
る
者
５
名
に

よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

本
制
度
は
保
険
料
も
上
が
り
、
高
齢
者

の
医
療
費
を
抑
制
す
る
も
の
だ
と
し
て
不

認
定
と
す
る
者
１
名
。
一
方
、
今
後
後
期

高
齢
者
の
数
が
増
え
て
い
く
な
か
で
、
医

療
費
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
が
、
さ
ら
な

る
広
域
連
合
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら

事
務
の
適
正
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
、

認
定
と
す
る
者
５
名
に
よ
り
、
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
が
丘
地
区
に
保
育
園
を
新
設
す
る
請

願
】

　

地
域
住
民
4
,
0
0
0
名
を
超
え
た
要

望
を
受
け
止
め
、
人
口
も
増
え
て
い
く
羽

曳
が
丘
地
区
に
、
保
育
園
を
新
設
が
必
要

だ
と
し
て
採
択
す
べ
き
と
す
る
者
２
名
。

一
方
、
子
育
て
支
援
を
応
援
し
、
保
育
施

建
設
企
業
常
任
委
員
会

委
員
長　

吉
田　

恭
輔

                        

（
新
生
は
び
き
の
）

　

付
託
を
受
け
た
２
件
の
案
件
に
つ
い
て
審

査
を
し
ま
し
た
。

【
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

本
決
算
に
問
題
と
な
る
箇
所
も
な
く
、
全

員
一
致
に
よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

【
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て
】

　

本
決
算
に
問
題
と
な
る
箇
所
も
な
く
、
全

員
一
致
に
よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

９
月
30
日
（
水
）　

○
議
員
総
会

10
月
１
日
（
木
）　

○
本
会
議
第
１
日
目

　
　
　
　
　
　
　
　

・
役
員
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　

○
幹
事
長
会
議

10
月
２
日
（
金
）　

○
本
会
議
第
２
日
目

　
　
　
　
　
　
　
　

・
役
員
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　

○
幹
事
長
会
議

10
月
５
日
（
月
）　

○
本
会
議
第
３
日
目

　
　
　
　
　
　
　
　

・
役
員
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　

○
幹
事
長
会
議

10
月
６
日
（
火
）　

○
議
会
運
営
委
員
会

10
月
７
日
（
水
）　

○
本
会
議
第
４
日
目

　
　
　
　
　
　
　
　

・
議
案
審
議

10
月
15
日
（
木
）　

○
本
会
議
第
５
日
目

　
　
　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

　
　
　
　
　
　
　
　

○
幹
事
長
会
議

10
月
19
日
（
月
）　

○
本
会
議
第
６
日
目

　
　
　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

10
月
20
日
（
火
）　

○
本
会
議
第
７
日
目

　
　
　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

10
月
21
日
（
水
）　

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
幹
事
長
会
議

10
月
22
日
（
木
）　

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

10
月
23
日
（
金
）　

○
民
生
産
業
常
任
委
員
会

10
月
26
日
（
月
）　

○
建
設
企
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

○
全
員
協
議
会

11
月
２
日
（
月
）　

○
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

○
本
会
議
第
８
日
目

　
　
　
　
　
　
　
　

・
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

・
追
加
議
案
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　

○
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

○
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

○
議
員
総
会

○
本
会
議
第
１
日
目

　

・
役
員
選
挙

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
２
日
目

　

・
役
員
選
挙

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
３
日
目

　

・
役
員
選
挙

○
幹
事
長
会
議

○
議
会
運
営
委
員
会

○
本
会
議
第
４
日
目

　

・
議
案
審
議

○
本
会
議
第
５
日
目

　

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
６
日
目

　

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

○
本
会
議
第
７
日
目

　

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会
第
１
日
目

○
幹
事
長
会
議

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会
第
２
日
目

○
民
生
産
業
常
任
委
員
会

○
建
設
企
業
常
任
委
員
会

○
全
員
協
議
会

○
議
会
運
営
委
員
会

○
本
会
議
第
８
日
目

　

・
委
員
長
報
告

　

・
追
加
議
案
審
議

○
議
会
改
革
特
別
委
員
会

○
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

策
の
充
実
を
願
う
本
請
願
の
趣
旨
は
理
解

す
る
が
、
こ
の
請
願
内
容
全
体
か
ら
判
断

す
る
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
っ
て
は
、

関
連
機
関
や
市
、
地
域
住
民
と
の
十
分
な

る
協
議
も
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
現
在
、

保
育
園
の
統
合
や
幼
保
一
元
化
な
ど
、
充

実
し
た
保
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
賛
同
し

が
た
い
面
が
あ
る
と
し
て
不
採
択
と
す
る

者
４
名
に
よ
り
、
不
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。




